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青い湖と緑の大地　人が輝く未来のサロマ青い湖と緑の大地　人が輝く未来のサロマ

北海道佐呂間町北海道佐呂間町



佐呂間町はこれまで「自然と豊かさと調和した産業と文化
の郷」を目標とした第１期総合計画を策定以降、３つのまち
づくり計画を策定し、町民福祉の充実や基幹産業の振興発展
のため、町民のみなさんをはじめ町内各関係機関、団体や国、
北海道などの支援により、さまざまな施策を展開して参りま
した。
社会情勢が目まぐるしく変化する中、少子・高齢化社会へ
の進行や地球温暖化などの環境問題、国や地方自治体の財政
問題や地方分権の進展など大きな変革期を迎えています。

この様な変化に的確に対応し、将来の目指すべき姿に向かうため、平成２３年度から１０年
間のまちづくりの指針となる「第４期佐呂間町総合計画」を策定し、住民と行政による自助・共
助・公助のバランスのとれたまちづくりに取り組んで参ります。
また、策定にあたっては、団体からの推薦や公募により３５名からなる「総合計画策定審議
会」が策定当初の段階から参加いただいたことは、協働自治による住民参加のまちづくりが根
付いたものと考えております。
さらに計画の推進にあたっては、町民のみなさんと情報を共有し、町民と行政とが一体と
なって進めるとともに、時代の潮流に柔軟に対応しながら、実効性の確保に努め、効果的に推
進し住みよいまちづくりに努めてまいります。
　最後に、本計画の策定にあたり、熱心なご審議をいただいた審議会委員のみなさんをはじめ
町議会並びに関係各機関、さらに町民意向調査などで大変貴重なご意見をいただいた町民の
みなさんに心から感謝申し上げるとともに、今後とも積極的な町政への参加とご協力をお願
い申し上げます。



　第４期佐呂間町総合計画の策定にあたり、団体からの推薦
そして公募による３５名で構成する「総合計画策定審議会」
が平成２０年１１月５日に発足し、同日町長から諮問を受
け、３つの部会（まちづくり部会、産業振興部会、社会福祉・教
育部会）を設置し、策定作業が始まりました。
　振り返りますと米国に端を発した景気の低迷による影響
から、町内企業を取り巻く経営環境が一層厳しさを増してい
る中で、今後１０年間のまちづくり計画を策定することは非
常に難しく、町民の皆様からいただいた大変貴重なご意見を
参考にさせていただき、活発な審議を経て平成２２年８月２３日、町長へ最終答申をいたしま
した。
　策定にあたっては本計画の基本理念であります「町民と行政による協働のまちづくり」を進
める一歩になったと実感しています。
　また、計画の推進にあたっては、力強く心豊かな「サロマ」をめざし、町民とともにまちづく
りを進める協働自治の実現のため、行政におかれましては、時代の潮流に柔軟に対応し、施策・
事業が推進されますよう切望いたします。
　最後に、何かとお世話いただいた多くのみなさんにお礼を申し上げますとともに、これから
の佐呂間町の夢・希望・感動そして喜びを彩り豊かに「いつまでも・・・サロマ」であることを心
から祈念いたします。



第１　総論　第１　総論　･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ２２

　総合計画策定の考え方　　総合計画策定の考え方　･･････････････････････････２２

　　①策定の趣旨　　①策定の趣旨

　　②計画の性格　　②計画の性格

　　③計画の構成と期間　　③計画の構成と期間

　　④計画の推進と資金の確保　　④計画の推進と資金の確保

　総論的事項　　総論的事項　････････････････････････････････････････････４４

　　①地域づくりを取り巻く社会の変化　　①地域づくりを取り巻く社会の変化

　　②国、北海道、その他計画との整合性　　②国、北海道、その他計画との整合性

　　③地域づくりの今後の課題　　③地域づくりの今後の課題

第２　将来目標　第２　将来目標　････････････････････････････････６６

　　①佐呂間町発展の方向性　　①佐呂間町発展の方向性

　　②想定人口　　②想定人口

第３　施策の大綱　第３　施策の大綱　････････････････････････････８８

施策の体系　施策の体系　････････････････････････････････････１０１０

１　まちづくり　１　まちづくり　･･････････････････････････････１９１９

　　1-11-1　町民参加のまちづくり　　町民参加のまちづくり　･･････････････１９１９

　　　　1-1-11-1-1　町民憲章、町花、町木、町技　町民憲章、町花、町木、町技

　　　　1-1-21-1-2　住民参加の行政　住民参加の行政

　　　　1-1-31-1-3　住民自治活動　住民自治活動

　　　　1-1-41-1-4　住民定住対策　住民定住対策

　　1-21-2　広域交流　　広域交流　････････････････････････････････････２３２３

　　　　1-2-11-2-1　地域間交流　地域間交流

　　　　1-2-21-2-2　国際交流　国際交流

　　　　1-2-31-2-3　姉妹都市交流　姉妹都市交流

　　1-31-3　情報網の充実　　情報網の充実　････････････････････････････２５２５

　　　　1-3-11-3-1　情報の発信　情報の発信

　　　　1-3-21-3-2　情報通信システム　情報通信システム

　　1-41-4　行財政改革　　行財政改革　････････････････････････････････２７２７

　　　　1-4-11-4-1　行政体制の改革　行政体制の改革

　　　　1-4-21-4-2　健全財政　健全財政

　　1-51-5　生活環境　　生活環境　････････････････････････････････････２９２９

　　　　1-5-11-5-1　土地利用　土地利用

　　　　1-5-21-5-2　住宅と土地　住宅と土地

　　　　1-5-31-5-3　公園と緑地　公園と緑地

　　　　1-5-41-5-4　公衆衛生　公衆衛生

　　　　1-5-51-5-5　水道　水道

　　　　1-5-61-5-6　下水道・し尿処理　下水道・し尿処理

　　　　1-5-71-5-7　ごみ処理・リサイクル　ごみ処理・リサイクル

　　　　1-5-81-5-8　エネルギー対策（地球環境保全）　エネルギー対策（地球環境保全）

　　1-61-6　安全な生活　　安全な生活　････････････････････････････････３５３５

　　　　1-6-11-6-1　交通安全　交通安全

　　　　1-6-21-6-2　防犯　防犯

　　　　1-6-31-6-3　消防・救急活動　消防・救急活動

　　　　1-6-41-6-4　防災　防災

　　　　1-6-51-6-5　河川保護・湖岸保全　河川保護・湖岸保全

　　　　1-6-61-6-6　公害　公害

　　1-71-7　交通網の整備　　交通網の整備　････････････････････････････４０４０

　　　　1-7-11-7-1　道路　道路

　　　　1-7-21-7-2　交通　交通

　　　　　　  　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

２　産業振興　２　産業振興　･･････････････････････････････････４２４２

　　2-12-1　農業　　農業　･･････････････････････････････････････････４２４２

　　　　2-1-12-1-1　農地の有効利用　農地の有効利用

　　　　2-1-22-1-2　生産基盤整備　生産基盤整備

　　　　2-1-32-1-3　農業経営の確立　農業経営の確立

　　　　2-1-42-1-4　担い手対策　担い手対策

　　　　2-1-52-1-5　農畜産物の研究開発　農畜産物の研究開発

　　　　2-1-62-1-6　農村環境　農村環境

　　2-22-2　林業　　林業　･･････････････････････････････････････････４８４８

　　　　2-2-12-2-1　林業の振興　林業の振興

　　　　2-2-22-2-2　林産業の振興　林産業の振興

　　　　2-2-32-2-3　有害鳥獣駆除　有害鳥獣駆除

　　　　2-2-42-2-4　森林保全　森林保全

　　2-32-3　水産業　　水産業　･･････････････････････････････････････５１５１

　　　　2-3-12-3-1　漁業経営の確立　漁業経営の確立

　　　　2-3-22-3-2　生産基盤整備　生産基盤整備

　　　　2-3-32-3-3　環境保全　環境保全

　　2-42-4　商工業　　商工業　･･････････････････････････････････････５４５４

　　　　2-4-12-4-1　商店街の活性化　商店街の活性化

　　　　2-4-22-4-2　中小企業の振興　中小企業の振興

基本計画基本計画

基本構想基本構想

CCO N T E N T SO N T E N T S



資料編資料編

１　佐呂間町総合計画策定審議会への諮問１　佐呂間町総合計画策定審議会への諮問

････････････････････････････････････････････８８８８

２　佐呂間町総合計画策定審議会からの答申２　佐呂間町総合計画策定審議会からの答申

････････････････････････････････････････････８９８９

３　グラフと表でみるサロマ　３　グラフと表でみるサロマ　････････････････････９０９０

４　佐呂間町の一年　４　佐呂間町の一年　･･････････････････････････････････９６９６

５　策定までの経過　５　策定までの経過　･･････････････････････････････････９７９７

６　佐呂間町総合計画策定審議会委員名簿６　佐呂間町総合計画策定審議会委員名簿

････････････････････････････････････････１０１１０１

　　2-52-5　観光　　観光　････････････････････････････････････････････５６５６

　　　　2-5-12-5-1　観光の振興　観光の振興

　　　　2-5-22-5-2　環境整備　環境整備

　　　　2-5-32-5-3　自然保護　自然保護

　　2-62-6　雇用環境　　雇用環境　････････････････････････････････････５９５９

　　　　2-6-12-6-1　雇用環境　雇用環境

３　社会福祉　３　社会福祉　････････････････････････････････････６０６０

　　3-13-1　地域福祉　　地域福祉　････････････････････････････････････６０６０

　　　　3-1-13-1-1　地域福祉活動　地域福祉活動

　　　　3-1-23-1-2　低所得者福祉　低所得者福祉

　　　　3-1-33-1-3　社会保障（医療保険関係）　社会保障（医療保険関係）

　　　　3-1-43-1-4　社会保障（介護保険関係）　社会保障（介護保険関係）

　　3-23-2　高齢者福祉　　高齢者福祉　････････････････････････････････６４６４

　　　　3-2-13-2-1　在宅支援　在宅支援

　　　　3-2-23-2-2　生きがい対策　生きがい対策

　　　　3-2-33-2-3　高齢者福祉施設　高齢者福祉施設

　　　　3-2-43-2-4　介護体制　介護体制

　　3-33-3　障がい者福祉　　障がい者福祉　････････････････････････････６７６７

　　　　3-3-13-3-1　障がい者福祉　障がい者福祉

　　　　3-3-23-3-2　障がい児支援　障がい児支援

　　3-43-4　児童福祉　　児童福祉　････････････････････････････････････６９６９

　　　　3-4-13-4-1　子育て支援　子育て支援

　　　　3-4-23-4-2　児童福祉施設（保育所）　児童福祉施設（保育所）

　　　　3-4-33-4-3　ひとり親家庭支援　ひとり親家庭支援

　　　　3-4-43-4-4　要保護児童対策　要保護児童対策

　　3-53-5　保健医療　　保健医療　････････････････････････････････････７２７２

　　　　3-5-13-5-1　健康づくり　健康づくり

　　　　3-5-23-5-2　医療体制　医療体制

４　教育文化　４　教育文化　･･････････････････････････････････７４７４

　　4-14-1　生涯学習　　生涯学習　････････････････････････････････････７４７４

　　　　4-1-14-1-1　生涯学習　生涯学習

　　4-24-2　学校　　学校　･･････････････････････････････････････････７６７６

　　　　4-2-14-2-1　小中学校　小中学校

　　　　4-2-24-2-2　高等学校　　高等学校　

　　　　4-2-34-2-3　給食　　給食　

　　4-34-3　人づくり　　人づくり　････････････････････････････････････７９７９

　　　　4-3-14-3-1　子育て　子育て

　　　　4-3-24-3-2　育ち　育ち

　　　　4-3-34-3-3　学び　学び

　　　　4-3-44-3-4　生きがいづくり　生きがいづくり

　　　　4-3-54-3-5　健康づくり・スポーツ　健康づくり・スポーツ

　　4-44-4　学習支援　　学習支援　････････････････････････････････････８３８３

　　　　4-4-14-4-1　施設　施設

　　　　4-4-24-4-2　情報・制度　情報・制度

　　　　4-4-34-4-3　団体支援　　団体支援　

　　4-54-5　文化　　文化　････････････････････････････････････････････８５８５

　　　　4-5-14-5-1　芸術・文化　芸術・文化

　　　　4-5-24-5-2　文化財　文化財



◆町　章◆◆町　章◆

佐呂間町のカナ文字を“サ”が“ロ”と“マ”を囲むように図案化したもので佐呂間町のカナ文字を“サ”が“ロ”と“マ”を囲むように図案化したもので

す。横棒が、全町を固く結んだ町民の心、一致団結、共存共栄、円満な理想郷す。横棒が、全町を固く結んだ町民の心、一致団結、共存共栄、円満な理想郷

を表現しています。（昭和２８年４月制定）を表現しています。（昭和２８年４月制定）

◆町花・町木・町技◆◆町花・町木・町技◆（昭和５９年制定）（昭和５９年制定）

エゾムラサキツツジエゾムラサキツツジ

オオバボダイジュオオバボダイジュ

ソフトボールソフトボール

◆町イメージキャラクター◆◆町イメージキャラクター◆

ももちゃんももちゃん

佐
呂
間
町
民
憲
章

（
昭
和
五
十
年
十
二
月
制
定
）

　
わ
た
く
し
た
ち
は
、森
と
湖
の
厳
し
い
大
自
然
の
中
で
開
拓
し
た
先
人

の
た
く
ま
し
い
精
神
を
受
け
つ
ぐ
佐
呂
間
町
民
で
あ
る
こ
と
を
誇
り
と
し

て
い
ま
す
。

　
わ
た
く
し
た
ち
は
、自
然
の
恵
み
に
感
謝
し
な
が
ら
生
き
が
い
の
あ
る
生

活
を
確
立
し
、希
望
と
自
信
を
も
っ
て
、ひ
と
り
ひ
と
り
の
幸
せ
と
未
来
に

伸
び
ゆ
く
、豊
か
で
明
る
い
ま
ち
を
つ
く
る
た
め
、こ
の
憲
章
を
定
め
ま
す
。

わ
た
く
し
た
ち
佐
呂
間
町
民
は
、英
知
と
友
愛
と
勇
気
を
も
っ
て
、

一
、　
自
然
の
恵
み
を
生
か
し
、美
し
く
住
み
よ
い
ま
ち
を
つ
く
り
ま
す
。

一
、　
進
ん
で
き
ま
り
を
守
り
、明
る
く
平
和
な
ま
ち
を
つ
く
り
ま
す
。

一
、　
た
が
い
に
助
け
合
い
、あ
た
た
か
く
幸
せ
な
ま
ち
を
つ
く
り
ま
す
。

一
、　
仕
事
に
誇
り
を
も
ち
、楽
し
く
豊
か
な
ま
ち
を
つ
く
り
ま
す
。

一
、　
若
い
力
を
そ
だ
て
、伸
び
ゆ
く
文
化
の
ま
ち
を
つ
く
り
ま
す
。
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第１　総第１　総  論論

  総合計画策定の考え方総合計画策定の考え方

  ①①  策定の趣旨策定の趣旨

　本町は、昭和５６年に第１期佐呂間町総合計画を策定以降、第２期・第３期といずれも計　本町は、昭和５６年に第１期佐呂間町総合計画を策定以降、第２期・第３期といずれも計

画期間を画期間を1010年とする長期総合計画を順次策定し、これに沿ってさまざまな施策や事業を展年とする長期総合計画を順次策定し、これに沿ってさまざまな施策や事業を展

開しながら、町民福祉の向上とまちの発展をめざしてきました。開しながら、町民福祉の向上とまちの発展をめざしてきました。

　　第１期　「自然の豊かさと調和した産業と文化の郷」　（　　第１期　「自然の豊かさと調和した産業と文化の郷」　（19811981－－19901990））

　　第２期　「大地に根ざした自然と英知を育むまち」　　（　　第２期　「大地に根ざした自然と英知を育むまち」　　（19911991－－20002000））

　　第３期　「未来をつむぐ時代（あすをつむぐとき）」　（　　第３期　「未来をつむぐ時代（あすをつむぐとき）」　（20012001－－20102010））

　しかしながら、近年の本町を取り巻く社会情勢は、少子・高齢、地球規模の環境問題、国　しかしながら、近年の本町を取り巻く社会情勢は、少子・高齢、地球規模の環境問題、国

と北海道財政の危機的状況、高度情報化の進展などを要因として、大きく変化してきましと北海道財政の危機的状況、高度情報化の進展などを要因として、大きく変化してきまし

た。また、最近の国際社会情勢の影響により、国内では、不況により雇用環境が悪化し、私た。また、最近の国際社会情勢の影響により、国内では、不況により雇用環境が悪化し、私

たちの生活にさまざまな影響を及ぼしています。たちの生活にさまざまな影響を及ぼしています。

　行財政改革を推進するため実施された「平成の大合併」が全国で進み、本町も近隣市町村　行財政改革を推進するため実施された「平成の大合併」が全国で進み、本町も近隣市町村

とともに、合併を前提とした協議を重ねましたが、結果として自主自立の道を歩むこととなとともに、合併を前提とした協議を重ねましたが、結果として自主自立の道を歩むこととな

りました。りました。

　こうしたなか、町民一人ひとりの豊かな生活の実現と佐呂間町のさらなる発展のため、長　こうしたなか、町民一人ひとりの豊かな生活の実現と佐呂間町のさらなる発展のため、長

期的展望に立った「まちづくり」の基本的方向性を示す第４期佐呂間町総合計画を策定しま期的展望に立った「まちづくり」の基本的方向性を示す第４期佐呂間町総合計画を策定しま

す。す。

  ②②  計画の性格計画の性格

　総合計画は、住民福祉の向上を基本理念とし、住民参加の姿勢を重視しつつ、佐呂間町の　総合計画は、住民福祉の向上を基本理念とし、住民参加の姿勢を重視しつつ、佐呂間町の

長期的な発展の方向と将来の目標、そしてその目標を達成するために必要な主な施策と事業長期的な発展の方向と将来の目標、そしてその目標を達成するために必要な主な施策と事業

を示すものです。を示すものです。

　この計画は、今後の町政の基本的指針であるとともに、新しいまちづくりのための基本的　この計画は、今後の町政の基本的指針であるとともに、新しいまちづくりのための基本的

なガイドラインとしての役割を持つものです。町民、行政、関係機関など多様な主体の協働なガイドラインとしての役割を持つものです。町民、行政、関係機関など多様な主体の協働

により、この計画を着実に推進していくことが必要です。により、この計画を着実に推進していくことが必要です。

　　　　　※福祉分野においては　　　　　※福祉分野においては 社会福祉法第社会福祉法第107107条に規定する地域福祉の条に規定する地域福祉の

　　　　　　推進に取り組むための総括的な計画として定めるものです。　　　　　　推進に取り組むための総括的な計画として定めるものです。
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  ③③  計画の構成と期間計画の構成と期間

　総合計画は、「基本構想」、「基本計画」及び「実施計画」の三段構成とします。　総合計画は、「基本構想」、「基本計画」及び「実施計画」の三段構成とします。

　「基本構想」は、平成　「基本構想」は、平成2323年度から平成年度から平成3232年度までの年度までの1010年間を計画期間とし、本町の年間を計画期間とし、本町の

「まちづくり」における長期的な発展の方向と将来目標を設定するとともに、この目標を達「まちづくり」における長期的な発展の方向と将来目標を設定するとともに、この目標を達

成するため施策の大綱を示します。成するため施策の大綱を示します。

　「基本計画」は、基本構想の中で定めた将来目標の達成に向け項目ごとに現状と課題を把　「基本計画」は、基本構想の中で定めた将来目標の達成に向け項目ごとに現状と課題を把

握し、その課題解決のため主な施策を示します。握し、その課題解決のため主な施策を示します。

　「実施計画」は、基本計画の中で定めた施策をどのように実施していくかを示すもので、　「実施計画」は、基本計画の中で定めた施策をどのように実施していくかを示すもので、

計画期間を前期・後期５ヶ年に分け策定します。計画期間を前期・後期５ヶ年に分け策定します。

　なお、計画期間中に経済社会情勢が大きく変化した場合には、中間点検などを行い、必要　なお、計画期間中に経済社会情勢が大きく変化した場合には、中間点検などを行い、必要

に応じて計画の見直しを行います。に応じて計画の見直しを行います。

  ④④  計画の推進と資金の確保計画の推進と資金の確保

　計画の推進にあたっては、多くの住民の意向を反映するよう努めるとともに、情勢の変化　計画の推進にあたっては、多くの住民の意向を反映するよう努めるとともに、情勢の変化

に弾力的に対応し、効率的・効果的に取り組む必要があります。に弾力的に対応し、効率的・効果的に取り組む必要があります。

　また、厳しい町財政の中にあたって、この計画を円滑に推進し実現していくため、国の地　また、厳しい町財政の中にあたって、この計画を円滑に推進し実現していくため、国の地

方財政対策などの動きを踏まえつつ、特色を活かした「まちづくり」を推進し、町財政の効方財政対策などの動きを踏まえつつ、特色を活かした「まちづくり」を推進し、町財政の効

率的な運営や計画的な資金の確保に努めます。率的な運営や計画的な資金の確保に努めます。

平成平成2323年度年度

(2011(2011年度年度))

平成平成2727年度年度

(2015(2015年度年度))

平成平成2828年度年度

(2016(2016年度年度))

平成平成3232年度年度

(2020(2020年度年度))

基本構想（１０年間）基本構想（１０年間）

基本計画（１０年間）基本計画（１０年間）

前期実施計画（５年間）前期実施計画（５年間） 後期実施計画（５年間後期実施計画（５年間））
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※１※１自助：自分の責任で自分自身が行うこと。自助：自分の責任で自分自身が行うこと。

※２※２共助：自分だけでは解決や行うことが困難なことについて、周囲や地域が協力して行うこと。共助：自分だけでは解決や行うことが困難なことについて、周囲や地域が協力して行うこと。

※３※３公助：個人や周囲、地域あるいは民間の力で解決できないことについて、公的（公的機関）が行うこと。公助：個人や周囲、地域あるいは民間の力で解決できないことについて、公的（公的機関）が行うこと。

○少子高齢○少子高齢

　出生率の低下や平均寿命の伸長に伴い少子　出生率の低下や平均寿命の伸長に伴い少子

高齢が進んでいます。高齢が進んでいます。

　このような傾向は、今後も続くものと考え　このような傾向は、今後も続くものと考え

られ、労働力人口の減少や経済成長率の低下られ、労働力人口の減少や経済成長率の低下

など、社会のさまざまな面への影響が懸念さなど、社会のさまざまな面への影響が懸念さ

れます。れます。

○地球規模の環境問題○地球規模の環境問題

　温室効果ガスの影響により環境への負荷が　温室効果ガスの影響により環境への負荷が

増大し、地球規模での環境問題が生じていま増大し、地球規模での環境問題が生じていま

す。す。

　そのため自然環境への関心を高め、自然と　そのため自然環境への関心を高め、自然と

のふれあいや環境にやさしい地域づくりを進のふれあいや環境にやさしい地域づくりを進

めていく必要があります。めていく必要があります。

○国と北海道の危機的な財政状況○国と北海道の危機的な財政状況

　我が国の財政状況は、バブル経済崩壊後の　我が国の財政状況は、バブル経済崩壊後の

景気回復策による大量の国債発行により、危景気回復策による大量の国債発行により、危

機的な状況に陥っています。機的な状況に陥っています。

　また、北海道をはじめ地方自治体において　また、北海道をはじめ地方自治体において

も、国の三位一体改革による地方交付税の大も、国の三位一体改革による地方交付税の大

幅な縮減により、財政が硬直化している状況幅な縮減により、財政が硬直化している状況

にあります。にあります。

  総論的事項総論的事項

  ①①  地域づくりを取り巻く社会の変化地域づくりを取り巻く社会の変化

○高度情報化の進展○高度情報化の進展

　ＩＴ（情報通信技術）の進歩により、日常　ＩＴ（情報通信技術）の進歩により、日常

生活や産業活動の両面において情報化が定着生活や産業活動の両面において情報化が定着

し、時間や空間による制約を大幅に減少さし、時間や空間による制約を大幅に減少さ

せ、生活や産業の新たな可能性を広げていませ、生活や産業の新たな可能性を広げていま

す。す。

　しかし、条件不利地域においては情報化の　しかし、条件不利地域においては情報化の

進展が遅れており、新たな情報通信手段を用進展が遅れており、新たな情報通信手段を用

いた対応が必要となっています。いた対応が必要となっています。

○豊かさを実感できる社会○豊かさを実感できる社会

　人々の価値観の変化や余暇時間の増加によ　人々の価値観の変化や余暇時間の増加によ

り、個性や多様性を重視する傾向にありまり、個性や多様性を重視する傾向にありま

す。自然や文化、人とのふれあいの中から、す。自然や文化、人とのふれあいの中から、

「心の豊かさ」を実感できる社会をめざす取「心の豊かさ」を実感できる社会をめざす取

り組みが必要です。り組みが必要です。

○地方分権と協働によるまちづくり○地方分権と協働によるまちづくり

　地方分権の推進により、市町村の果たす役　地方分権の推進により、市町村の果たす役

割がますます増大する中、新たな課題への対割がますます増大する中、新たな課題への対

応が求められています。応が求められています。

　このため、行政（地方自治体）は、住民に　このため、行政（地方自治体）は、住民に

身近な立場で、自らの責任と判断のもと具体身近な立場で、自らの責任と判断のもと具体

的な施策を実行することができる政策形成能的な施策を実行することができる政策形成能

力が求められています。力が求められています。

　また、住民と行政がまちづくりの目標を共　また、住民と行政がまちづくりの目標を共

有し、自助有し、自助※１※１・共助・共助※２※２・公助・公助※３※３のバランのバラン

スのとれた協働によるまちづくりを進める必スのとれた協働によるまちづくりを進める必

要があります。要があります。
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　　②②  国、北海道、その他計画との整合性国、北海道、その他計画との整合性

　この計画は、国や北海道などの計画との整合性を図りながら策定し、推進していきます。　この計画は、国や北海道などの計画との整合性を図りながら策定し、推進していきます。

　　③③  地域づくりの今後の課題地域づくりの今後の課題

　　本町の人口は、出生率の低下や若年層の町外流出により年々減少傾向にあります。今後本町の人口は、出生率の低下や若年層の町外流出により年々減少傾向にあります。今後

も就労の場の確保やＵターン事業などの受け入れ対策を図り、まちの活性化に結びつく施も就労の場の確保やＵターン事業などの受け入れ対策を図り、まちの活性化に結びつく施

策が必要です。策が必要です。

　また、地域における高齢者の就労の場・活躍の場の提供も不可欠で、高齢者が安心して　また、地域における高齢者の就労の場・活躍の場の提供も不可欠で、高齢者が安心して

くらすことのできる地域社会の構築と地域福祉、介護・保健・医療の連携による「安全安くらすことのできる地域社会の構築と地域福祉、介護・保健・医療の連携による「安全安

心な福祉のまちづくり」を推進する必要があります。心な福祉のまちづくり」を推進する必要があります。

　いじめや不登校などへの対応として、家庭・地域・学校との連携強化を図り、心の教育　いじめや不登校などへの対応として、家庭・地域・学校との連携強化を図り、心の教育

や学習支援の強化、相談体制の充実が重要です。や学習支援の強化、相談体制の充実が重要です。

　基幹産業である農林水産業は、国際競争の中で価格の低迷や生産コストの上昇などによ　基幹産業である農林水産業は、国際競争の中で価格の低迷や生産コストの上昇などによ

り、経営環境は一層厳しいものとなっています。このため、担い手の育成と安定した生産り、経営環境は一層厳しいものとなっています。このため、担い手の育成と安定した生産

供給体制、経営基盤の強化が重要です。また、周辺市町村における大型店舗、商業施設の供給体制、経営基盤の強化が重要です。また、周辺市町村における大型店舗、商業施設の

立地により、購買力の流出が著しく、商店街の活性化と商工業の経営安定化が望まれます。立地により、購買力の流出が著しく、商店街の活性化と商工業の経営安定化が望まれます。

　恵まれた自然を活かした体験型・滞在型観光や広域観光など、多様なニーズに対応した　恵まれた自然を活かした体験型・滞在型観光や広域観光など、多様なニーズに対応した

観光関連施設の充実が必要です。観光関連施設の充実が必要です。

　地方分権の推進により、市町村では従来にも増して自主的な行政運営への取り組みが求　地方分権の推進により、市町村では従来にも増して自主的な行政運営への取り組みが求

められるとともに、行財政改革との整合性を図るため、広域行政事務を視野に入れた対応められるとともに、行財政改革との整合性を図るため、広域行政事務を視野に入れた対応

が必要となります。が必要となります。
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第２　将来目標第２　将来目標

  ①①  佐呂間町発展の方向性佐呂間町発展の方向性

　　佐呂間町の歴史をたどれば、厳しい自然条件のもと、先人のたゆまぬ努力と創造力で農林佐呂間町の歴史をたどれば、厳しい自然条件のもと、先人のたゆまぬ努力と創造力で農林

水産業をはじめとする産業の発展をもたらし、安定した経済社会と独自の文化を育み、今日水産業をはじめとする産業の発展をもたらし、安定した経済社会と独自の文化を育み、今日

の基盤が築かれてきました。の基盤が築かれてきました。

　先人の開拓精神を受け継ぎ、これからの時代をさらに力強く生き抜く地域特性を活かした　先人の開拓精神を受け継ぎ、これからの時代をさらに力強く生き抜く地域特性を活かした

個性豊かなまちづくりを進めるため、新たな発想のもと住民が自ら考え、行動することが重個性豊かなまちづくりを進めるため、新たな発想のもと住民が自ら考え、行動することが重

要です。要です。

　地域を活性化していく主役は、ここに住むわたしたち町民です。自助・共助・公助による　地域を活性化していく主役は、ここに住むわたしたち町民です。自助・共助・公助による

協働と環境を重視した協働と環境を重視した  すべての人にやさしい「まちづくり」すべての人にやさしい「まちづくり」をめざします。をめざします。
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※　将来の人口推計を人口統計に多く用いられるコーホート要因法という推計方法を用いて計算し※　将来の人口推計を人口統計に多く用いられるコーホート要因法という推計方法を用いて計算し

ています。ています。

　　具体的には、平成　　具体的には、平成1616年度から平成年度から平成2020年度の５年間における各年齢区分の増減中、最大最小値年度の５年間における各年齢区分の増減中、最大最小値

を除いた３年間の平均に北海道保健統計年報の生存率を補正して計算しています。　　を除いた３年間の平均に北海道保健統計年報の生存率を補正して計算しています。　　

区　　分区　　分

基準年度基準年度

（平成２０年度）（平成２０年度）

目標年度目標年度

（平成３２年度）（平成３２年度）

総　数総　数 構成比構成比 総　数総　数 構成比構成比

人
　
　
口

０～１４歳０～１４歳

１５～６４歳１５～６４歳

６５歳以上６５歳以上

（うち７５歳以上）（うち７５歳以上）

総　　数総　　数

　　  　　７０２人　　　　１１．５％７０２人　　　　１１．５％    　　    　　５７７人　　　５７７人　      　　    １１．１％１１．１％

      ３，４６８人　　　　５７．０％３，４６８人　　　　５７．０％    　　    ２，６４２人　２，６４２人　                ５０．８％５０．８％

      １，９１８人　　　　３１．５％１，９１８人　　　　３１．５％              １，９８１人　１，９８１人　                  ３８．１％３８．１％

      １，０１７人　　　　１６．７％１，０１７人　　　　１６．７％              １，０４５人　１，０４５人　                  ２０．１％２０．１％

      ６，０８８人　　　１００．０％６，０８８人　　　１００．０％              ５，２００人５，２００人                  １００．０％１００．０％

  ②②  想定人口想定人口

　　本計画の最終年次である平成本計画の最終年次である平成3232年（年（20202020年）では、出生率の低下と社会的要因による年）では、出生率の低下と社会的要因による

減少により減少により5,2005,200人と想定します。人と想定します。

　また、　また、6565歳以上の高齢者は歳以上の高齢者は38.138.1％と高い割合を占める超高齢社会と予想されます。％と高い割合を占める超高齢社会と予想されます。
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第３　施策の大綱第３　施策の大綱

1 1 心豊かで快適なくらしを支えるまちをめざして心豊かで快適なくらしを支えるまちをめざして

●●  自助・共助・公助による協働のまちづくりをめざします自助・共助・公助による協働のまちづくりをめざします  　　　　　　　　

●●  国際交流や地域間交流を推進します国際交流や地域間交流を推進します

●●  情報網の充実をめざします情報網の充実をめざします

●●  行財政の健全化を推進します行財政の健全化を推進します

●●  安全・安心にくらせる地域社会をめざします安全・安心にくらせる地域社会をめざします  　　　　　　　　　　　　　　　　　　

●●  道路、交通網の充実をめざします　　　　　　　　　　　　　　道路、交通網の充実をめざします　　　　　　　　　　　　　　

　　

22    豊かな自然と人が共存する産業をめざして豊かな自然と人が共存する産業をめざして

●●  ゆとりと活力のある農林水産業をめざしますゆとりと活力のある農林水産業をめざします

●●  魅力と活気あふれる商工業をめざします魅力と活気あふれる商工業をめざします

●●  自然と調和した観光をめざします自然と調和した観光をめざします

●●  安心して働ける雇用環境の充実をめざします安心して働ける雇用環境の充実をめざします

33    ふれあいとやすらぎのある社会をめざしてふれあいとやすらぎのある社会をめざして

●●  絆を深め、やさしい福祉のまちづくりをめざします絆を深め、やさしい福祉のまちづくりをめざします

●●  生きがいをもち健やかにくらせるまちづくりをめざします生きがいをもち健やかにくらせるまちづくりをめざします

●●  地域ぐるみの子育て支援を推進します地域ぐるみの子育て支援を推進します

●●  福祉・介護・保健・医療が一体となった施策展開をめざします　福祉・介護・保健・医療が一体となった施策展開をめざします　

44    こころこころを育む魅力を育む魅力ある教育をめざしてある教育をめざして

●●  豊かな生涯学習社会の実現をめざします豊かな生涯学習社会の実現をめざします

●●  「生きる力」を育む学校教育の実現をめざします　　　　　　　「生きる力」を育む学校教育の実現をめざします　　　　　　　

●●  「サロマづくり」を担う人材の育成を推進します　　　　　　　「サロマづくり」を担う人材の育成を推進します　　　　　　　

●●  健全な心身を育む健康づくり・スポーツを推進します　健全な心身を育む健康づくり・スポーツを推進します　

●●  創造性を高める芸術文化活動を推進します創造性を高める芸術文化活動を推進します

『青
い
湖
と
緑
の
大
地
　
人
が
輝
く
未
来
の
サ
ロ
マ
』を
め
ざ
し
て
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施策の体系　・・・・・・・・・・・・・・・・１０～１８施策の体系　・・・・・・・・・・・・・・・・１０～１８

１　まちづくり　・・・・・・・・・・・・１９～４１１　まちづくり　・・・・・・・・・・・・１９～４１

２　産業振興　・・・・・・・・・・・・・・４２～５９２　産業振興　・・・・・・・・・・・・・・４２～５９

３　社会福祉　・・・・・・・・・・・・・・６０～７３３　社会福祉　・・・・・・・・・・・・・・６０～７３

４　教育文化　・・・・・・・・・・・・・・７４～８６４　教育文化　・・・・・・・・・・・・・・７４～８６

基 本 計 画基 本 計 画
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住 民 定 住 対 策住 民 定 住 対 策

町民憲章、町花、町民憲章、町花、

町木、町技町木、町技

住 民 参 加 の 行 政住 民 参 加 の 行 政

住 民 自 治 活 動住 民 自 治 活 動

町 民 参 加 の町 民 参 加 の

ま ち づ く りま ち づ く り

広 域 交 流広 域 交 流

地 域 間 交 流地 域 間 交 流

国 際 交 流国 際 交 流

姉 妹 都 市 交 流姉 妹 都 市 交 流

情 報 の 発 信情 報 の 発 信

情 報 網 の 充 実情 報 網 の 充 実

情報通信システム情報通信システム

行 政 体 制 の 改 革行 政 体 制 の 改 革

行 財 政 改 革行 財 政 改 革

『施策の体系』では、基本構想の「施策の大綱」を受け、目標実現『施策の体系』では、基本構想の「施策の大綱」を受け、目標実現
のために取り組む具体的な主要施策を体系化して示しています。のために取り組む具体的な主要施策を体系化して示しています。

町民憲章の普及啓発町民憲章の普及啓発

町花・町木・町技の見直し町花・町木・町技の見直し検討検討

審議会等委員の公募に関する基準の制定審議会等委員の公募に関する基準の制定

パブリックコメント制度の導入パブリックコメント制度の導入

住民参画機会の充実住民参画機会の充実

協働意識の啓発協働意識の啓発

まちづくり基本条例制定の検討まちづくり基本条例制定の検討

自治会への加入促進自治会への加入促進

自治会区域再編の見直し検討自治会区域再編の見直し検討

地域行事の振興地域行事の振興

地域担当員制度の充実地域担当員制度の充実

企業誘致の促進企業誘致の促進

新たな企業の創設支援新たな企業の創設支援

移住者の受入環境の充実移住者の受入環境の充実

定住の促進定住の促進

ふるさと会との交流の推進ふるさと会との交流の推進

友好都市との交流の推進友好都市との交流の推進

住民参加型交流の推進住民参加型交流の推進

国際理解への普及啓発国際理解への普及啓発

国際交流団体との連携強化国際交流団体との連携強化

国際親善交流機会の充実国際親善交流機会の充実

交流事業への積極的な参加の促進交流事業への積極的な参加の促進

交流委員会への活動支援交流委員会への活動支援

民間交流の推進民間交流の推進

情報公開の推進情報公開の推進

ブロードバンド環境の充実ブロードバンド環境の充実

新たな情報通信環境への対応新たな情報通信環境への対応

行政改革の推進行政改革の推進

定員適正化の推進定員適正化の推進

民間委託の推進民間委託の推進

人事評価制度の導入の検討人事評価制度の導入の検討

職員研修の充実職員研修の充実

行政システムの効率化行政システムの効率化

施策の体系施策の体系

ま
ち
づ
く
り
～
心
豊
か
で
快
適
な
く
ら
し
を
支
え
る
ま
ち
を
め
ざ
し
て
～
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健 全 財 政健 全 財 政

土 地 利 用土 地 利 用

使用料等の適正化使用料等の適正化

財政検討委員会の設置検討財政検討委員会の設置検討

事業評価手法の改善事業評価手法の改善

公共施設の公共施設の維持管理の充実維持管理の充実

公共施設の計画的な建替えの検討公共施設の計画的な建替えの検討

税収の確保税収の確保

徴収体制の整備徴収体制の整備

土地の総合調整の推進土地の総合調整の推進

適切な開発行為の推進適切な開発行為の推進

民間住宅建設の促進民間住宅建設の促進

分譲住宅用地の確保分譲住宅用地の確保

公共住宅の計画的な建替えと維持管理の推進公共住宅の計画的な建替えと維持管理の推進

居住環境の整備充実居住環境の整備充実

公園施設の維持管理の推進公園施設の維持管理の推進

公園の再編整備の検討公園の再編整備の検討

不法投棄監視体制の強化不法投棄監視体制の強化

墓地区画の整備墓地区画の整備

防疫意識の啓発防疫意識の啓発

良質な水の安定確保良質な水の安定確保

施設整備と維持管理施設整備と維持管理

節水意識の啓発節水意識の啓発

水道料金体系の適正化水道料金体系の適正化

給水区域の整備・拡充給水区域の整備・拡充

下水道施設の適正な施設改修と維持管理下水道施設の適正な施設改修と維持管理

下水道普及率の向上下水道普及率の向上

合併処理浄化槽の普及促進合併処理浄化槽の普及促進

し尿の広域処理施設の整備と維持管理し尿の広域処理施設の整備と維持管理

ごみ減量化の推進ごみ減量化の推進

広域処理の推進広域処理の推進

最終処分場施設の整備最終処分場施設の整備

資源再利用意識の啓発資源再利用意識の啓発

温室効果ガス排出削減の推進温室効果ガス排出削減の推進

自然エネルギー活用の推進自然エネルギー活用の推進

省エネルギー意識の啓発省エネルギー意識の啓発

生 活 環 境生 活 環 境

住 宅 と 土 地住 宅 と 土 地

公 園 と 緑 地公 園 と 緑 地

公 衆 衛 生公 衆 衛 生

水 道水 道

下水道・し尿処理下水道・し尿処理

ごみ処理・リサイクルごみ処理・リサイクル

エ ネ ル ギ ー 対 策エ ネ ル ギ ー 対 策

（地球環境保全）（地球環境保全）



基
本
構
想

施
策
の
体
系

ま
ち
づ
く
り

産
業
振
興

社
会
福
祉

教
育
文
化

資
料
編

1212 4th SAROMA MASTER PLAN4th SAROMA MASTER PLAN

交通安全意識の啓発交通安全意識の啓発

交通安全施設の整備交通安全施設の整備

関係機関との連携強化関係機関との連携強化

防犯意識の啓発防犯意識の啓発

関係機関との連携強化関係機関との連携強化

地域一体となった安全・安心体制の充実強化地域一体となった安全・安心体制の充実強化

防犯活動の推進防犯活動の推進

犯罪被害者等に対する相談支援犯罪被害者等に対する相談支援

消防団員の確保消防団員の確保

防火査察や立入検査体制の充実防火査察や立入検査体制の充実

通信施設の整備充実通信施設の整備充実

消防車輌及び資機材と施設の整備充実消防車輌及び資機材と施設の整備充実

救急体制及び救急資機材の整備充実救急体制及び救急資機材の整備充実

応急処置の意識啓発応急処置の意識啓発

医療機関との連携強化医療機関との連携強化

防災体制の確立防災体制の確立

防災意識の啓発防災意識の啓発

防災訓練の実施防災訓練の実施

避難所の整備充実避難所の整備充実

災害資機材の整備充実災害資機材の整備充実

防災無線等の整備検討防災無線等の整備検討

佐呂間別川の早期整備促進佐呂間別川の早期整備促進

自然環境に配慮した普通河川維持管理自然環境に配慮した普通河川維持管理

サロマ湖周辺の環境保全と湖岸保全の推進サロマ湖周辺の環境保全と湖岸保全の推進

相談・指導体制の充実相談・指導体制の充実

国道、道道の整備促進国道、道道の整備促進

地域高規格幹線道路早期整備の促進地域高規格幹線道路早期整備の促進

町道の計画的な整備と維持補修町道の計画的な整備と維持補修

除排雪体制の充実除排雪体制の充実

町内交通ネットワーク体制の充実町内交通ネットワーク体制の充実

町外医療バス体制の充実町外医療バス体制の充実

交 通 安 全交 通 安 全

防 犯防 犯

消 防 ・ 救 急 活 動消 防 ・ 救 急 活 動

防 災防 災

河川保護・湖岸保全河川保護・湖岸保全

　　

公 害公 害

道 路道 路

交 通 網 の 整 備交 通 網 の 整 備

安 全 な 生 活安 全 な 生 活

交 通交 通
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農 地 の 有 効 利 用農 地 の 有 効 利 用

生 産 基 盤 整 備生 産 基 盤 整 備

農 業 経 営 の 確 立農 業 経 営 の 確 立

農 業農 業

担 い 手 対 策担 い 手 対 策

農畜産物の研究開発農畜産物の研究開発

農 村 環 境農 村 環 境

農地流動化と効率的な農地集積の促進農地流動化と効率的な農地集積の促進

情報共有化の推進情報共有化の推進

交換耕作等の推進交換耕作等の推進

土地改良事業の推進土地改良事業の推進

畑作・畜産農家の連携の促進畑作・畜産農家の連携の促進

たい肥施設の有効利用の促進たい肥施設の有効利用の促進

土づくりの促進土づくりの促進

粗飼料基盤の整備充実粗飼料基盤の整備充実

公共牧野利用の促進公共牧野利用の促進

循環型農業の推進循環型農業の推進

農畜産物の生産・販売体制の充実農畜産物の生産・販売体制の充実

地域ブランドの推進地域ブランドの推進

経営指導の強化経営指導の強化

共同受委託事業の充実共同受委託事業の充実

生産施設の改善整備の促進生産施設の改善整備の促進

経営規模拡大の促進経営規模拡大の促進

融資制度の充実融資制度の充実

家畜防疫体制の強化家畜防疫体制の強化

中小規模の経営改善対策の促進中小規模の経営改善対策の促進

牛個体管理の強化牛個体管理の強化

乳質向上・改善対策の充実乳質向上・改善対策の充実

肉用牛生産体制の充実肉用牛生産体制の充実

担い手育成対策の推進担い手育成対策の推進

新規就農者の受入れ体制の充実新規就農者の受入れ体制の充実

花嫁対策の充実花嫁対策の充実

特産物の製品開発と販売の促進特産物の製品開発と販売の促進

農業技術の普及、指導体制の充実農業技術の普及、指導体制の充実

農村環境美化の推進農村環境美化の推進

クリーンな生産環境づくりの促進クリーンな生産環境づくりの促進

産
業
振
興
～
豊
か
な
自
然
と
人
が
共
存
す
る
産
業
を
め
ざ
し
て
～
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水 産 業水 産 業

商 工 業商 工 業

林 業 の 振 興林 業 の 振 興

計画的な造林事業の促進計画的な造林事業の促進

林業経営効率化の促進林業経営効率化の促進

低コスト作業体制の普及と定着低コスト作業体制の普及と定着

林業事業体経営安定化の促進林業事業体経営安定化の促進

林業従事者の確保林業従事者の確保

森林の持つ公益的機能の啓もう森林の持つ公益的機能の啓もう

町有林の適正管理町有林の適正管理

間伐素材の有効利用間伐素材の有効利用

木質資源の有効利用と新たな加工技術の導入木質資源の有効利用と新たな加工技術の導入

他産業との連携による利用促進他産業との連携による利用促進

広域連携による経営安定化の促進広域連携による経営安定化の促進

生物多様性保全に配慮した有害鳥獣駆除の実施生物多様性保全に配慮した有害鳥獣駆除の実施

ハンター育成の促進ハンター育成の促進

森林生態系に配慮した森林づくりの推進森林生態系に配慮した森林づくりの推進

水源かん養林の保全水源かん養林の保全

衛生管理の強化と安定的な生産・販売体制の確立衛生管理の強化と安定的な生産・販売体制の確立

経営安定化対策の推進経営安定化対策の推進

特産物の研究開発の促進特産物の研究開発の促進

担い手育成対策の推進担い手育成対策の推進

海難事故防止と救難体制の強化海難事故防止と救難体制の強化

増養殖技術の確立増養殖技術の確立

漁業資源の研究開発と関連施設の整備促進漁業資源の研究開発と関連施設の整備促進

漁港・漁場整備の拡充漁港・漁場整備の拡充

漁業関連施設の整備充実漁業関連施設の整備充実

サロマ湖環境保全の推進サロマ湖環境保全の推進

水産廃棄物の適正処理水産廃棄物の適正処理

消費者サービスの向上消費者サービスの向上

商店街活性化対策の推進商店街活性化対策の推進

商店街の環境整備商店街の環境整備

地場企業の育成強化地場企業の育成強化

農・商・工、企業関連携事業の推進農・商・工、企業関連携事業の推進

振興資金貸付制度の充実振興資金貸付制度の充実

地域資源活性化事業の推進地域資源活性化事業の推進

企業振興対策の充実企業振興対策の充実

経営指導体制の強化経営指導体制の強化

担い手育成対策の推進担い手育成対策の推進

林 業林 業
林 産 業 の 振 興林 産 業 の 振 興

有 害 鳥 獣 駆 除有 害 鳥 獣 駆 除

森 林 保 全森 林 保 全

漁 業 経 営 の 確 立漁 業 経 営 の 確 立

生 産 基 盤 整 備生 産 基 盤 整 備

環 境 保 全環 境 保 全

商 店 街 の 活 性 化商 店 街 の 活 性 化

中 小 企 業 の 振 興中 小 企 業 の 振 興
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体験・滞在型観光の推進体験・滞在型観光の推進

サロマ湖周辺と広域観光の推進サロマ湖周辺と広域観光の推進

観光資源の保護と有効活用観光資源の保護と有効活用

観光ＰＲと物産振興の充実観光ＰＲと物産振興の充実

観光物産協会の体制充実観光物産協会の体制充実

観光関連施設の維持・整備観光関連施設の維持・整備

自然保護地域の保全自然保護地域の保全

自然公園施設の再整備自然公園施設の再整備

自然保護意識の啓もう自然保護意識の啓もう

雇用の場の創出雇用の場の創出

既存企業の活性化対策の促進既存企業の活性化対策の促進

雇用対策の促進雇用対策の促進

観 光 の 振 興観 光 の 振 興

環 境 整 備環 境 整 備

自 然 保 護自 然 保 護

雇 用 環 境雇 用 環 境

観 光観 光

雇 用 環 境雇 用 環 境
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地 域 福 祉 活 動地 域 福 祉 活 動
長期的視野に立った社会福祉事業の推進長期的視野に立った社会福祉事業の推進

安全安心な福祉のまちづくりの推進安全安心な福祉のまちづくりの推進

要援護世帯の把握と援護の実施要援護世帯の把握と援護の実施

国保会計の健全化と税負担の公平化国保会計の健全化と税負担の公平化

福祉医療制度の充実福祉医療制度の充実

介護予防サービスの充実介護予防サービスの充実

介護保険会計の健全化介護保険会計の健全化

介護給付適正化の推進介護給付適正化の推進

地域生活支援体制の推進地域生活支援体制の推進

認知症高齢者の支援対策の充実認知症高齢者の支援対策の充実

積極的な社会参加の促進と支援積極的な社会参加の促進と支援

高齢者の居住環境の整備充実高齢者の居住環境の整備充実

高齢者福祉施設の適切な管理運営高齢者福祉施設の適切な管理運営

高齢者の実態把握及び対応の充実高齢者の実態把握及び対応の充実

特別養護老人ホームの施設整備と民営化の推進特別養護老人ホームの施設整備と民営化の推進

自立した社会生活を営むための体制づくりの推進自立した社会生活を営むための体制づくりの推進

障がい児の早期発見と療育の充実障がい児の早期発見と療育の充実

子育て支援環境の整備充実子育て支援環境の整備充実

子育て支援センターの事業充実子育て支援センターの事業充実

放課後児童クラブの充実放課後児童クラブの充実

保育体制の充実強化保育体制の充実強化

保護者及び小学校との連携強化保護者及び小学校との連携強化

相談支援体制の充実相談支援体制の充実

困っている子どもや世帯の支援困っている子どもや世帯の支援

健康教育事業の充実健康教育事業の充実

生活習慣病予防事業強化生活習慣病予防事業強化

地域の協力体制づくり地域の協力体制づくり

家庭訪問事業の充実家庭訪問事業の充実

医療関係施設、機器等の整備充実医療関係施設、機器等の整備充実

広域医療体制の充実広域医療体制の充実

地 域 福 祉地 域 福 祉

低 所 得 者 福 祉低 所 得 者 福 祉

社 会 保 障社 会 保 障

（医療保険関係）（医療保険関係）

社 会 保 障社 会 保 障

（介護保険関係）（介護保険関係）

在 宅 支 援在 宅 支 援

生 き が い 対 策生 き が い 対 策

高 齢 者 福 祉 施 設高 齢 者 福 祉 施 設

介 護 体 制介 護 体 制

障 が い 者 福 祉障 が い 者 福 祉

障 が い 児 支 援障 が い 児 支 援

子 育 て 支 援子 育 て 支 援

児 童 福 祉 施 設児 童 福 祉 施 設

（ 保 育 所 ）（ 保 育 所 ）

ひとり親家庭支援ひとり親家庭支援

要 保 護 児 童 対 策要 保 護 児 童 対 策

健 康 づ く り健 康 づ く り

医 療 体 制医 療 体 制

保 健 医 療保 健 医 療

児 童 福 祉児 童 福 祉

障 が い 者 福 祉障 が い 者 福 祉

高 齢 者 福 祉高 齢 者 福 祉

社
会
福
祉
～
ふ
れ
あ
い
と
や
す
ら
ぎ
の
あ
る
社
会
を
め
ざ
し
て
～
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生 涯 学 習生 涯 学 習

啓発活動の推進啓発活動の推進

情報収集・提供機能の充実情報収集・提供機能の充実

学習環境の整備学習環境の整備

ゆとりある教育環境の整備ゆとりある教育環境の整備

心の教育の充実心の教育の充実

学校・家庭・地域が一体となった教育の推進学校・家庭・地域が一体となった教育の推進

悩み相談体制の充実強化悩み相談体制の充実強化

小中高の連携強化小中高の連携強化

学校施設の整備充実学校施設の整備充実

通学体制の充実通学体制の充実

国際理解教育の推進国際理解教育の推進

高校存続の対策強化高校存続の対策強化

魅力ある学校づくりへの協力魅力ある学校づくりへの協力

中学校との連携強化中学校との連携強化

国際交流の推進国際交流の推進

安全安心な給食の提供安全安心な給食の提供

地元食材の活用地元食材の活用

食育の推進食育の推進

子育ての環境整備と事業の充実子育ての環境整備と事業の充実

子育て期の学習機会の充実子育て期の学習機会の充実

家庭教育推進体制の充実家庭教育推進体制の充実

食育の推進食育の推進

地域、関係機関との連携強化地域、関係機関との連携強化

家庭教育推進体制の充実家庭教育推進体制の充実

団体の育成支援団体の育成支援

教育関係機関の連携教育関係機関の連携

心の教育の充実心の教育の充実

世代間交流の促進世代間交流の促進

学校との協働学校との協働

ふるさと教育事業の充実ふるさと教育事業の充実

食育の推進食育の推進

啓発活動及び情報提供の充実啓発活動及び情報提供の充実

学習環境、事業の充実学習環境、事業の充実

女性団体との連携女性団体との連携

青年の社会参加の促進青年の社会参加の促進

地域人材の活用地域人材の活用

世代間交流の促進世代間交流の促進

社会参加の促進社会参加の促進

小 中 学 校小 中 学 校

高 等 学 校高 等 学 校

給 食給 食

子 育 て子 育 て

育 ち育 ち

学 び学 び

生 き が い づ く り生 き が い づ く り

学 校学 校

生 涯 学 習生 涯 学 習

人 づ く り人 づ く り

教
育
文
化
～
こ
こ
ろ
を
育
む
魅
力
あ
る
教
育
を
め
ざ
し
て
～
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健康づくり・スポーツ健康づくり・スポーツ

町民皆スポーツの推進町民皆スポーツの推進

指導者の育成支援指導者の育成支援

健康づくり推進体制の充実健康づくり推進体制の充実

施設の整備充実施設の整備充実

管理運営体制の充実管理運営体制の充実

学習ボランティアの育成、活用学習ボランティアの育成、活用

読書活動の推進と学校図書との連携読書活動の推進と学校図書との連携

図書資料の充実図書資料の充実

情報収集・提供機能の充実情報収集・提供機能の充実

学習支援制度の充実学習支援制度の充実

情報収集・提供機能の充実情報収集・提供機能の充実

団体、小グループの活動支援団体、小グループの活動支援

芸術文化活動の支援芸術文化活動の支援

情報収集・提供機能の充実情報収集・提供機能の充実

文化財の保護と郷土資料の整理文化財の保護と郷土資料の整理

開拓資料館の利用促進開拓資料館の利用促進

施 設施 設

情 報 ・ 制 度情 報 ・ 制 度

団 体 支 援団 体 支 援

芸 術 ・ 文 化芸 術 ・ 文 化

文 化 財文 化 財

学 習 支 援学 習 支 援

文 化文 化
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（施策の展開方針）（施策の展開方針）

町民憲章を基本理念に、明るく健やかにくらせる「住みよいまち」の実現に向け、町町民憲章を基本理念に、明るく健やかにくらせる「住みよいまち」の実現に向け、町

民一人ひとりの積極的なまちづくりへの参加を促し、町民と行政による「自助・共助・民一人ひとりの積極的なまちづくりへの参加を促し、町民と行政による「自助・共助・

公助」のまちづくりをめざします。公助」のまちづくりをめざします。

郷土への愛着や町民の連帯意識を高めるコミュニティ活動への積極的な参加を促し、郷土への愛着や町民の連帯意識を高めるコミュニティ活動への積極的な参加を促し、

地域と行政との連携を展開します。地域と行政との連携を展開します。

人口減少が進むなか、本町の優れた自然環境を活かしたさまざまな定住対策を進め、人口減少が進むなか、本町の優れた自然環境を活かしたさまざまな定住対策を進め、

誰もが「住んでみたい・住み続けたい」と思えるまちづくりをめざします。誰もが「住んでみたい・住み続けたい」と思えるまちづくりをめざします。

○町民憲章の普及啓発に努める必要があります。○町民憲章の普及啓発に努める必要があります。

○町花、町木、町技について、見直しを検討する必要があります。○町花、町木、町技について、見直しを検討する必要があります。

町民参加のまちづくり町民参加のまちづくり１－１１－１

【【町民憲章、町花、町木、町技町民憲章、町花、町木、町技】】１－１－１１－１－１

○昭和５０年に町民憲章が制定されておりますが、周知不足により住民に浸透してい○昭和５０年に町民憲章が制定されておりますが、周知不足により住民に浸透してい

ない状況にあります。ない状況にあります。

○各種式典などにおいて、町民憲章朗読が行われています。○各種式典などにおいて、町民憲章朗読が行われています。

○昭和５９年に町花、町木、町技が制定されています。○昭和５９年に町花、町木、町技が制定されています。

課　　　題課　　　題

現　　　状現　　　状

～心豊かで快適なくらしを支えるまちをめざして～～心豊かで快適なくらしを支えるまちをめざして～

まちづくりまちづくり１１

○自助・共助・公助による協働のまちづくりをめざします○自助・共助・公助による協働のまちづくりをめざします

○国際交流や地域間交流を推進します○国際交流や地域間交流を推進します

○情報網の充実をめざします○情報網の充実をめざします

○行財政の健全化を推進します○行財政の健全化を推進します

○安全・安心にくらせる地域社会をめざします○安全・安心にくらせる地域社会をめざします

○道路、交通網の充実をめざします○道路、交通網の充実をめざします

基 

本 

目 

標
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○審議会等委員の公募に関する基準の制定○審議会等委員の公募に関する基準の制定

○パブリックコメント○パブリックコメント※１※１制度の導入制度の導入

○住民参画機会の充実○住民参画機会の充実

○協働意識の啓発○協働意識の啓発

○まちづくり基本条例制定○まちづくり基本条例制定※２※２の検討の検討

1-1-11-1-1　町民憲章　町民憲章

○各種委員会、審議会の公募制を進めるため、統一した考え方や基準を整理する必要○各種委員会、審議会の公募制を進めるため、統一した考え方や基準を整理する必要

があります。があります。

○重要な政策の立案、決定にあたっては、住民が意見を述べる機会を設ける必要があ○重要な政策の立案、決定にあたっては、住民が意見を述べる機会を設ける必要があ

ります。ります。

○住民自らまちづくりについて考え、行動できるよう住民参加の機会を提供する必要○住民自らまちづくりについて考え、行動できるよう住民参加の機会を提供する必要

　があります。　があります。

【住民参加の行政】【住民参加の行政】１－１－１－１－ 22

現　　　状現　　　状

課　　　題課　　　題

主主  要要  施施  策策

○審議会等における委員は、一般公募を取り入れていますが、応募者が少ない状況に○審議会等における委員は、一般公募を取り入れていますが、応募者が少ない状況に

あります。あります。

○行政課題や住民ニーズが高度化、多様化している状況にあります。○行政課題や住民ニーズが高度化、多様化している状況にあります。

○町民憲章の普及啓発○町民憲章の普及啓発

○町花、町木、町技の見直し検討○町花、町木、町技の見直し検討

主主  要要  施施  策策

※１※１パブリックコメント：行政が政策、制度等を決定する際に、住民の意見を聞いて、それを考慮しながら最終決定を行うパブリックコメント：行政が政策、制度等を決定する際に、住民の意見を聞いて、それを考慮しながら最終決定を行う

仕組み。仕組み。

※２※２まちづくり基本条例制定まちづくり基本条例制定 ：： 自治基本条例の別称。自治基本条例の別称。 住民自治に基づく自治体運営の基本原則を定めた条例。住民自治に基づく自治体運営の基本原則を定めた条例。
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主主  要要  施施  策策

○自治会加入世帯数の地域格差が広がっているため、区域再編に対する検討が必要と○自治会加入世帯数の地域格差が広がっているため、区域再編に対する検討が必要と

なっています。なっています。

○自治会の加入と活動の活性化を促進する必要があります。○自治会の加入と活動の活性化を促進する必要があります。

○郷土愛を育むため、地域の祭りや催し、伝統行事への積極的な参加を促進する必要○郷土愛を育むため、地域の祭りや催し、伝統行事への積極的な参加を促進する必要

があります。があります。

○単身世帯や核家族化が進み若年層の未加入者が増加し、加入率が低下傾向にありま○単身世帯や核家族化が進み若年層の未加入者が増加し、加入率が低下傾向にありま

す。す。

○各自治会により加入世帯数に格差が生じています。○各自治会により加入世帯数に格差が生じています。

○学校再編により地域の伝統行事や慣例的な活動が、停滞している地域があります。○学校再編により地域の伝統行事や慣例的な活動が、停滞している地域があります。

○高齢者世帯、独居老人世帯の増加により災害時における要援護者の把握など、町○高齢者世帯、独居老人世帯の増加により災害時における要援護者の把握など、町

（地域担当員制度（地域担当員制度※３※３）と情報の共有が図られています。）と情報の共有が図られています。

【住民自治活動】【住民自治活動】

現　　　状現　　　状

課　　　題課　　　題

１－１－３１－１－３

※３※３地域担当員制度地域担当員制度：：地域を単位としたさまざまなコミュニティ活動を行政と地域住民で構成される団体とが連携を図りな地域を単位としたさまざまなコミュニティ活動を行政と地域住民で構成される団体とが連携を図りな

がら　効果的に取り組むために地域に担当職員を配置する仕組みがら　効果的に取り組むために地域に担当職員を配置する仕組み

○自治会への加入促進○自治会への加入促進

○自治会区域再編の見直し検討○自治会区域再編の見直し検討

○地域行事の振興○地域行事の振興

○地域担当員制度の充実○地域担当員制度の充実

【住民定住対策】【住民定住対策】１－１－４１－１－４

現　　　状現　　　状

○産業基盤や定住環境の整備、企業の振興対策に努めてきましたが、人口の流出は依○産業基盤や定住環境の整備、企業の振興対策に努めてきましたが、人口の流出は依

然として止まない状況にあります。然として止まない状況にあります。

○移住希望者に対する情報提供を行っていま○移住希望者に対する情報提供を行っています。す。
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○企業誘致の促進○企業誘致の促進

○新たな企業の創設支援○新たな企業の創設支援

○移住者の受入環境の充実○移住者の受入環境の充実

○定住の促進○定住の促進

主主  要要  施施  策策

課　　　題課　　　題

○既存企業の育成強化や地場資源活用による新産業の創出や外部企業の誘致による定○既存企業の育成強化や地場資源活用による新産業の創出や外部企業の誘致による定

住の促進に努める必要があります。住の促進に努める必要があります。

○企業誘致にかかる優遇措置を検討する必要があります。○企業誘致にかかる優遇措置を検討する必要があります。

○住民の定住やＵ・Ｉ・Ｊターン○住民の定住やＵ・Ｉ・Ｊターン※１※１者の促進を図る必要があります。者の促進を図る必要があります。

○移住促進のための情報発信、受入体制の整備が求められています。○移住促進のための情報発信、受入体制の整備が求められています。

○安心して定住できる環境づくりが必要であります。○安心して定住できる環境づくりが必要であります。

※１※１ＵＵ ・・ ＩＩ ・・ ＪターンＪターン ：： 出身地に移住することをＵターン、出身地に移住することをＵターン、 出身地以外の地域に移住することをＩターン、出身地以外の地域に移住することをＩターン、 出身地の出身地の

　周辺地に移住することをＪターンと呼ぶ。　周辺地に移住することをＪターンと呼ぶ。
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○東京若栄会、東京サロマ会が参加する港区や江東区の区民まつりを通じ、物産販売○東京若栄会、東京サロマ会が参加する港区や江東区の区民まつりを通じ、物産販売

を中心とした交流が行われています。を中心とした交流が行われています。

○東京都港区・三田商店街振興組合と佐呂間町・佐呂間町商工会との交流に関する基○東京都港区・三田商店街振興組合と佐呂間町・佐呂間町商工会との交流に関する基

本協定を締結し、さらなる信頼関係が構築されています。本協定を締結し、さらなる信頼関係が構築されています。

○友好関係にある宮崎県都農町などの行政及び商工会関係者との交流が図られていま○友好関係にある宮崎県都農町などの行政及び商工会関係者との交流が図られていま

　す。　す。

○国際化の進展とともに、○国際化の進展とともに、私たちの日常において外国人や外国文化と接する機会が増私たちの日常において外国人や外国文化と接する機会が増

えている状況にあります。えている状況にあります。

○町内の国際交流団体である○町内の国際交流団体である 「ＳＩＣＥＡ」「ＳＩＣＥＡ」 では、では、 各国の外国人留学生の受け入れ各国の外国人留学生の受け入れ

【地域間交流】【地域間交流】１－２－１１－２－１

現　　　状現　　　状

○東京サロマ会や各ふるさと会との連携を深め、観光、物産、人的交流の促進に努め○東京サロマ会や各ふるさと会との連携を深め、観光、物産、人的交流の促進に努め

る必要があります。る必要があります。

○友好都市との交流内容の充実に努める必要があります。○友好都市との交流内容の充実に努める必要があります。

○住民参加型の交流を進める必要があります。○住民参加型の交流を進める必要があります。

課　　　題課　　　題

主主  要要  施施  策策【国際交流】【国際交流】１－２－２１－２－２

現　　　状現　　　状

広域交流広域交流１－２１－２

（施策の展開方針）（施策の展開方針）

国と国、都市と地方など、さまざまな交流・連携が重視されるなか、姉妹都市や友好都国と国、都市と地方など、さまざまな交流・連携が重視されるなか、姉妹都市や友好都

市などとの交流を進めるとともに、町民の交流気運を醸成しつつ、国内外に開かれたま市などとの交流を進めるとともに、町民の交流気運を醸成しつつ、国内外に開かれたま

ちづくりをめざします。ちづくりをめざします。

主主  要要  施施  策策

○ふるさと会との交流の推進○ふるさと会との交流の推進

○友好都市との交流の推進○友好都市との交流の推進

○住民参加型交流の推進○住民参加型交流の推進
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　や管内市町村の留学生との交流会等を行っています。　や管内市町村の留学生との交流会等を行っています。

○国際交流団体の交流に広がりが見えない状況にあります。○国際交流団体の交流に広がりが見えない状況にあります。

○昭和５５年に提携したアメリカ合衆国アラスカ州パーマ市との姉妹都市交流は、既○昭和５５年に提携したアメリカ合衆国アラスカ州パーマ市との姉妹都市交流は、既

に３０年経過しています。に３０年経過しています。

○５年毎に周年事業を開催しており、相互に訪問団を結成し、派遣、受け入れを行っ○５年毎に周年事業を開催しており、相互に訪問団を結成し、派遣、受け入れを行っ

ています。ています。

○毎年、中学生・高校生を中心として、相互に派遣、受け入れを行っています。○毎年、中学生・高校生を中心として、相互に派遣、受け入れを行っています。

○平成２０年１２月に「佐呂間町パーマ市姉妹都市交流委員会」が発足しています。○平成２０年１２月に「佐呂間町パーマ市姉妹都市交流委員会」が発足しています。

○国際社会への貢献や平和に対する町民理解の普及啓発を図る必要があります。○国際社会への貢献や平和に対する町民理解の普及啓発を図る必要があります。

○国際交流団体との連携を図り、国際化に対応したまちづくりを進める必要がありま○国際交流団体との連携を図り、国際化に対応したまちづくりを進める必要がありま

す。す。

○国際交流に対する相互理解を深めるため、各種親善交流機会の充実を図る必要があ○国際交流に対する相互理解を深めるため、各種親善交流機会の充実を図る必要があ

　ります。　ります。

課　　　題課　　　題

【姉妹都市交流】【姉妹都市交流】１－２－３１－２－３

現　　　状現　　　状

主主  要要  施施  策策

○国際理解への普及啓発○国際理解への普及啓発

○国際交流団体との連携強化○国際交流団体との連携強化

○国際親善交流機会の充実○国際親善交流機会の充実

○姉妹都市との末永い友好親善を図るため、人的交流の継続化に努める必要がありま○姉妹都市との末永い友好親善を図るため、人的交流の継続化に努める必要がありま

す。す。

○姉妹都市交流委員会の活動強化を図り民間レベルでの交流を推進する必要がありま○姉妹都市交流委員会の活動強化を図り民間レベルでの交流を推進する必要がありま

　す。　す。

課　　　題課　　　題

主主  要要  施施  策策

○交流事業への積極的な参加の促進○交流事業への積極的な参加の促進

○交流委員会への活動支援○交流委員会への活動支援

○民間交流の推進○民間交流の推進



基
本
構
想

施
策
の
体
系

ま
ち
づ
く
り

産
業
振
興

社
会
福
祉

教
育
文
化

資
料
編

4th SAROMA MASTER PLAN4th SAROMA MASTER PLAN 2525

（（施策の展開方針）施策の展開方針）

　町民一人ひとりの役割が重視されるなか、行政情報の積極的な発信と地域情報化の充　町民一人ひとりの役割が重視されるなか、行政情報の積極的な発信と地域情報化の充

実に努めます。実に努めます。

情報網の充実情報網の充実１－３１－３

【情報の発信】【情報の発信】１－３－１１－３－１

現　　　状現　　　状

○情報公開条例により、行政情報の公開に努めています。○情報公開条例により、行政情報の公開に努めています。

課　　　題課　　　題

主主  要要  施施  策策

○積極的な行政情報の発信に努める必要があります。○積極的な行政情報の発信に努める必要があります。

○情報公開の推進○情報公開の推進

【情報通信システム】【情報通信システム】１－３－２１－３－２

現　　　状現　　　状

課　　　題課　　　題

○情報通信技術の急速な普及は、私たちの日常生活や経済活動に大きな影響を与えてい○情報通信技術の急速な普及は、私たちの日常生活や経済活動に大きな影響を与えてい

ます。ます。

○条件不利地域でのブロードバンド○条件不利地域でのブロードバンド※１※１環境の整備が遅れ、地域格差が生じている状況環境の整備が遅れ、地域格差が生じている状況

にあります。にあります。

○テレビ難視聴地域である本町は、民放放送中継局建設や有線組合への支援等により、○テレビ難視聴地域である本町は、民放放送中継局建設や有線組合への支援等により、

　テレビ難視聴解消を図ってきました。　テレビ難視聴解消を図ってきました。

※１※１ブロードバンド：「広い帯域」の意味で、高速・大容量の電子データを送受信する情報通信サービスのこと。ブロードバンド：「広い帯域」の意味で、高速・大容量の電子データを送受信する情報通信サービスのこと。

※２※２地上デジタル：従来のテレビ放送のＵＨＦ帯とＶＨＦ帯を使ったアナログ放送を電波の有効利用やテレビ放送の高画質・地上デジタル：従来のテレビ放送のＵＨＦ帯とＶＨＦ帯を使ったアナログ放送を電波の有効利用やテレビ放送の高画質・

　高機能化を推進するための放送のデジタル化。　高機能化を推進するための放送のデジタル化。

○高度情報化に対応するため、条件不利地域におけるブロードバンド環境の整備に努め○高度情報化に対応するため、条件不利地域におけるブロードバンド環境の整備に努め

る必要があります。る必要があります。

○地上デジタル○地上デジタル※２※２テレビ放送の難視聴解消に努める必要があります。テレビ放送の難視聴解消に努める必要があります。
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1-2-31-2-3　姉妹都市交流　姉妹都市交流

主主  要要  施施  策策

○ブロードバンド環境の充実○ブロードバンド環境の充実

○新たな情報通信環境への対応○新たな情報通信環境への対応
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行財政改革行財政改革１－４１－４

○住民と協働による行政改革を進める必要があります。○住民と協働による行政改革を進める必要があります。

○組織機構の改革などにより、職員数の適正化を図る必要があります。○組織機構の改革などにより、職員数の適正化を図る必要があります。

○民間の経営感覚を活かした効率的で質の高い公共サービスの展開を図る必要があり○民間の経営感覚を活かした効率的で質の高い公共サービスの展開を図る必要があり

ます。ます。

○人事評価制度の導入を検討する必要があります。○人事評価制度の導入を検討する必要があります。

○職員の民間型経営感覚やコスト削減等、意識改革が求められています。○職員の民間型経営感覚やコスト削減等、意識改革が求められています。

○政策形成能力を身につけ、住民ニーズに柔軟に対応できる職員の育成に努める必要○政策形成能力を身につけ、住民ニーズに柔軟に対応できる職員の育成に努める必要

があります。があります。

○行政システムの更新にかかる経費の圧縮を図る必要があります。○行政システムの更新にかかる経費の圧縮を図る必要があります。

【行政体制の改革】【行政体制の改革】１－４－１１－４－１

現　　　状現　　　状

○合併協議の破綻を受け、単独による自立の「まちづくり」を目指し、行政改革に取○合併協議の破綻を受け、単独による自立の「まちづくり」を目指し、行政改革に取

り組んでいます。り組んでいます。

○佐呂間町行政改革推進委員会から行政改革推進に関する答申を受けています。○佐呂間町行政改革推進委員会から行政改革推進に関する答申を受けています。

○佐呂間町行政改革推進本部を設置し、さらなる行政改革の推進に努めています。○佐呂間町行政改革推進本部を設置し、さらなる行政改革の推進に努めています。

○佐呂間町定員適正化計画を策定し、職員配置の適正化に努めています。○佐呂間町定員適正化計画を策定し、職員配置の適正化に努めています。

○佐呂間町役場人材育成基本方針に基づき、計画的に職員研修等を実施しています。○佐呂間町役場人材育成基本方針に基づき、計画的に職員研修等を実施しています。

課　　　題課　　　題

○行政改革の推進○行政改革の推進

○定員適正化の推進○定員適正化の推進

○民間委託の推進○民間委託の推進

○人事評価制度の導入の検討○人事評価制度の導入の検討

主主  要要  施施  策策

（施策の展開方針）（施策の展開方針）

町民ニーズの多様化により、行政サービスがますます高度化していることから、行財町民ニーズの多様化により、行政サービスがますます高度化していることから、行財

政改革を継続するとともに、効率的できめ細やかなサービスを提供し、町民に信頼され政改革を継続するとともに、効率的できめ細やかなサービスを提供し、町民に信頼され

る行政をめざします。る行政をめざします。

　納税意識の高揚と効率的な税収確保を図るほか、歳入に見合う中・長期的な財政計画　納税意識の高揚と効率的な税収確保を図るほか、歳入に見合う中・長期的な財政計画

を策定し、町財政の健全化に努めます。を策定し、町財政の健全化に努めます。
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○佐呂間町行政改革推進委員会において、各種使用料○佐呂間町行政改革推進委員会において、各種使用料･･手数料等の見直しと適正化につ手数料等の見直しと適正化につ

いての答申がまとめられました。いての答申がまとめられました。

○使用料調査専門委員の検討結果に基づいた各種使用料等の見直しを行っています。○使用料調査専門委員の検討結果に基づいた各種使用料等の見直しを行っています。

○事業評価を試行し、本格導入に向け、協議してきましたが、進展していない状況に○事業評価を試行し、本格導入に向け、協議してきましたが、進展していない状況に

あります。あります。

○公共施設における管理体制の合理化が進んでいます。○公共施設における管理体制の合理化が進んでいます。

○地域経済の低迷により町民の生活費負担が重くなり、町税等収納率が低下している○地域経済の低迷により町民の生活費負担が重くなり、町税等収納率が低下している

状況にあります。状況にあります。

○納期の変更など納税環境の整備を行い、納期毎の税負担額の軽減を図っています。○納期の変更など納税環境の整備を行い、納期毎の税負担額の軽減を図っています。

【健全財政】【健全財政】１－４－２１－４－２

現　　　状現　　　状

○各種使用料等の見直しに対する検証結果を踏まえ、今後の方向性を整理する必要が○各種使用料等の見直しに対する検証結果を踏まえ、今後の方向性を整理する必要が

あります。あります。

○歳入に見合う行政運営を行うため、今後とも歳出経費の抑制に努める必要がありま○歳入に見合う行政運営を行うため、今後とも歳出経費の抑制に努める必要がありま

す。す。

○事業評価の手法を見直しする必要があります。○事業評価の手法を見直しする必要があります。

○公共施設維持管理を充実させるための検討が必要です。○公共施設維持管理を充実させるための検討が必要です。

○公共施設の建替えについては、施設の集約化を検討する必要があります。○公共施設の建替えについては、施設の集約化を検討する必要があります。

○自主財源を確保するため、合理的な滞納処分を含め、収納率向上を図る必要があり○自主財源を確保するため、合理的な滞納処分を含め、収納率向上を図る必要があり

ます。ます。

○納税環境の整備のため、さまざまな納付方法等を検討する必要があります。○納税環境の整備のため、さまざまな納付方法等を検討する必要があります。

○効率的な徴収体制の整備が必要です。○効率的な徴収体制の整備が必要です。

課　　　題課　　　題

○行政システムの効率化○行政システムの効率化

主主  要要  施施  策策

○使用料等の適正化○使用料等の適正化

○財政検討委員会の設置検討○財政検討委員会の設置検討

○事業評価手法の改善○事業評価手法の改善

○公共施設の維持管理の充実○公共施設の維持管理の充実

○公共施設の計画的な建替えの検討○公共施設の計画的な建替えの検討

○税収の確保○税収の確保

○徴収体制の整備○徴収体制の整備
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○地域特性に応じた土地利用を図るため、総合的な調整を行う必要があります。○地域特性に応じた土地利用を図るため、総合的な調整を行う必要があります。

○無秩序な開発行為を防止し、市街地、農村地域、森林地域に整合する土地利用を進○無秩序な開発行為を防止し、市街地、農村地域、森林地域に整合する土地利用を進

めていく必要があります。めていく必要があります。

○各市街地については、今後の住宅需要動向を見据え、計画的な土地利用による市街○各市街地については、今後の住宅需要動向を見据え、計画的な土地利用による市街

　化形成を図る必要があります。　化形成を図る必要があります。

主主  要要  施施  策策

【土地利用】【土地利用】１－５－１１－５－１

現　　　状現　　　状

○長引く景気の低迷から、住宅需要は伸び悩んでいる状況にあります。○長引く景気の低迷から、住宅需要は伸び悩んでいる状況にあります。

○佐呂間、若佐、浜佐呂間の３地区に勤労者用住宅用地が造成され、宅地分譲が進め○佐呂間、若佐、浜佐呂間の３地区に勤労者用住宅用地が造成され、宅地分譲が進め

られています。られています。

○公営住宅・特定公共賃貸住宅は、現在１１団地、約２９０戸が建設されています。○公営住宅・特定公共賃貸住宅は、現在１１団地、約２９０戸が建設されています。

生活環境生活環境１－５１－５

現　　　状現　　　状

○町内各市街地は、住宅需要に応じた開発が行われています。○町内各市街地は、住宅需要に応じた開発が行われています。

○農用地は、経営者の高齢化、後継者不足により、遊休地が増加する現状にありま○農用地は、経営者の高齢化、後継者不足により、遊休地が増加する現状にありま

す。す。

○森林の所有形態は、国有林６６％、民有林２７％、町有林７％で構成されていま○森林の所有形態は、国有林６６％、民有林２７％、町有林７％で構成されていま

　す。　す。

（施策の展開方針）（施策の展開方針）

　北国特有の四季に恵まれた潤いのある住環境を創出し、町民が健康的で文化的な生活　北国特有の四季に恵まれた潤いのある住環境を創出し、町民が健康的で文化的な生活

がおくれるよう、良質な水の安定供給及び本町の実情にあった下水道などの整備を進め、がおくれるよう、良質な水の安定供給及び本町の実情にあった下水道などの整備を進め、

環境にやさしい豊かな生活空間をめざします。環境にやさしい豊かな生活空間をめざします。

【住宅と土地】【住宅と土地】１－５－２１－５－２

課　　　題課　　　題

○土地の総合調整の推進○土地の総合調整の推進

○適切な開発行為の推進○適切な開発行為の推進
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○町内には、基幹的な公園と児童公園が整備されておりますが、遊具の老朽化などが○町内には、基幹的な公園と児童公園が整備されておりますが、遊具の老朽化などが

　目立っている状況にあります。　目立っている状況にあります。

○公園施設の維持管理の推進○公園施設の維持管理の推進

○公園の再編整備の検討○公園の再編整備の検討

課　　　題課　　　題

主主  要要  施施  策策

【公園と緑地】【公園と緑地】１－５－３１－５－３

現　　　状現　　　状

○子供たちが安全に安心して遊べるよう、遊具の点検や維持管理を強化する必要があ○子供たちが安全に安心して遊べるよう、遊具の点検や維持管理を強化する必要があ

ります。ります。

○公園展示物の器物破損がみられ管理を強化する必要があります。○公園展示物の器物破損がみられ管理を強化する必要があります。

○地域の利便性に配慮し、公園再編を検討する必要があります。○地域の利便性に配慮し、公園再編を検討する必要があります。

○民間住宅建設の促進○民間住宅建設の促進

○分譲住宅用地の確保○分譲住宅用地の確保

○公営住宅の計画的な建替えと維持管理の推進○公営住宅の計画的な建替えと維持管理の推進

○居住環境の整備充実○居住環境の整備充実

主主  要要  施施  策策

○民間住宅の建設促進と住宅需要に見合った分譲宅地の確保に努める必要がありま○民間住宅の建設促進と住宅需要に見合った分譲宅地の確保に努める必要がありま

す。す。

○公営住宅の計画的な建設と改修を推進する必要があります。○公営住宅の計画的な建設と改修を推進する必要があります。

○既存住宅の耐震改修を促進し、住宅の倒壊等による被害を防止する必要がありま○既存住宅の耐震改修を促進し、住宅の倒壊等による被害を防止する必要がありま

　す。　す。

課　　　題課　　　題

○高齢社会を迎え、一般住宅は、バリアフリー住宅○高齢社会を迎え、一般住宅は、バリアフリー住宅※１※１の建設や改修が進んでいます。の建設や改修が進んでいます。

※１※１バリアフリー住宅：身体障がい者や高齢者が生活を営む上で支障のないよう建物を設計すること。身体障がい者や高齢バリアフリー住宅：身体障がい者や高齢者が生活を営む上で支障のないよう建物を設計すること。身体障がい者や高齢

者の利用に適合した住宅。者の利用に適合した住宅。
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○道路・河川・サロマ湖への不法投棄が後を絶たない状況であり、対策が必要となっ○道路・河川・サロマ湖への不法投棄が後を絶たない状況であり、対策が必要となっ

ています。ています。

○需要動向を勘案した墓地の区画造成が必要となっています。○需要動向を勘案した墓地の区画造成が必要となっています。

○狂犬病予防対策や野良猫防止のため、飼い主の意識高揚を図る必要があります。○狂犬病予防対策や野良猫防止のため、飼い主の意識高揚を図る必要があります。

○有害な野犬、キツネ、カラス駆除に努める必要があります。○有害な野犬、キツネ、カラス駆除に努める必要があります。

【公衆衛生】【公衆衛生】１－５－４１－５－４

○環境美化意識のもと、自治会などにおいて道路清掃、サロマ湖周辺のごみ拾いが行○環境美化意識のもと、自治会などにおいて道路清掃、サロマ湖周辺のごみ拾いが行

われています。われています。

○墓地の管理は、佐呂間・若佐・浜佐呂間が町で、その他の地区は各自治会が行って○墓地の管理は、佐呂間・若佐・浜佐呂間が町で、その他の地区は各自治会が行って

います。います。

○防疫のため、狂犬病の予防注射や野犬掃討を行っています。○防疫のため、狂犬病の予防注射や野犬掃討を行っています。

現　　　状現　　　状

課　　　題課　　　題

○不法投棄監視体制の強化○不法投棄監視体制の強化

○墓地区画の整備○墓地区画の整備

○防疫意識の啓発○防疫意識の啓発

主主  要要  施施  策策

○近年の自然環境の変化に伴い、良質な水の安定確保が求められています。○近年の自然環境の変化に伴い、良質な水の安定確保が求められています。

○簡易水道と営農用水の一元化に伴い、施設の計画的な整備に努める必要がありま○簡易水道と営農用水の一元化に伴い、施設の計画的な整備に努める必要がありま

す。す。

○漏水の防止や既存施設の適正な維持管理に努める必要があります。○漏水の防止や既存施設の適正な維持管理に努める必要があります。

【水道】【水道】１－５－５１－５－５

○簡易水道給水区域内の普及率は、概ね１００％となっています。○簡易水道給水区域内の普及率は、概ね１００％となっています。

○町内の営農用水施設を簡易水道に移管し、町内全域において水の安定供給を図って○町内の営農用水施設を簡易水道に移管し、町内全域において水の安定供給を図って

　います。　います。

現　　　状現　　　状

課　　　題課　　　題
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○下水道施設の適正な施設維持管理と計画的な施設改修に努める必要があります。○下水道施設の適正な施設維持管理と計画的な施設改修に努める必要があります。

○下水道未接続住宅の解消に努める必要があります。○下水道未接続住宅の解消に努める必要があります。

○下水道汚泥の有効活用に努める必要があります。○下水道汚泥の有効活用に努める必要があります。

○下水道処理区域外での合併処理浄化槽の普及促進を図る必要があります。○下水道処理区域外での合併処理浄化槽の普及促進を図る必要があります。

○し尿や浄化槽汚泥を衛生的に処理するため、施設の整備と維持管理に努める必要が○し尿や浄化槽汚泥を衛生的に処理するため、施設の整備と維持管理に努める必要が

　あります。　あります。

【【下水道・し尿処理下水道・し尿処理】】１－５－６１－５－６

○公共下水道と漁業集落排水下水道区域内において、未接続住宅の解消に努めていま○公共下水道と漁業集落排水下水道区域内において、未接続住宅の解消に努めていま

す。す。

○生活環境保全のため、合併処理浄化槽○生活環境保全のため、合併処理浄化槽※１※１の設置に対し、助成を行っています。の設置に対し、助成を行っています。

○遠軽地区３町のし尿等が衛生的に処理されています。○遠軽地区３町のし尿等が衛生的に処理されています。

○衛生センターの老朽化に伴い、計画的な改修を行っています。○衛生センターの老朽化に伴い、計画的な改修を行っています。

現　　　状現　　　状

課　　　題課　　　題

○下水道施設の適正な施設改修と維持管理○下水道施設の適正な施設改修と維持管理

○下水道普及率の向上○下水道普及率の向上

○合併処理浄化槽の普及促進○合併処理浄化槽の普及促進

○し尿の広域処理施設の整備と維持管理○し尿の広域処理施設の整備と維持管理

主主  要要  施施  策策

○水道事業の健全経営のため、適正な料金体系の維持に努める必要があります。○水道事業の健全経営のため、適正な料金体系の維持に努める必要があります。

○自家水道の解消のため、計画的な給水区域の拡張を推進する必要があります。○自家水道の解消のため、計画的な給水区域の拡張を推進する必要があります。

主主  要要  施施  策策

○良質な水の安定確保○良質な水の安定確保

○施設整備と維持管理○施設整備と維持管理

○節水意識の啓発○節水意識の啓発

○水道料金体系の適正化○水道料金体系の適正化

○給水区域の整備・拡充○給水区域の整備・拡充

※１※１合併処理浄化槽：し尿のみを処理する単独処理浄化槽に対し、生活雑排水も合わせて処理する浄化槽のこと。合併処理浄化槽：し尿のみを処理する単独処理浄化槽に対し、生活雑排水も合わせて処理する浄化槽のこと。
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【【ごみ処理・リサイクル】ごみ処理・リサイクル】１－５－７１－５－７

○ごみの分別・収集に対する意識の高揚を図る必要があります。○ごみの分別・収集に対する意識の高揚を図る必要があります。

○一般廃棄物処理施設の更新を行う必要があります。○一般廃棄物処理施設の更新を行う必要があります。

○廃ビニールと木くずは、破砕後のリサイクル化を図る必要があります。○廃ビニールと木くずは、破砕後のリサイクル化を図る必要があります。

○資源再利用に対する意識の高揚を図り、リサイクル製品の利用促進に努める必要が○資源再利用に対する意識の高揚を図り、リサイクル製品の利用促進に努める必要が

　あります。　あります。

○燃やすごみは、遠軽清掃センターで焼却処理されています。○燃やすごみは、遠軽清掃センターで焼却処理されています。

○缶類・その他プラ・ビン類は、上湧別リサイクルセンターでリサイクル処理を行っ○缶類・その他プラ・ビン類は、上湧別リサイクルセンターでリサイクル処理を行っ

ています。ています。

○燃やさないごみと廃ビニール・木くずは、町の一般廃棄物処理施設及び産業廃棄物○燃やさないごみと廃ビニール・木くずは、町の一般廃棄物処理施設及び産業廃棄物

処理施設で処理されています。処理施設で処理されています。

○ダンボール・新聞紙・本・乾電池・蛍光灯は、町でリサイクル処理を委託していま○ダンボール・新聞紙・本・乾電池・蛍光灯は、町でリサイクル処理を委託していま

　す。　す。

現　　　状現　　　状

課　　　題課　　　題

○ごみ減量化の推進○ごみ減量化の推進

○広域処理の推進○広域処理の推進

○最終処分場施設の整備○最終処分場施設の整備

○資源再利用意識の啓発○資源再利用意識の啓発

主主  要要  施施  策策

【エネルギー対策（地球環境保全）】【エネルギー対策（地球環境保全）】１－５－８１－５－８

○地球温暖化現象により、二酸化炭素など温室効果ガスの削減が急務となっていま○地球温暖化現象により、二酸化炭素など温室効果ガスの削減が急務となっていま

す。す。

○環境にやさしい新エネルギーへの転換が求められています。○環境にやさしい新エネルギーへの転換が求められています。

現　　　状現　　　状

課　　　題課　　　題

○日常生活や経済活動における温室効果ガスの排出削減に努める必要があります。○日常生活や経済活動における温室効果ガスの排出削減に努める必要があります。
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主主  要要  施施  策策

○温室効果ガス排出削減の推進○温室効果ガス排出削減の推進

○自然エネルギー活用の推進○自然エネルギー活用の推進

○省エネルギー意識の啓発○省エネルギー意識の啓発

○地域資源を活用した新エネルギーの創出に努める必要があります。○地域資源を活用した新エネルギーの創出に努める必要があります。
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○交通安全意識の啓発○交通安全意識の啓発

○交通安全施設の整備○交通安全施設の整備

○関係機関との連携強化○関係機関との連携強化

主主  要要  施施  策策

○交通安全運動期間には街頭啓発や街頭指導を実施しています。○交通安全運動期間には街頭啓発や街頭指導を実施しています。

○交通安全意識の高揚を図るため、保育所、小学校、老人クラブを対象に交通安全教○交通安全意識の高揚を図るため、保育所、小学校、老人クラブを対象に交通安全教

室を実施しています。室を実施しています。

○高齢者の免許保有者の増加に伴い、高齢者による事故が増加しています。○高齢者の免許保有者の増加に伴い、高齢者による事故が増加しています。

○運転中の携帯電話使用違反や自転車の二人乗りなどマナーの低下が見られます。○運転中の携帯電話使用違反や自転車の二人乗りなどマナーの低下が見られます。

○危険箇所に看板や安全旗を設置するとともに、公安委員会に対し、交通規制等の要○危険箇所に看板や安全旗を設置するとともに、公安委員会に対し、交通規制等の要

　望を行っています。　望を行っています。

【交通安全】【交通安全】１－６－１１－６－１

現　　　状現　　　状

課　　　題課　　　題

○交通安全意識の高揚を図る必要があります。○交通安全意識の高揚を図る必要があります。

○子どもや高齢者の交通事故防止のため、交通安全施設の整備を図る必要がありま○子どもや高齢者の交通事故防止のため、交通安全施設の整備を図る必要がありま

　す。　す。

安全な生活安全な生活１－６１－６

（施策の展開方針）（施策の展開方針）

安全で安心してくらせるまちづくりのため、町民と行政との連携による防災意識の高安全で安心してくらせるまちづくりのため、町民と行政との連携による防災意識の高

揚に努めます。揚に努めます。

消防・救急体制の充実と消防団活動の強化を図り、総合的な地域防災の向上をめざし消防・救急体制の充実と消防団活動の強化を図り、総合的な地域防災の向上をめざし

ます。ます。

○安全で安心してくらせるために町民、事業所、行政の責務を明文化した「佐呂間町○安全で安心してくらせるために町民、事業所、行政の責務を明文化した「佐呂間町

安全安心まちづくり条例」を策定しています。安全安心まちづくり条例」を策定しています。

【防犯】【防犯】１－６－２１－６－２

現　　　状現　　　状
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○遠軽地区広域組合を組織し、消防・救急活動にあたっています。○遠軽地区広域組合を組織し、消防・救急活動にあたっています。

○過疎・少子高齢により、若年消防団員の確保が困難な状況にあります。○過疎・少子高齢により、若年消防団員の確保が困難な状況にあります。

○一般住宅査察や防火対象物・危険物施設の立入検査等を計画的に実施し、予消防に○一般住宅査察や防火対象物・危険物施設の立入検査等を計画的に実施し、予消防に

努めています。努めています。

○広域組合では、災害発生状況を踏まえ、消防資機材、施設の整備を計画的に進めて○広域組合では、災害発生状況を踏まえ、消防資機材、施設の整備を計画的に進めて

います。います。

○救急業務の増加とともに、救急救命士による高度な救急処置の必要性が高まってい○救急業務の増加とともに、救急救命士による高度な救急処置の必要性が高まってい

ます。ます。

○救急講習会（ＡＥＤ○救急講習会（ＡＥＤ※１※１使用講習会など）や各広報紙を通じて、応急処置の必要性を使用講習会など）や各広報紙を通じて、応急処置の必要性を

周知しています。周知しています。

○救急医療の高度化や専門的な治療のため第二・三次救急医療機関への搬送件数が増○救急医療の高度化や専門的な治療のため第二・三次救急医療機関への搬送件数が増

加しています。加しています。

○さらなる救急医療の高度化を図るため、ドクターヘリ○さらなる救急医療の高度化を図るため、ドクターヘリ※２※２が整備されています。が整備されています。

【消防【消防 ・・ 救急活動】救急活動】１－６－３１－６－３

現　　　状現　　　状

○児童・生徒を巻き込んだ犯罪が全国各地で頻発している今日、地域ボランティアの○児童・生徒を巻き込んだ犯罪が全国各地で頻発している今日、地域ボランティアの

協力のもと子ども達の安全対策に取り組んでいます。協力のもと子ども達の安全対策に取り組んでいます。

○イベントや年末の特別警戒は、各地区の防犯協会が関係機関と連携し、パトロール○イベントや年末の特別警戒は、各地区の防犯協会が関係機関と連携し、パトロール

を実施しています。を実施しています。

○消費生活に関する相談窓口を設置し、消費者被害の救済やトラブルの未然防止を○消費生活に関する相談窓口を設置し、消費者被害の救済やトラブルの未然防止を

　図っています。　図っています。

課　　　題課　　　題

○関係機関との防犯体制の連携を強化する必要があります。○関係機関との防犯体制の連携を強化する必要があります。

○地域住民の協力のもと、より児童の安全確保に努める必要があります。○地域住民の協力のもと、より児童の安全確保に努める必要があります。

○防犯意識の啓発○防犯意識の啓発

○関係機関との連携強化○関係機関との連携強化

○地域一体となった安全・安心体制の充実強化○地域一体となった安全・安心体制の充実強化

○防犯活動の推進○防犯活動の推進

○犯罪被害者等に対する相談支援○犯罪被害者等に対する相談支援

主主  要要  施施  策策

※１※１ＡＥＤ（自動体外式除細動器）：けいれんし、血液を流すポンプ機能を失った状態（心室細動）になった心臓に対して、ＡＥＤ（自動体外式除細動器）：けいれんし、血液を流すポンプ機能を失った状態（心室細動）になった心臓に対して、

　電気ショックを与え、正常なリズムに戻すための医療機器。　電気ショックを与え、正常なリズムに戻すための医療機器。

※２※２ドクターヘリ：救急医療用の医療機器を装備し、救急医療の専門医及び看護師等が同乗して救急現場等に向い、現場等ドクターヘリ：救急医療用の医療機器を装備し、救急医療の専門医及び看護師等が同乗して救急現場等に向い、現場等

　から医療機関に搬送するまでの間、患者に救命医療を行うことのできる専用ヘリコプター。　から医療機関に搬送するまでの間、患者に救命医療を行うことのできる専用ヘリコプター。
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○消防団員の確保○消防団員の確保

○防火査察や立入検査体制の充実○防火査察や立入検査体制の充実

○通信施設の整備充実○通信施設の整備充実

○消防車輌及び資機材と施設の整備充実○消防車輌及び資機材と施設の整備充実

○救急体制及び救急資機材の整備充実○救急体制及び救急資機材の整備充実

○応急処置の意識啓発○応急処置の意識啓発

○医療機関との連携強化○医療機関との連携強化

主主  要要  施施  策策

課　　　題課　　　題

○消防団員の確保と組織の充実・強化を図る必要があります。○消防団員の確保と組織の充実・強化を図る必要があります。

○女性消防団員の業務体制を検討する必要があります。○女性消防団員の業務体制を検討する必要があります。

○防火査察や立入検査体制の充実と町民の防火意識の高揚を図る必要があります。○防火査察や立入検査体制の充実と町民の防火意識の高揚を図る必要があります。

○通信施設のデジタル化○通信施設のデジタル化※３※３に対応した施設整備を行う必要があります。に対応した施設整備を行う必要があります。

○今後とも計画的な施設や車輌等の更新整備を図る必要があります。○今後とも計画的な施設や車輌等の更新整備を図る必要があります。

○救急業務体制の強化とともに救急資機材の計画的な更新整備と充実を図る必要があ○救急業務体制の強化とともに救急資機材の計画的な更新整備と充実を図る必要があ

ります。ります。

○町民の応急処置に対する意識高揚を図る必要があります。○町民の応急処置に対する意識高揚を図る必要があります。

○傷病者の的確な搬送のため、医療機関との連携強化を図る必要があります。○傷病者の的確な搬送のため、医療機関との連携強化を図る必要があります。

※３※３通信施設のデジタル化：アナログ通信方式による音声主体の運用に代えて、デジタル通信方式の消防救急無線を導入し、通信施設のデジタル化：アナログ通信方式による音声主体の運用に代えて、デジタル通信方式の消防救急無線を導入し、

　ひっ迫する周波数帯の有効利用を図る。　ひっ迫する周波数帯の有効利用を図る。
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○起こりうる自然災害を想定した地域防災計画の見直しが必要となっています。○起こりうる自然災害を想定した地域防災計画の見直しが必要となっています。

○風水害や津波等に備えたハザードマップ○風水害や津波等に備えたハザードマップ※１※１を作成しています。を作成しています。

○地域担当員制度を導入し、地域住民の安全確保に向けた取り組みを進めています。○地域担当員制度を導入し、地域住民の安全確保に向けた取り組みを進めています。

○防災無線等の整備が必要となっていますが、財政負担が大きいことから整備してい○防災無線等の整備が必要となっていますが、財政負担が大きいことから整備してい

　ないのが現状です。　ないのが現状です。

【防災】【防災】１－６－４１－６－４

現　　　状現　　　状

※１※１ハザードマップ：地震、洪水、津波などの被害が想定される区域とその程度、さらに避難経路や、災害時の心得などをハザードマップ：地震、洪水、津波などの被害が想定される区域とその程度、さらに避難経路や、災害時の心得などを

　地図上に表したもの。　地図上に表したもの。

○防災体制の確立○防災体制の確立

○防災意識の啓発○防災意識の啓発

○防災訓練の実施○防災訓練の実施

○避難所の整備充実○避難所の整備充実

○災害資機材の整備充実○災害資機材の整備充実

○防災無線等の整備検討○防災無線等の整備検討

主主  要要  施施  策策

課　　　題課　　　題

○早期に地域防災計画を見直する必要があります。○早期に地域防災計画を見直する必要があります。

○防災意識の高揚と防災体制の確立を図る必要があります。○防災意識の高揚と防災体制の確立を図る必要があります。

○防災計画に基づく、防災訓練を実施する必要があります。○防災計画に基づく、防災訓練を実施する必要があります。

○防災無線等の整備を検討する必要があります。○防災無線等の整備を検討する必要があります。

○本町の河川は、年間の降水量が少ないことや比較的に水害が少なかったため、整備○本町の河川は、年間の降水量が少ないことや比較的に水害が少なかったため、整備

が遅れています。が遅れています。

○局地的な豪雨により、河川氾濫による被害を受けやすくなっています。○局地的な豪雨により、河川氾濫による被害を受けやすくなっています。

○湖岸の侵食や居住地区への浸水、湖内漁業資源の保護や環境保全対策として、護岸○湖岸の侵食や居住地区への浸水、湖内漁業資源の保護や環境保全対策として、護岸

　事業を行っています。　事業を行っています。

【河川保護・湖岸保全】【河川保護・湖岸保全】１－６－５１－６－５

現　　　状現　　　状
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○佐呂間別川の早期整備促進○佐呂間別川の早期整備促進

○自然環境に配慮した普通河川の維持管理○自然環境に配慮した普通河川の維持管理

○サロマ湖周辺の環境保全と湖岸保全の推進○サロマ湖周辺の環境保全と湖岸保全の推進

主主  要要  施施  策策

課　　　題課　　　題

○洪水被害を防止するため、佐呂間別川の早期改修を図る必要があります。○洪水被害を防止するため、佐呂間別川の早期改修を図る必要があります。

○普通河川は、自然環境に配慮した適正な維持管理に努め、水害防止のための改修を○普通河川は、自然環境に配慮した適正な維持管理に努め、水害防止のための改修を

図る必要があります。図る必要があります。

○湖岸侵食など危険箇所の早期改修を図る必要があります。○湖岸侵食など危険箇所の早期改修を図る必要があります。

○人の健康や生活環境にかかる被害についての苦情処理に努めています。○人の健康や生活環境にかかる被害についての苦情処理に努めています。

【公害】【公害】１－６－６１－６－６

現　　　状現　　　状

○相談・指導体制の充実○相談・指導体制の充実

主主  要要  施施  策策

課　　　題課　　　題

○公害問題の苦情処理、相談体制を充実する必要があります。○公害問題の苦情処理、相談体制を充実する必要があります。
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○国道、道道の整備促進○国道、道道の整備促進

○地域高規格道路早期整備の促進○地域高規格道路早期整備の促進

○町道の計画的な整備と維持補修○町道の計画的な整備と維持補修

○除排雪体制の充実○除排雪体制の充実

主主  要要  施施  策策

○町内の道路網は、国道と道道が結びつき、産業活動や生活の基盤となっています。○町内の道路網は、国道と道道が結びつき、産業活動や生活の基盤となっています。

○国道、道道は、各々計画的に整備が進められています。○国道、道道は、各々計画的に整備が進められています。

○町道は、交通量や緊急頻度に応じ、改良・舗装が進められています。○町道は、交通量や緊急頻度に応じ、改良・舗装が進められています。

【道路】【道路】１－７－１１－７－１

現　　　状現　　　状

課　　　題課　　　題

○国道、道道における危険箇所の早期改修が求められています。○国道、道道における危険箇所の早期改修が求められています。

○町道の未改良、未舗装路線の早期整備を図る必要があります。○町道の未改良、未舗装路線の早期整備を図る必要があります。

○町道の維持管理体制の強化が求められています。○町道の維持管理体制の強化が求められています。

○除排雪体制を充実させる必要があります。○除排雪体制を充実させる必要があります。

○道路環境の美化に努める必要があります。○道路環境の美化に努める必要があります。

交通網の整備交通網の整備１－７１－７

（施策の展開方針）（施策の展開方針）

　幹線道路、生活路線の整備や公共交通機関の利便性向上に努め、安全で安心な交通網　幹線道路、生活路線の整備や公共交通機関の利便性向上に努め、安全で安心な交通網

の充実をめざします。の充実をめざします。

○民間バス路線の廃止により、平成２２年１０月から「ふれあいバス○民間バス路線の廃止により、平成２２年１０月から「ふれあいバス※１※１」を運行して」を運行して

　います。　います。

【交通】【交通】１－７－２１－７－２

現　　　状現　　　状

※１※１ふれあいバス：佐呂間町独自の新たなバス路線の名称。既存のスクールバス路線を基本に、一般利用者が混乗できるバふれあいバス：佐呂間町独自の新たなバス路線の名称。既存のスクールバス路線を基本に、一般利用者が混乗できるバ

　ス。　ス。
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○町内交通ネットワーク体制の充実○町内交通ネットワーク体制の充実

○町外医療バス体制の充実○町外医療バス体制の充実

主主  要要  施施  策策

課　　　題課　　　題

○町民の利便性に配慮したバス運行を行う必要があります。○町民の利便性に配慮したバス運行を行う必要があります。
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（施策の展開方針）（施策の展開方針）

移り変わる農業情勢や自然環境の変化に適応しながら、農地の有効利用と生産基盤の移り変わる農業情勢や自然環境の変化に適応しながら、農地の有効利用と生産基盤の

充実を図ります。充実を図ります。

　また、経営規模の拡大や受委託事業の推進、担い手育成など持続可能な農業経営の確　また、経営規模の拡大や受委託事業の推進、担い手育成など持続可能な農業経営の確

立を図り、足腰が強く、クリーンでゆとりのある農業をめざします。立を図り、足腰が強く、クリーンでゆとりのある農業をめざします。

○関係機関が共通課題認識のもと、農地の流動化をより一層図り、土地の効率的な利○関係機関が共通課題認識のもと、農地の流動化をより一層図り、土地の効率的な利

用を促進する必要があります。用を促進する必要があります。

○遊休農地の解消と効率的な農地の集積が必要となっています。○遊休農地の解消と効率的な農地の集積が必要となっています。

○畑作農家と畜産農家の連携を促進し、各種補助制度との整合性を図り、交換耕作及○畑作農家と畜産農家の連携を促進し、各種補助制度との整合性を図り、交換耕作及

　び交換分合などを進める必要があります。　び交換分合などを進める必要があります。

農業農業２－１２－１

【農地の有効利用】【農地の有効利用】２－１－１２－１－１

○離農による農地の集積と農作業の効率化のため、土地斡旋事業を行っています。○離農による農地の集積と農作業の効率化のため、土地斡旋事業を行っています。

○非効率な農地での遊休化が懸念されています。○非効率な農地での遊休化が懸念されています。

○農家個々の耕作面積が拡大され、経営労力の限界近くまで達し、今後の流動が滞る○農家個々の耕作面積が拡大され、経営労力の限界近くまで達し、今後の流動が滞る

　事も予想されています。　事も予想されています。

課　　　題課　　　題

現　　　状現　　　状

～豊かな自然と人が共存する産業をめざして～～豊かな自然と人が共存する産業をめざして～

産業振興産業振興２２

○ゆとりと活力のある農林水産業をめざします○ゆとりと活力のある農林水産業をめざします

○魅力と活気あふれる商工業をめざします○魅力と活気あふれる商工業をめざします

○自然と調和した観光をめざします○自然と調和した観光をめざします

○安心して働ける雇用環境の充実をめざします○安心して働ける雇用環境の充実をめざします

基 

本 

目 

標
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○土地改良事業の推進○土地改良事業の推進

○畑作・畜産農家の連携の促進○畑作・畜産農家の連携の促進

○たい肥施設の有効利用の促進○たい肥施設の有効利用の促進

○土づくりの促進○土づくりの促進

○粗飼料基盤の整備充実○粗飼料基盤の整備充実

○公共牧野利用の促進○公共牧野利用の促進

1-1-11-1-1　町民憲章　町民憲章

○計画的な土地改良事業を推進し、大型機械作業に対応した整備を図る必要がありま○計画的な土地改良事業を推進し、大型機械作業に対応した整備を図る必要がありま

す。す。

○町内の畑作農家と畜産農家の連携を図り、たい肥施設やたい肥・麦稈などの有効利○町内の畑作農家と畜産農家の連携を図り、たい肥施設やたい肥・麦稈などの有効利

用を促進する必要があります。用を促進する必要があります。

○計画的な草地の更新を図る必要があります。○計画的な草地の更新を図る必要があります。

○町有牧野への入牧頭数の確保と休止牧野の有効利用を図る必要があります。○町有牧野への入牧頭数の確保と休止牧野の有効利用を図る必要があります。

【生産基盤整備】【生産基盤整備】２－１－２－１－ 22

現　　　状現　　　状

課　　　題課　　　題

主主  要要  施施  策策

○重粘土壌が多く、大型機械作業の増加などにより、排水性・透水性がさらに悪化○重粘土壌が多く、大型機械作業の増加などにより、排水性・透水性がさらに悪化

し、生産性の低下が懸念されています。し、生産性の低下が懸念されています。

○たい肥の多くが麦稈との交換のため、町外の畑作農家へ流出し、土づくりへの対応○たい肥の多くが麦稈との交換のため、町外の畑作農家へ流出し、土づくりへの対応

が、まだ不十分な状況にあります。が、まだ不十分な状況にあります。

○酪畜産農家の離農に伴い、たい肥舎などの施設の遊休化が懸念されています。○酪畜産農家の離農に伴い、たい肥舎などの施設の遊休化が懸念されています。

○自給飼料となる牧草は、草地更新の遅れにより、品質の劣化、収量の低下があらわ○自給飼料となる牧草は、草地更新の遅れにより、品質の劣化、収量の低下があらわ

れています。れています。

○飼養形態の変化や農家戸数の減少に伴い、町有牧野の利用戸数及び入牧頭数が減少○飼養形態の変化や農家戸数の減少に伴い、町有牧野の利用戸数及び入牧頭数が減少

傾向にあります。傾向にあります。

○農地流動化と効率的な農地集積の促進○農地流動化と効率的な農地集積の促進

○情報共有化の推進○情報共有化の推進

○交換耕作等の促進○交換耕作等の促進

主主  要要  施施  策策
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○土壌診断で適正な施肥・減肥に努め、たい肥の有効利用を促進し、クリーンな農業○土壌診断で適正な施肥・減肥に努め、たい肥の有効利用を促進し、クリーンな農業

とより一層の生産コスト削減を図る必要があります。とより一層の生産コスト削減を図る必要があります。

○地域特性に即した農畜産物の安定生産と販売体制を確立する必要があります。○地域特性に即した農畜産物の安定生産と販売体制を確立する必要があります。

○新たな「食料・農業・農村基本計画」に適応した地域農業の確立を図る必要があり○新たな「食料・農業・農村基本計画」に適応した地域農業の確立を図る必要があり

ます。ます。

○労働負担の軽減とコスト削減及び持続可能な農業生産をサポートする体制が必要と○労働負担の軽減とコスト削減及び持続可能な農業生産をサポートする体制が必要と

なっています。なっています。

○生乳増産を図るため、生産施設の改善整備が必要となっています。○生乳増産を図るため、生産施設の改善整備が必要となっています。

○農業者の所得安定を図るため、法人化を含めた大規模経営を促進する必要がありま○農業者の所得安定を図るため、法人化を含めた大規模経営を促進する必要がありま

す。す。

○防疫についての知識の向上、指導、啓発活動が今まで以上に必要となっています。○防疫についての知識の向上、指導、啓発活動が今まで以上に必要となっています。

○経営指導の強化と経営管理意識の高揚を図る必要があります。○経営指導の強化と経営管理意識の高揚を図る必要があります。

○牛体管理の徹底と飼養環境整備を充実し、乳牛の搾乳可能年数の延長を図り、安全○牛体管理の徹底と飼養環境整備を充実し、乳牛の搾乳可能年数の延長を図り、安全

　で良質な生乳の出荷に努める必要があります。　で良質な生乳の出荷に努める必要があります。

○国際的な原油価格や農業生産資材価格の高とうが、農業経営に大きな影響を与えて○国際的な原油価格や農業生産資材価格の高とうが、農業経営に大きな影響を与えて

います。います。

○国際規律への対応に伴う農畜産物の価格の低迷や制度等による農業収入の低下が問○国際規律への対応に伴う農畜産物の価格の低迷や制度等による農業収入の低下が問

題となっています。題となっています。

○良質な粗飼料の確保や労働の負担軽減等を目的とした農作業の受託事業を行ってい○良質な粗飼料の確保や労働の負担軽減等を目的とした農作業の受託事業を行ってい

ます。ます。

○離農した酪農家の乳量減少分を現存の酪農家が増産していますが、総体の生乳生産○離農した酪農家の乳量減少分を現存の酪農家が増産していますが、総体の生乳生産

量は減少しています。量は減少しています。

○農業生産法人の設立など、農地の集積や作業効率の向上、コストの低減を目指した○農業生産法人の設立など、農地の集積や作業効率の向上、コストの低減を目指した

新しい動きが出始めています。新しい動きが出始めています。

○家畜の疾病や新しい伝染病の発症などが懸念されています。○家畜の疾病や新しい伝染病の発症などが懸念されています。

○農業生産物に対して「食の安全・安心」が強く求められています。○農業生産物に対して「食の安全・安心」が強く求められています。

○肉用牛の飼養農家、頭数が増加してきています。○肉用牛の飼養農家、頭数が増加してきています。

【農業経営の確立】【農業経営の確立】２－１－３２－１－３

現　　　状現　　　状

課　　　題課　　　題
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課　　　題課　　　題

【担い手対策】【担い手対策】２－１－４２－１－４

現　　　状現　　　状

○高齢化が進み農業後継者不在の農家において、離農が増加してきています。○高齢化が進み農業後継者不在の農家において、離農が増加してきています。

○離農跡に新規就農者の受け入れ支援を行っています。○離農跡に新規就農者の受け入れ支援を行っています。

○農業後継者の花嫁が不足しています。○農業後継者の花嫁が不足しています。

○循環型農業の促進○循環型農業の促進

○農畜産物の生産・販売体制の充実○農畜産物の生産・販売体制の充実

○地域ブランドの推進○地域ブランドの推進

○経営指導の強化○経営指導の強化

○共同受委託事業の充実○共同受委託事業の充実

○生産施設の改善整備の促進○生産施設の改善整備の促進

○経営規模拡大の促進○経営規模拡大の促進

○融資制度の充実○融資制度の充実

○家畜防疫体制の強化○家畜防疫体制の強化

○中小規模の経営改善対策の促進○中小規模の経営改善対策の促進

○牛個体管理の強化○牛個体管理の強化

○乳質向上・改善対策の充実○乳質向上・改善対策の充実

○肉用牛生産体制の充実○肉用牛生産体制の充実

主主  要要  施施  策策

○農業後継者の確保と育成のため、新規就農対策と同様な支援も検討する必要があり○農業後継者の確保と育成のため、新規就農対策と同様な支援も検討する必要があり

ます。ます。

○新規就農者の受け入れ体制の整備が必要となっています。○新規就農者の受け入れ体制の整備が必要となっています。

○農業後継者の花嫁対策を充実させる必要があります。○農業後継者の花嫁対策を充実させる必要があります。

○各種農業グループの活動を活性化させる対策が必要となっています。○各種農業グループの活動を活性化させる対策が必要となっています。

○担い手育成対策の推進○担い手育成対策の推進

○新規就農者受入れ体制の充実○新規就農者受入れ体制の充実

○花嫁対策の充実○花嫁対策の充実

主主  要要  施施  策策
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○農産物を活用したかぼちゃパウダー、団子、ジュースやジャムなどが製品化されて○農産物を活用したかぼちゃパウダー、団子、ジュースやジャムなどが製品化されて

います。います。

○畜産物では、乳製品（ナチュラルチーズ等）の商品化を目指した取り組みが始まっ○畜産物では、乳製品（ナチュラルチーズ等）の商品化を目指した取り組みが始まっ

ています。ています。

○地場産のソバを活用した店舗を農業生産法人が始めるなど、新しい動きが出てきて○地場産のソバを活用した店舗を農業生産法人が始めるなど、新しい動きが出てきて

います。います。

○環境負荷を軽減し、調和のとれた農業生産が求められています。○環境負荷を軽減し、調和のとれた農業生産が求められています。

○家畜ふん尿の流出防止のため、たい肥舎等の施設が、概ね整備されています。○家畜ふん尿の流出防止のため、たい肥舎等の施設が、概ね整備されています。

○特産物の製品開発と販売の促進○特産物の製品開発と販売の促進

○農業技術の普及、指導体制の充実○農業技術の普及、指導体制の充実

【農畜産物の研究開発】【農畜産物の研究開発】２－１－５２－１－５

現　　　状現　　　状

○特産物を活かした新製品の開発と商品の定着化、販路拡大や起業に向けたバック○特産物を活かした新製品の開発と商品の定着化、販路拡大や起業に向けたバック

アップ体制が求められています。アップ体制が求められています。

○農業技術の普及や指導体制など、経営力強化のために研修教育環境を整備する必要○農業技術の普及や指導体制など、経営力強化のために研修教育環境を整備する必要

　があります。　があります。

課　　　題課　　　題

主主  要要  施施  策策

【農村環境】【農村環境】２－１－６２－１－６

現　　　状現　　　状

○地域と連携し、農村環境の整備や景観保全活動等に積極的に取り組む必要がありま○地域と連携し、農村環境の整備や景観保全活動等に積極的に取り組む必要がありま

す。す。

○ゆとりのあるクリーン○ゆとりのあるクリーン※１※１な生産環境づくりに取り組む必要があります。な生産環境づくりに取り組む必要があります。

課　　　題課　　　題

※１※１クリーン農業：たい肥などの有機物の施用や、化学肥料の使用抑制など、農業の自然循環機能を維持増進させ、環境とクリーン農業：たい肥などの有機物の施用や、化学肥料の使用抑制など、農業の自然循環機能を維持増進させ、環境と

　の調和に配慮した、安全・安心で品質の高い農産物の生産を進める農業。　の調和に配慮した、安全・安心で品質の高い農産物の生産を進める農業。
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○農村環境美化の推進○農村環境美化の推進

○クリーンな生産環境づくりの促進○クリーンな生産環境づくりの促進

主主  要要  施施  策策
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（施策の展開方針）（施策の展開方針）

水資源や生態系保持などの森林が持つ公益的機能に配慮した、自然が満ち溢れる緑豊水資源や生態系保持などの森林が持つ公益的機能に配慮した、自然が満ち溢れる緑豊

かな森林づくりを進めます。かな森林づくりを進めます。

　木質資源の有効利用や新たな加工技術の導入、他産業や広域での連携などにより木材　木質資源の有効利用や新たな加工技術の導入、他産業や広域での連携などにより木材

の利用推進を図り、安定した林産業をめざします。の利用推進を図り、安定した林産業をめざします。

○木材資源の安定供給のため、造林を促進する必要があります。○木材資源の安定供給のため、造林を促進する必要があります。

○森林経営を持続するため、林地の集約化などによる林業経営の効率化を促進する必○森林経営を持続するため、林地の集約化などによる林業経営の効率化を促進する必

要があります。要があります。

○国産材の利用拡大を推進するとともに、低コスト作業体制の普及と定着が必要となっ○国産材の利用拡大を推進するとともに、低コスト作業体制の普及と定着が必要となっ

ています。ています。

○林業事業体の経営安定化と就労の場の確保が必要となっています。○林業事業体の経営安定化と就労の場の確保が必要となっています。

○木材生産や環境保全など、多様な機能に対応する森林整備が必要となっています。○木材生産や環境保全など、多様な機能に対応する森林整備が必要となっています。

林業林業２－２２－２

【林業の振興】【林業の振興】２－２－１２－２－１

現　　　状現　　　状

○国際市況などの影響により輸入木材が減少し、国内生産材に移行してきています。○国際市況などの影響により輸入木材が減少し、国内生産材に移行してきています。

○木材価格は高め安定傾向にありましたが、市況の変動により不安定となっていま○木材価格は高め安定傾向にありましたが、市況の変動により不安定となっていま

す。す。

○町内の森林は、カラマツ類が主伐期に達し、皆伐が進んでいますが、経営形態の変○町内の森林は、カラマツ類が主伐期に達し、皆伐が進んでいますが、経営形態の変

化などにより再造林放棄地が増加しています。化などにより再造林放棄地が増加しています。

○林業に携わる事業体の経営安定化対策が急務となっています。○林業に携わる事業体の経営安定化対策が急務となっています。

○高齢化や後継者不足から就業者が減少しており、確保対策が急務となっています。○高齢化や後継者不足から就業者が減少しており、確保対策が急務となっています。

○環境保全への関心の高まりから、漁業や建設業関係者などによる植樹が行われてい○環境保全への関心の高まりから、漁業や建設業関係者などによる植樹が行われてい

　ます。　ます。

課　　　題課　　　題

○計画的な造林事業の促進○計画的な造林事業の促進

○林業経営効率化の促進○林業経営効率化の促進

○低コスト作業体制の普及と定着○低コスト作業体制の普及と定着

○林業事業体経営安定化の促進○林業事業体経営安定化の促進

主主  要要  施施  策策
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1-2-31-2-3　姉妹都市交流　姉妹都市交流

○間伐素材の有効利用○間伐素材の有効利用

○木質資源の有効利用と新たな加工技術の導入○木質資源の有効利用と新たな加工技術の導入

○他産業との連携による利用促進○他産業との連携による利用促進

○広域連携による経営安定化の促進○広域連携による経営安定化の促進

主主  要要  施施  策策

【林産業の振興】【林産業の振興】２－２－２２－２－２

現　　　状現　　　状

○木材需要の減少や外材輸入などによる木材価格の低迷から町内の工場が閉鎖とな○木材需要の減少や外材輸入などによる木材価格の低迷から町内の工場が閉鎖とな

り、本町経済に大きな影響を与えています。り、本町経済に大きな影響を与えています。

○健全な森林を育成するために間伐などの森林整備を進め、間伐素材の利用方法を確○健全な森林を育成するために間伐などの森林整備を進め、間伐素材の利用方法を確

立する必要があります。立する必要があります。

○木質系材料の利用技術や木材加工新技術などの導入により、木質資源の利用促進を○木質系材料の利用技術や木材加工新技術などの導入により、木質資源の利用促進を

図る必要があります。図る必要があります。

○公共事業や住宅建材などへの利用促進と地材地消を推進する必要があります。○公共事業や住宅建材などへの利用促進と地材地消を推進する必要があります。

○広域連携により、木材資源の安定供給や木製品の販路拡大及び流通の効率化、製○広域連携により、木材資源の安定供給や木製品の販路拡大及び流通の効率化、製

　材加工の大規模化などが必要となっています。　材加工の大規模化などが必要となっています。

課　　　題課　　　題

○林業従事者の確保○林業従事者の確保

○森林の持つ公益的機能の啓もう○森林の持つ公益的機能の啓もう

○町有林の適正管理○町有林の適正管理

【有害鳥獣駆除】【有害鳥獣駆除】２－２－３２－２－３

現　　　状現　　　状

○エゾシカの生息数が増加するなど、野生鳥獣による農業や林業への被害が増えてい○エゾシカの生息数が増加するなど、野生鳥獣による農業や林業への被害が増えてい

ます。ます。

○関係機関や猟友会と連携を図り、有害鳥獣の駆除を継続的に進めていく必要があり○関係機関や猟友会と連携を図り、有害鳥獣の駆除を継続的に進めていく必要があり

ます。ます。

課　　　題課　　　題
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○生物多様性保全に配慮した有害鳥獣駆除の実施○生物多様性保全に配慮した有害鳥獣駆除の実施

○ハンター育成の促進○ハンター育成の促進

主主  要要  施施  策策

○地球温暖化防止や保水力向上のため、間伐などの適正な森林保育と再造林を推進す○地球温暖化防止や保水力向上のため、間伐などの適正な森林保育と再造林を推進す

る必要があります。る必要があります。

○環境に配慮した伐採作業の促進と自然災害を予防するための治山施設や保安林の適○環境に配慮した伐採作業の促進と自然災害を予防するための治山施設や保安林の適

切な管理を行う必要があります。切な管理を行う必要があります。

○生態系に配慮し、良質で豊富な水を確保するため、環境保全に重視した森林づくり○生態系に配慮し、良質で豊富な水を確保するため、環境保全に重視した森林づくり

　を進める必要があります。　を進める必要があります。

【森林保全】【森林保全】２－２－４２－２－４

現　　　状現　　　状

○針葉樹中心の人工造林などを進めてきましたが、自然環境の保全などの公益的な機○針葉樹中心の人工造林などを進めてきましたが、自然環境の保全などの公益的な機

能が低下しています。能が低下しています。

○年間降水量が比較的少なく、流域面積が狭い地形条件などから、水資源を確保する○年間降水量が比較的少なく、流域面積が狭い地形条件などから、水資源を確保する

ため、水源かん養ため、水源かん養※１※１林の保全に努めています。林の保全に努めています。

課　　　題課　　　題

※１※１水源かん養：森林の土壌がスポンジのような性質を持つために有する、貯水や治水、ろ過などの機能のこと。水源かん養：森林の土壌がスポンジのような性質を持つために有する、貯水や治水、ろ過などの機能のこと。

○森林生態系に配慮した森林づくりの推進○森林生態系に配慮した森林づくりの推進

○水源かん養林の保全○水源かん養林の保全

主主  要要  施施  策策

○ハンターの育成を促進する必要があります。○ハンターの育成を促進する必要があります。
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（施策の展開方針）（施策の展開方針）

漁港や漁場などの生産基盤の充実を図り、計画的な増養殖と適正な資源管理を推進し漁港や漁場などの生産基盤の充実を図り、計画的な増養殖と適正な資源管理を推進し

ます。ます。

　また、衛生管理の徹底や担い手の育成などにより、安定した水産物の生産・販売体制　また、衛生管理の徹底や担い手の育成などにより、安定した水産物の生産・販売体制

を確立させ、自然と調和の取れた活気とうるおいのある水産業をめざします。を確立させ、自然と調和の取れた活気とうるおいのある水産業をめざします。

水産業水産業２－３２－３

○漁業資源の減少や原油高とうに伴う燃油・資材のコスト増などにより、経営環境は○漁業資源の減少や原油高とうに伴う燃油・資材のコスト増などにより、経営環境は

年々厳しさを増しています。年々厳しさを増しています。

○金融問題に端を発した国際不況が、漁業経営に大きな影響を与えています。○金融問題に端を発した国際不況が、漁業経営に大きな影響を与えています。

○ノロウィルスによるカキの汚染やホタテの貝毒に対する継続的な検査と監視が必要○ノロウィルスによるカキの汚染やホタテの貝毒に対する継続的な検査と監視が必要

となっています。となっています。

○水産物に対する安全安心の関心が高まっています。○水産物に対する安全安心の関心が高まっています。

○水産加工品として、ホタテ製品が評価を受けています。○水産加工品として、ホタテ製品が評価を受けています。

○漁業協同組合では、後継者不足により正組合員から准組合員へ移行する組合員が増○漁業協同組合では、後継者不足により正組合員から准組合員へ移行する組合員が増

えています。えています。

○ホタテとカキは、養殖許容量を設定し、保有枚数を規制することにより、過密栽培○ホタテとカキは、養殖許容量を設定し、保有枚数を規制することにより、過密栽培

の防止に努めています。の防止に努めています。

○サロマ湖とオホーツク海を利用した、新たな漁業資源の開発が検討されています。○サロマ湖とオホーツク海を利用した、新たな漁業資源の開発が検討されています。

【漁業経営の確立】【漁業経営の確立】２－３－１２－３－１

現　　　状現　　　状

○国内での需要拡大対策や観光産業と連動したＰＲなど、安定的な販売体制を確立す○国内での需要拡大対策や観光産業と連動したＰＲなど、安定的な販売体制を確立す

る必要があります。る必要があります。

○国際市況の変動に適応する漁業経営と生産・流通体制の確立及び新たな経営形態を○国際市況の変動に適応する漁業経営と生産・流通体制の確立及び新たな経営形態を

構築する必要があります。構築する必要があります。

○食の安全安心への関心の高まりや世界的な水産物需要の増大などにより、流通・販○食の安全安心への関心の高まりや世界的な水産物需要の増大などにより、流通・販

売における衛生管理が生産者にも求められています。売における衛生管理が生産者にも求められています。

○特産物を活かした新たな製品開発を促進する必要があります。○特産物を活かした新たな製品開発を促進する必要があります。

○今後も正組合員の減少が予測され、後継者や就業者を確保する対策が必要となって○今後も正組合員の減少が予測され、後継者や就業者を確保する対策が必要となって

います。います。

○海難事故防止と救難体制を強化する必要があります。○海難事故防止と救難体制を強化する必要があります。

課　　　題課　　　題
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○計画的な増養殖と適正な資源管理を行い、試験研究機関との連携による増養殖技術○計画的な増養殖と適正な資源管理を行い、試験研究機関との連携による増養殖技術

を確立する必要があります。を確立する必要があります。

○新たな漁業資源の研究開発、資源状況の把握と漁場調査を推進する必要がありま○新たな漁業資源の研究開発、資源状況の把握と漁場調査を推進する必要がありま

す。す。

○衛生管理の強化と安定的な生産・販売体制の確立○衛生管理の強化と安定的な生産・販売体制の確立

○経営安定化対策の推進○経営安定化対策の推進

○特産物の研究開発の促進○特産物の研究開発の促進

○担い手育成対策の推進○担い手育成対策の推進

○海難事故防止と救難体制の強化○海難事故防止と救難体制の強化

○増養殖技術の確立○増養殖技術の確立

○漁業資源の研究開発と関連施設の整備促進○漁業資源の研究開発と関連施設の整備促進

主主  要要  施施  策策

【生産基盤整備】【生産基盤整備】２－３－２２－３－２

現　　　状現　　　状

○サロマ湖第１・第２湖口の整備促進が求められています。○サロマ湖第１・第２湖口の整備促進が求められています。

○富武士漁港は、漁港整備事業が進められていますが、衛生管理や鮮度保持された水○富武士漁港は、漁港整備事業が進められていますが、衛生管理や鮮度保持された水

産物の安定供給が求められています。産物の安定供給が求められています。

○漁業関連施設の整備経費や維持管理経費などの一部を地元漁業者が負担していま○漁業関連施設の整備経費や維持管理経費などの一部を地元漁業者が負担していま

す。す。

○漁港施設内での作業環境の改善に対する改修工事や補修などの早期実施が望まれて○漁港施設内での作業環境の改善に対する改修工事や補修などの早期実施が望まれて

います。います。
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○サロマ湖の環境保全については、専門委員会や地域協議会で調査方法が検討され、○サロマ湖の環境保全については、専門委員会や地域協議会で調査方法が検討され、

計画に基づく環境調査などが実施されています。計画に基づく環境調査などが実施されています。

○汚水や土砂の流入、魚介類の排せつ物などにより、サロマ湖内の中央底層部には、○汚水や土砂の流入、魚介類の排せつ物などにより、サロマ湖内の中央底層部には、

夏期に低酸素層の出現が見られ、養殖漁業に影響を与えています。夏期に低酸素層の出現が見られ、養殖漁業に影響を与えています。

○水産廃棄物の一部は、たい肥化施設で有効活用に向け処理されていますが、今後も○水産廃棄物の一部は、たい肥化施設で有効活用に向け処理されていますが、今後も

永続的に処理・活用されるための技術の確立が求められています。永続的に処理・活用されるための技術の確立が求められています。

○サロマ湖環境保全の推進○サロマ湖環境保全の推進

○水産廃棄物の適正処理○水産廃棄物の適正処理

課　　　題課　　　題

主主  要要  施施  策策

【環境保全】【環境保全】２－３－３２－３－３

現　　　状現　　　状

○環境保全調査結果を踏まえながら、必要に応じて継続的調査や実証試験など、サロ○環境保全調査結果を踏まえながら、必要に応じて継続的調査や実証試験など、サロ

マ湖の水質保全と環境に配慮した取り組みを行っていく必要があります。マ湖の水質保全と環境に配慮した取り組みを行っていく必要があります。

○環境に配慮した汚水処理施設の整備を図る必要があります。○環境に配慮した汚水処理施設の整備を図る必要があります。

○漁港・漁場整備の拡充○漁港・漁場整備の拡充

○漁業関連施設の整備充実○漁業関連施設の整備充実

主主  要要  施施  策策

○サロマ湖第１湖口の漂砂対策や第２湖口と合わせた湖内の海水交換を促進する必要○サロマ湖第１湖口の漂砂対策や第２湖口と合わせた湖内の海水交換を促進する必要

があります。があります。

○係留施設・用地等の拡張、港内の静穏対策や水質の浄化、屋根付き岸壁等の整備が○係留施設・用地等の拡張、港内の静穏対策や水質の浄化、屋根付き岸壁等の整備が

必要となっています。必要となっています。

○漁業関連施設の整備・改修の早期実施と維持管理経費に対する支援が求められてい○漁業関連施設の整備・改修の早期実施と維持管理経費に対する支援が求められてい

ます。ます。

○地球温暖化による海面上昇や自然災害等に耐えうる漁港施設の整備と海水温の変化○地球温暖化による海面上昇や自然災害等に耐えうる漁港施設の整備と海水温の変化

に適応する水産資源の開発が求められています。に適応する水産資源の開発が求められています。

課　　　題課　　　題

○地球温暖化に伴う水産資源や漁港施設への影響が懸念されています。○地球温暖化に伴う水産資源や漁港施設への影響が懸念されています。
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○商店街の環境整備に努め、活性化を図る必要があります。○商店街の環境整備に努め、活性化を図る必要があります。

○消費流出の防止対策やインターネットなどの情報発信を充実させ、町内での購買力○消費流出の防止対策やインターネットなどの情報発信を充実させ、町内での購買力

を高める必要があります。を高める必要があります。

○公共交通機関を整備し、商店街への誘導を図る必要があります。○公共交通機関を整備し、商店街への誘導を図る必要があります。

○消費者アンケートなどを実施し、消費者ニーズを把握する必要があります。○消費者アンケートなどを実施し、消費者ニーズを把握する必要があります。

【商店街の活性化】【商店街の活性化】２－４－１２－４－１

○人口の減少や近隣市町への道路網の整備、ネット販売などにより購買力が低下して○人口の減少や近隣市町への道路網の整備、ネット販売などにより購買力が低下して

います。います。

○経営者の高齢化や後継者不足により空き店舗が増え、商店街の魅力が低下していま○経営者の高齢化や後継者不足により空き店舗が増え、商店街の魅力が低下していま

す。す。

○消費者ニーズが多様化しています。○消費者ニーズが多様化しています。

○商店街振興協同組合は、商品券の発行やカード事業に取り組んでいます。○商店街振興協同組合は、商品券の発行やカード事業に取り組んでいます。

○商工会は、抽選券やプレミアム付きの商品券を発行し、町内消費の促進に取り組ん○商工会は、抽選券やプレミアム付きの商品券を発行し、町内消費の促進に取り組ん

でいます。でいます。

現　　　状現　　　状

課　　　題課　　　題

○消費者サービスの向上○消費者サービスの向上

○商店街活性化対策の推進○商店街活性化対策の推進

○商店街の環境整備○商店街の環境整備

主主  要要  施施  策策

商工業商工業２－４２－４

（施策の展開方針）（施策の展開方針）

消費者ニーズに対応した商店街の環境整備を行うとともに、情報発信の充実とサービ消費者ニーズに対応した商店街の環境整備を行うとともに、情報発信の充実とサービ

スの向上を図り、魅力と活気のある商店街をめざします。スの向上を図り、魅力と活気のある商店街をめざします。

　地場産業との連携による事業展開や経営相談・支援などにより、経営体質の強化を図　地場産業との連携による事業展開や経営相談・支援などにより、経営体質の強化を図

り、安定した商工業の発展をめざします。り、安定した商工業の発展をめざします。
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○町内建設業の振興と雇用の安定化を図る必要があります。○町内建設業の振興と雇用の安定化を図る必要があります。

○地域資源を活用した新商品の開発、新産業の創造や新分野への進出などの展開を図○地域資源を活用した新商品の開発、新産業の創造や新分野への進出などの展開を図

る必要があります。る必要があります。

○経営形態の抜本的見直しや融資制度を活用し、経営体質を強化していく必要があり○経営形態の抜本的見直しや融資制度を活用し、経営体質を強化していく必要があり

ます。ます。

○町民に向けた広報活動の促進と会員事業所間の連携体制の強化を図る必要がありま○町民に向けた広報活動の促進と会員事業所間の連携体制の強化を図る必要がありま

す。す。

○経営相談に対する指導体制の充実と後継者育成が必要となっています。○経営相談に対する指導体制の充実と後継者育成が必要となっています。

【中小企業の振興】【中小企業の振興】２－４－２２－４－２

○公共事業の縮減により建設業が低迷しています。○公共事業の縮減により建設業が低迷しています。

○原油価格の変動、資材や仕入れ価格の高とうによりコストが嵩み、経営を圧迫して○原油価格の変動、資材や仕入れ価格の高とうによりコストが嵩み、経営を圧迫して

います。います。

○町内建設業の活性化のため、「サロマお住まいおまかせ隊」を結成し、町内事業者○町内建設業の活性化のため、「サロマお住まいおまかせ隊」を結成し、町内事業者

の利用を呼びかけています。の利用を呼びかけています。

現　　　状現　　　状

課　　　題課　　　題

○地場企業の育成強化○地場企業の育成強化

○農・商・工、企業間連携事業の推進○農・商・工、企業間連携事業の推進

○振興資金貸付制度の充実○振興資金貸付制度の充実

○地域資源活性化事業の推進○地域資源活性化事業の推進

○企業振興対策の充実○企業振興対策の充実

○経営指導体制強化の促進○経営指導体制強化の促進

○担い手育成対策の推進○担い手育成対策の推進

主主  要要  施施  策策
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観光観光２－５２－５

（施策の展開方針）（施策の展開方針）

　「森と湖のまち」の豊かな自然を活用した新たな観光体系の確立と他産業や広域での　「森と湖のまち」の豊かな自然を活用した新たな観光体系の確立と他産業や広域での

連携による観光の推進を図るとともに、自然と調和した観光施設の充実と観光資源の保連携による観光の推進を図るとともに、自然と調和した観光施設の充実と観光資源の保

護に努め、魅力ある観光地づくりをめざします。護に努め、魅力ある観光地づくりをめざします。

【観光の振興】【観光の振興】２－５－１２－５－１

○一次産業と商工観光業との連携による、環境保全と時代のニーズに適応した観光が○一次産業と商工観光業との連携による、環境保全と時代のニーズに適応した観光が

求められています。求められています。

○特産品のＰＲや地域資源を活用した新たな商品開発など、民間主導の取り組みが必○特産品のＰＲや地域資源を活用した新たな商品開発など、民間主導の取り組みが必

要となっています。要となっています。

○物産館「みのり」は、サロマ湖観光の拠点施設としての充実が求められています。○物産館「みのり」は、サロマ湖観光の拠点施設としての充実が求められています。

○観光事業の核となる宿泊施設の確保対策が必要となっています。○観光事業の核となる宿泊施設の確保対策が必要となっています。

○全町一体となった観光客への対応が求められています。○全町一体となった観光客への対応が求められています。

○サロマ湖を中心とした観光振興に取り組んでいますが、生産湖であるため景観によ○サロマ湖を中心とした観光振興に取り組んでいますが、生産湖であるため景観によ

る観光が主となっています。る観光が主となっています。

○サロマ湖を擁する１市２町で「サロマ湖観光物産振興協議会」を組織し、広域観光○サロマ湖を擁する１市２町で「サロマ湖観光物産振興協議会」を組織し、広域観光

物産事業に取り組んでいます。物産事業に取り組んでいます。

○「佐呂間町観光物産協会」を組織し、観光物産事業に取り組んでいます。○「佐呂間町観光物産協会」を組織し、観光物産事業に取り組んでいます。

○「シンデレラ夢まつり」・「サロマ大収穫祭」が、町内外から集客できるイベント○「シンデレラ夢まつり」・「サロマ大収穫祭」が、町内外から集客できるイベント

として定着しています。として定着しています。

○観光関連施設は、景気の低迷により大きな影響を受けています。○観光関連施設は、景気の低迷により大きな影響を受けています。

○観光パンフレットやインターネットなどにより観光情報を発信しています。○観光パンフレットやインターネットなどにより観光情報を発信しています。

現　　　状現　　　状

課　　　題課　　　題

○体験・滞在型観光の推進○体験・滞在型観光の推進

○サロマ湖周辺と広域観光の推進○サロマ湖周辺と広域観光の推進

○観光資源の保護と有効活用○観光資源の保護と有効活用

○観光ＰＲと物産振興の充実○観光ＰＲと物産振興の充実

○観光物産協会の体制充実○観光物産協会の体制充実

主主  要要  施施  策策
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○サロマ湖と周辺の森林を活用した展望台や遊歩道などを整備していますが、老朽化○サロマ湖と周辺の森林を活用した展望台や遊歩道などを整備していますが、老朽化

による景観への影響と倒木などによる施設破損が懸念されています。による景観への影響と倒木などによる施設破損が懸念されています。

○サロマ湖展望台連絡道路の整備要望が、アンケートで多く求められています。○サロマ湖展望台連絡道路の整備要望が、アンケートで多く求められています。

○物産館「みのり」は、経年により施設や設備の改修が増えています。○物産館「みのり」は、経年により施設や設備の改修が増えています。

【環境整備】【環境整備】２－５－２２－５－２

現　　　状現　　　状

○キムアネップ岬などの観光施設の魅力を発信するとともに、老朽化した施設の適正○キムアネップ岬などの観光施設の魅力を発信するとともに、老朽化した施設の適正

な維持管理を図る必要があります。な維持管理を図る必要があります。

○サロマ湖展望台連絡道路の改良整備や通行規制を検討する必要があります。○サロマ湖展望台連絡道路の改良整備や通行規制を検討する必要があります。

○物産館「みのり」は、指定管理者制度により管理運営を行っていますが、サロマ湖○物産館「みのり」は、指定管理者制度により管理運営を行っていますが、サロマ湖

　観光の拠点であることから、施設の充実を図る必要があります。　観光の拠点であることから、施設の充実を図る必要があります。

課　　　題課　　　題

主主  要要  施施  策策

○観光関連施設の維持○観光関連施設の維持 ・・ 整備整備
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○自然保護地域の保全○自然保護地域の保全

○自然公園施設の再整備○自然公園施設の再整備

○自然保護意識の啓もう○自然保護意識の啓もう

主主  要要  施施  策策

○キムアネップ岬の原生植物の保護を行っていますが、年々植生が悪くなっていま○キムアネップ岬の原生植物の保護を行っていますが、年々植生が悪くなっていま

す。す。

○サロマ湖は、ラムサール条約○サロマ湖は、ラムサール条約※１※１の登録候補地となっていますが、現在は未登録との登録候補地となっていますが、現在は未登録と

　なっています。　なっています。

【自然保護】【自然保護】２－５－３２－５－３

現　　　状現　　　状

※１※１ラムサール条約：水鳥を食物連鎖の頂点とする湿地の生態系を守ることを目的とした湿地の保存に関する国際条約。ラムサール条約：水鳥を食物連鎖の頂点とする湿地の生態系を守ることを目的とした湿地の保存に関する国際条約。

○サンゴ草をはじめとする原生植物の植生維持に努める必要があります。○サンゴ草をはじめとする原生植物の植生維持に努める必要があります。

○漁業関係者との綿密な調整を図り、ラムサール条約登録地として検討する必要があ○漁業関係者との綿密な調整を図り、ラムサール条約登録地として検討する必要があ

　ります。　ります。

課　　　題課　　　題
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○公共投資の縮減、原油・資材の高とう、企業の経営不振など、雇用環境は極めて厳○公共投資の縮減、原油・資材の高とう、企業の経営不振など、雇用環境は極めて厳

しい状況にあります。しい状況にあります。

○新たな通年雇用促進支援事業がスタートしましたが、季節労働者の雇用環境は改善○新たな通年雇用促進支援事業がスタートしましたが、季節労働者の雇用環境は改善

されていない状況にあります。されていない状況にあります。

【雇用環境】【雇用環境】２－６－１２－６－１

現　　　状現　　　状

課　　　題課　　　題

○地域資源を活用した新産業の創出と雇用の場の維持と確保が必要とされています。○地域資源を活用した新産業の創出と雇用の場の維持と確保が必要とされています。

○産業経験者や有資格者など、地域内の人材の活用と技術を伝承する場を確保する必○産業経験者や有資格者など、地域内の人材の活用と技術を伝承する場を確保する必

　要があります。　要があります。

○既存産業における労働力の季節的需要に変動が大きく、通年雇用と調整を図る必要○既存産業における労働力の季節的需要に変動が大きく、通年雇用と調整を図る必要

　があります。　があります。

雇用環境雇用環境２－６２－６

（施策の展開方針）（施策の展開方針）

　地域内の産業資源や産業経験者、有資格者などの人材を活用した雇用の場の創設とと　地域内の産業資源や産業経験者、有資格者などの人材を活用した雇用の場の創設とと

もに、既存企業の活性化による雇用の確保をめざします。もに、既存企業の活性化による雇用の確保をめざします。

○雇用の場の創出○雇用の場の創出

○既存企業の活性化対策の促進○既存企業の活性化対策の促進

○雇用対策の促進○雇用対策の促進

主主  要要  施施  策策
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（施策の展開方針）（施策の展開方針）

関係機関連携のもと、各分野にわたる地域福祉を推進し、誰もが安全で安心してくら関係機関連携のもと、各分野にわたる地域福祉を推進し、誰もが安全で安心してくら

せる共助の社会をめざします。せる共助の社会をめざします。

　地域におけるボランティアなど小地域福祉活動の活性化に努め、親切で思いやりのあ　地域におけるボランティアなど小地域福祉活動の活性化に努め、親切で思いやりのあ

るネットワーク社会をめざします。るネットワーク社会をめざします。

地域福祉地域福祉３－１３－１

【地域福祉活動】【地域福祉活動】３－１－１３－１－１

○町と福祉関係機関が連携のもと、各分野にわたり地域福祉活動を推進しています。○町と福祉関係機関が連携のもと、各分野にわたり地域福祉活動を推進しています。

○ボランティア連絡協議会を中心に、ボランティア活動の推進と意識の啓発に努めて○ボランティア連絡協議会を中心に、ボランティア活動の推進と意識の啓発に努めて

います。います。

○ボランティア活動は、個人ボランティアをはじめ学校、団体、職域等幅広い活動が○ボランティア活動は、個人ボランティアをはじめ学校、団体、職域等幅広い活動が

積極的に展開されています。積極的に展開されています。

○各福祉団体においては、加入者の減少や固定化により活動の停滞が危惧されていま○各福祉団体においては、加入者の減少や固定化により活動の停滞が危惧されていま

す。す。

○人口の減少や高齢により、地域主体の取り組みに進展が見られない地域がありま○人口の減少や高齢により、地域主体の取り組みに進展が見られない地域がありま

す。す。

現　　　状現　　　状

～ふれあいとやすらぎのある社会をめざして～～ふれあいとやすらぎのある社会をめざして～

社会福祉社会福祉３３

○絆を深め、やさしい福祉のまちづくりをめざします○絆を深め、やさしい福祉のまちづくりをめざします

○生きがいをもち健やかにくらせるまちづくりをめざします○生きがいをもち健やかにくらせるまちづくりをめざします

○地域ぐるみの子育て支援を推進します○地域ぐるみの子育て支援を推進します

○福祉・介護・保健・医療が一体となった施策の展開をめざします○福祉・介護・保健・医療が一体となった施策の展開をめざします

基 

本 

目 

標



基
本
構
想

施
策
の
体
系

ま
ち
づ
く
り

産
業
振
興

社
会
福
祉

教
育
文
化

資
料
編

4th SAROMA MASTER PLAN4th SAROMA MASTER PLAN 6161

○要援護世帯の把握と援護の実施○要援護世帯の把握と援護の実施

1-1-11-1-1　町民憲章　町民憲章

○民生・児童委員活動に加え、自治会の協力により要援護世帯の把握に努める必要が○民生・児童委員活動に加え、自治会の協力により要援護世帯の把握に努める必要が

あります。あります。

○要援護世帯の就労援助指導を強化する必要があります。○要援護世帯の就労援助指導を強化する必要があります。

○相談指導専門員等の配置と継続した支援により、相談指導援助体制の強化を図る必○相談指導専門員等の配置と継続した支援により、相談指導援助体制の強化を図る必

　要があります。　要があります。

【低所得者福祉】【低所得者福祉】３－１－３－１－ 22

現　　　状現　　　状

課　　　題課　　　題

主主  要要  施施  策策

○町内の生活保護受給者数は、年々増加の傾向にあります。○町内の生活保護受給者数は、年々増加の傾向にあります。

○高齢者や母子家庭等から、医療費や教育費負担などを要因とした生活困窮の相談が○高齢者や母子家庭等から、医療費や教育費負担などを要因とした生活困窮の相談が

増加しています。増加しています。

○要援護世帯については、各地域の民生委員をはじめ学校や関係機関が連携し、生活○要援護世帯については、各地域の民生委員をはじめ学校や関係機関が連携し、生活

実態の把握に努めています。実態の把握に努めています。

○長期的視野に立った社会福祉事業の推進○長期的視野に立った社会福祉事業の推進

○安全安心な福祉のまちづくりの推進○安全安心な福祉のまちづくりの推進

主主  要要  施施  策策

○長期的視野に立った社会福祉事業を推進する必要があります。○長期的視野に立った社会福祉事業を推進する必要があります。

○福祉相談支援体制の充実を図る必要があります。○福祉相談支援体制の充実を図る必要があります。

○「安全安心な福祉のまちづくり」を推進する必要があります。○「安全安心な福祉のまちづくり」を推進する必要があります。

○地域ボランティアの活性化と継続支援に努める必要があります。○地域ボランティアの活性化と継続支援に努める必要があります。

○ボランティア教育を推進し、おもいやりのあるまちづくりを進める必要がありま○ボランティア教育を推進し、おもいやりのあるまちづくりを進める必要がありま

す。す。

○小地域福祉活動を育成するための支援を行う必要があります。○小地域福祉活動を育成するための支援を行う必要があります。

○福祉団体への加入促進と組織強化のための支援を行う必要があります。○福祉団体への加入促進と組織強化のための支援を行う必要があります。

課　　　題課　　　題
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○医療保険制度の改正については、住民や加入者が理解しやすい周知と的確な対応が○医療保険制度の改正については、住民や加入者が理解しやすい周知と的確な対応が

求められています。求められています。

○国民健康保険事業における健康診査や各種検診の積極的な受診を勧奨し、病気の早○国民健康保険事業における健康診査や各種検診の積極的な受診を勧奨し、病気の早

期発見・治療を促進する必要があります。期発見・治療を促進する必要があります。

○適正な税率の算定により、国民健康保険会計の健全化に努める必要があります。○適正な税率の算定により、国民健康保険会計の健全化に努める必要があります。

○北海道医療給付事業にかかる町単独助成については、制度改正や財政状況を見据え○北海道医療給付事業にかかる町単独助成については、制度改正や財政状況を見据え

　ながら充実強化を図る必要があります。　ながら充実強化を図る必要があります。

○「後期高齢者医療制度」や○「後期高齢者医療制度」や  「特定健康診査「特定健康診査※１※１・特定保健指導・特定保健指導※２※２」など、医療制度」など、医療制度

全般にわたり大きく変化しています。全般にわたり大きく変化しています。

○国民健康保険事業は、高額医療費が増加傾向にあります。○国民健康保険事業は、高額医療費が増加傾向にあります。

○国民健康保険税の平準化により、加入者負担の公平化に努めています。○国民健康保険税の平準化により、加入者負担の公平化に努めています。

○国民健康保険税の未納による被保険者証の資格証、短期証対象者が増加傾向にあり○国民健康保険税の未納による被保険者証の資格証、短期証対象者が増加傾向にあり

ます。ます。

○北海道医療給付事業における乳幼児等医療については、町単独により助成対象年齢○北海道医療給付事業における乳幼児等医療については、町単独により助成対象年齢

　の引き上げ等を行っています。　の引き上げ等を行っています。

【社会保障（医療保険関係）】【社会保障（医療保険関係）】３－１－３３－１－３

現　　　状現　　　状

課　　　題課　　　題

【【社会保障（介護保険関係）】社会保障（介護保険関係）】３－１－４３－１－４

現　　　状現　　　状

○介護保険制度は、老後の安心を支える制度として普及、定着しています。○介護保険制度は、老後の安心を支える制度として普及、定着しています。

○サービス利用者の増加とともに介護保険給付費が年々増加しています。○サービス利用者の増加とともに介護保険給付費が年々増加しています。

○要介護認定者が増加し、特に軽度の認定者が大半を占めている状況にあります。○要介護認定者が増加し、特に軽度の認定者が大半を占めている状況にあります。

○介護予防に重点をおいたサービスの提供が行われています。○介護予防に重点をおいたサービスの提供が行われています。

○国保会計の健全化と税負担の公平化○国保会計の健全化と税負担の公平化

○福祉医療制度の充実○福祉医療制度の充実

主主  要要  施施  策策

※１※１特定健康診査：平成２０年度から医療保険者単位で実施されている、内蔵脂肪型肥満に着目した健康診査。特定健康診査：平成２０年度から医療保険者単位で実施されている、内蔵脂肪型肥満に着目した健康診査。

※２※２特定保健指導：特定健康診査で、メタボリックシンドローム（内蔵脂肪症候群）の該当者または予備群と判断された方特定保健指導：特定健康診査で、メタボリックシンドローム（内蔵脂肪症候群）の該当者または予備群と判断された方

　に対して行う保健指導。　に対して行う保健指導。
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課　　　題課　　　題

○要介護者及び要支援者のニーズに対応したサービスの提供に努める必要があります。○要介護者及び要支援者のニーズに対応したサービスの提供に努める必要があります。

○要介護及び要支援状態になることを予防するためのサービスの提供に努める必要が○要介護及び要支援状態になることを予防するためのサービスの提供に努める必要が

あります。あります。

○適切な介護サービスの確保と給付に基づき、適正な保険料率の算定による介護保険○適切な介護サービスの確保と給付に基づき、適正な保険料率の算定による介護保険

事業の健全化に努める必要があります。事業の健全化に努める必要があります。

○介護予防サービスの充実○介護予防サービスの充実

○介護保険会計の健全化○介護保険会計の健全化

主主  要要  施施  策策
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○高齢者の在宅生活を支援するため、各種サービス事業等の充実に努める必要があり○高齢者の在宅生活を支援するため、各種サービス事業等の充実に努める必要があり

ます。ます。

○ひとりぐらし高齢者の安否確認や認知症高齢者のサポートなど、地域における見守○ひとりぐらし高齢者の安否確認や認知症高齢者のサポートなど、地域における見守

り体制の充実に努める必要があります。り体制の充実に努める必要があります。

○高齢者の通院や買い物等の足を確保するため、地域交通体系を整備する必要があり○高齢者の通院や買い物等の足を確保するため、地域交通体系を整備する必要があり

ます。ます。

○福祉路線の除雪をはじめとする冬期間や災害時における高齢者世帯の安全確保に努○福祉路線の除雪をはじめとする冬期間や災害時における高齢者世帯の安全確保に努

める必要があります。める必要があります。

○高齢者の被害防止対策として、悪質訪問販売対策ネットワーク等の強化に努める必○高齢者の被害防止対策として、悪質訪問販売対策ネットワーク等の強化に努める必

　要があります。　要があります。

○高齢化率は、予測を上回るスピードで上昇しています。○高齢化率は、予測を上回るスピードで上昇しています。

○６５歳以上の高齢者ひとりぐらしや夫婦世帯が増加しています。○６５歳以上の高齢者ひとりぐらしや夫婦世帯が増加しています。

○８０歳以上の高齢者ひとりぐらしや夫婦世帯の在宅生活に支援を必要とする世帯が○８０歳以上の高齢者ひとりぐらしや夫婦世帯の在宅生活に支援を必要とする世帯が

増加しています。増加しています。

○市街地以外に居住する高齢者も多く、通院や冬期間の除雪対策など、福祉サービス○市街地以外に居住する高齢者も多く、通院や冬期間の除雪対策など、福祉サービス

を受ける世帯が増加しています。を受ける世帯が増加しています。

○認知症を有する在宅の要介護認定者が増加しています。○認知症を有する在宅の要介護認定者が増加しています。

○各地域において認知症サポーターを養成しています。○各地域において認知症サポーターを養成しています。

○地域生活支援体制の推進○地域生活支援体制の推進

○認知症高齢者等の支援対策の充実○認知症高齢者等の支援対策の充実

【在宅支援】【在宅支援】３－２－１３－２－１

現　　　状現　　　状

課　　　題課　　　題

主主  要要  施施  策策

高齢者福祉高齢者福祉３－２３－２

（施策の展開方針）（施策の展開方針）

高齢者の積極的な社会参加を促し、高齢者が生きがいをもち健やかにくらせる地域社高齢者の積極的な社会参加を促し、高齢者が生きがいをもち健やかにくらせる地域社

会をめざします。会をめざします。

　高齢者の生活を支援するための介護など各種サービスの提供と地域におけるサポート　高齢者の生活を支援するための介護など各種サービスの提供と地域におけるサポート

体制の充実に努め、高齢者が安心してくらせる地域社会をめざします。体制の充実に努め、高齢者が安心してくらせる地域社会をめざします。
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○老人クラブへの加入促進と連合会事業への支援を行う必要があります。○老人クラブへの加入促進と連合会事業への支援を行う必要があります。

○同好サークルが行う趣味・スポーツ活動に対し、支援を行う必要があります。○同好サークルが行う趣味・スポーツ活動に対し、支援を行う必要があります。

○世代間交流を推進する必要があります。○世代間交流を推進する必要があります。

○趣味の多様化により、同好サークルは活発な活動を行っていますが、老人クラブへ○趣味の多様化により、同好サークルは活発な活動を行っていますが、老人クラブへ

の新規加入者が減少している状況にあります。の新規加入者が減少している状況にあります。

○ボランティア活動や異世代交流事業など、高齢者が主体的に取り組む事業が行われ○ボランティア活動や異世代交流事業など、高齢者が主体的に取り組む事業が行われ

ています。ています。

○高齢者の多くは、作業可能な仕事をボランティア活動として行っている状況にあり○高齢者の多くは、作業可能な仕事をボランティア活動として行っている状況にあり

　ます。　ます。

○積極的な社会参加の促進と支援○積極的な社会参加の促進と支援

【生きがい対策】【生きがい対策】３－２－２３－２－２

現　　　状現　　　状

課　　　題課　　　題

主主  要要  施施  策策

○高齢者低家賃集合住宅の整備が求められています。○高齢者低家賃集合住宅の整備が求められています。

○老人福祉センターの利用促進と施設の計画的な整備に努める必要があります。○老人福祉センターの利用促進と施設の計画的な整備に努める必要があります。

○老人アパートは、狭小な居室スペースやバリアフリー構造でないことから、高齢者○老人アパートは、狭小な居室スペースやバリアフリー構造でないことから、高齢者

が入居しずらい状況となっています。が入居しずらい状況となっています。

○老人福祉センターは、老人クラブや寿大学サークル活動など、高齢者の活動拠点と○老人福祉センターは、老人クラブや寿大学サークル活動など、高齢者の活動拠点と

して利用されています。して利用されています。

○高齢者の居住環境の整備充実○高齢者の居住環境の整備充実

○高齢者福祉施設の適切な維持管理運営○高齢者福祉施設の適切な維持管理運営

【高齢者福祉施設】【高齢者福祉施設】３－２－３３－２－３

現　　　状現　　　状

課　　　題課　　　題

主主  要要  施施  策策
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○地域包括支援センターにおける介護予防や包括的支援など、各種事業の確立と住民○地域包括支援センターにおける介護予防や包括的支援など、各種事業の確立と住民

に対する普及、啓発に努める必要があります。に対する普及、啓発に努める必要があります。

○特別養護老人ホームは、施設の増床や運営方法（民間への委託や経営移譲、又は業○特別養護老人ホームは、施設の増床や運営方法（民間への委託や経営移譲、又は業

務の一部民営化など）を検討し、独立採算を基本とした健全経営に努める必要があ務の一部民営化など）を検討し、独立採算を基本とした健全経営に努める必要があ

ります。ります。

【介護体制】【介護体制】３－２－４３－２－４

現　　　状現　　　状

○地域包括支援センターでは、高齢者を介護・福祉・医療など、さまざまな面から支○地域包括支援センターでは、高齢者を介護・福祉・医療など、さまざまな面から支

援するため、「地域支援事業」を行っています。援するため、「地域支援事業」を行っています。

○在宅介護支援センターでは、各種介護・福祉サービスを行っています。○在宅介護支援センターでは、各種介護・福祉サービスを行っています。

○町内の介護サービス施設は、介護療養型医療施設と介護老人福祉施設の２施設と○町内の介護サービス施設は、介護療養型医療施設と介護老人福祉施設の２施設と

なっています。なっています。

○民間事業所によるグループホーム２施設が運営されています。○民間事業所によるグループホーム２施設が運営されています。

○町内の在宅介護サービスは、居宅介護支援や訪問介護をはじめ町と民間事業所によ○町内の在宅介護サービスは、居宅介護支援や訪問介護をはじめ町と民間事業所によ

る各種サービスを行っています。る各種サービスを行っています。

課　　　題課　　　題

○高齢者の実態把握及び対応の充実○高齢者の実態把握及び対応の充実

○特別養護老人ホームの施設整備と民営化の推進○特別養護老人ホームの施設整備と民営化の推進

主主  要要  施施  策策
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（（施策の展開方針）施策の展開方針）

　障がい者が自立した生活を営みながら自己実現できるよう、地域で互いに支え合う体　障がい者が自立した生活を営みながら自己実現できるよう、地域で互いに支え合う体

制づくりを推進し、誰もが安心してくらせる地域社会をめざします。制づくりを推進し、誰もが安心してくらせる地域社会をめざします。

○自立した社会生活を営むための体制づくりの推進○自立した社会生活を営むための体制づくりの推進

主主  要要  施施  策策

○障がい者に対する通院費など、各種扶助制度の充実が求められています。○障がい者に対する通院費など、各種扶助制度の充実が求められています。

○障がい者雇用の事業所ＰＲと雇用の場の確保に努める必要があります。○障がい者雇用の事業所ＰＲと雇用の場の確保に努める必要があります。

○障がい者相談センターや体験就労など、障がい者が社会復帰するための支援体制を○障がい者相談センターや体験就労など、障がい者が社会復帰するための支援体制を

　充実させる必要があります。　充実させる必要があります。

課　　　題課　　　題

障がい者福祉障がい者福祉３－３３－３

【障がい者福祉】【障がい者福祉】３－３－１３－３－１

現　　　状現　　　状

○各種障がい手帳交付者数は、年々増加している状況にあります。○各種障がい手帳交付者数は、年々増加している状況にあります。

○障がい者の地域自立のため、各種サービスや相談支援体制を整備していますが、障○障がい者の地域自立のため、各種サービスや相談支援体制を整備していますが、障

がい者やその家族の多くは、将来的な生活不安を抱えている状況にあります。がい者やその家族の多くは、将来的な生活不安を抱えている状況にあります。

○障がい者の定期的な通院に対する交通費の助成や地域で安心して生活をおくるため○障がい者の定期的な通院に対する交通費の助成や地域で安心して生活をおくるため

の相談支援事業（ＮＰＯ法人の相談支援事業（ＮＰＯ法人※１※１委託）を行っています。委託）を行っています。

○障がい者団体への加入が少ない状況にあります。○障がい者団体への加入が少ない状況にあります。

○就労体系の変化により、障がい者の雇用条件は悪化している状況にあります。○就労体系の変化により、障がい者の雇用条件は悪化している状況にあります。

※１※１ＮＰＯ（法人）：ボランティア的な労働力で運営を行う非営利団体。ＮＰＯ法人は、そうした活動を行いやすくするよＮＰＯ（法人）：ボランティア的な労働力で運営を行う非営利団体。ＮＰＯ法人は、そうした活動を行いやすくするよ

　う、法人格を取得したＮＰＯのこと。　う、法人格を取得したＮＰＯのこと。
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○障がい児の早期発見と療育の充実○障がい児の早期発見と療育の充実

主主  要要  施施  策策

○乳幼児健診における障がい児の早期発見と、支援対応を検討する必要があります。○乳幼児健診における障がい児の早期発見と、支援対応を検討する必要があります。

○発達障がい○発達障がい※１※１児にかかる支援困難な事例への対応策を検討する必要があります。児にかかる支援困難な事例への対応策を検討する必要があります。

○障がい児の早期療育のため、関係機関との連携強化に努める必要があります。○障がい児の早期療育のため、関係機関との連携強化に努める必要があります。

課　　　題課　　　題

※１※１発達障がい：乳幼児期から幼児期にかけて現れることの多い、認知、言語、社会性、運動などの障がい。発達障がい：乳幼児期から幼児期にかけて現れることの多い、認知、言語、社会性、運動などの障がい。

【障がい児支援】【障がい児支援】３－３－２３－３－２

現　　　状現　　　状

○乳幼児健診において、小児科医をはじめ各専門員等による障がい児の早期発見に努○乳幼児健診において、小児科医をはじめ各専門員等による障がい児の早期発見に努

めています。めています。

○家庭、保育所、小学校、児童相談所との連携や「佐呂間町発達支援センター」の指○家庭、保育所、小学校、児童相談所との連携や「佐呂間町発達支援センター」の指

定により、障がい児の支援体制を整えています。定により、障がい児の支援体制を整えています。

○子どものことばや情緒に問題を抱えるケースが増えており、ことばの教室や療育相○子どものことばや情緒に問題を抱えるケースが増えており、ことばの教室や療育相

　談機関の利用件数は増加している状況にあります。　談機関の利用件数は増加している状況にあります。
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児童福祉児童福祉３－４３－４

（施策の展開方針）（施策の展開方針）

　次世代を担う子ども達が健やかに成長するよう、地域ぐるみで子育て支援する環境づ　次世代を担う子ども達が健やかに成長するよう、地域ぐるみで子育て支援する環境づ

くりを推進し、将来にわたり安心して子どもを生み育てることのできる地域社会をめざくりを推進し、将来にわたり安心して子どもを生み育てることのできる地域社会をめざ

します。します。

【子育て支援】【子育て支援】３－４－１３－４－１

○子育て支援環境の整備充実○子育て支援環境の整備充実

○子育て支援センターの事業充実○子育て支援センターの事業充実

○放課後児童クラブの充実○放課後児童クラブの充実

主主  要要  施施  策策

○商店など、各事業所内に育児支援設備の整備を促進する必要があります。○商店など、各事業所内に育児支援設備の整備を促進する必要があります。

○民間企業等の職場における子育て支援環境の整備を促進する必要があります。○民間企業等の職場における子育て支援環境の整備を促進する必要があります。

○子育て支援センターの事業充実に努め、より一層の利用者の拡大を図る必要があり○子育て支援センターの事業充実に努め、より一層の利用者の拡大を図る必要があり

ます。ます。

○子育て相談支援体制の充実を図る必要があります。○子育て相談支援体制の充実を図る必要があります。

○親子が交流を図るため、親子ふれあいの機会を創設することが求められています。○親子が交流を図るため、親子ふれあいの機会を創設することが求められています。

○放課後児童クラブの実施が求められています。○放課後児童クラブの実施が求められています。

課　　　題課　　　題

現　　　状現　　　状

○出生数は減少を推移しており、少子化の傾向はさらに強まっています。○出生数は減少を推移しており、少子化の傾向はさらに強まっています。

○子育て支援センターを中心とした子育て支援事業を展開しています。○子育て支援センターを中心とした子育て支援事業を展開しています。

○乳幼児を養育する母親等の外出支援として、佐呂間保育所内において一時保育事業○乳幼児を養育する母親等の外出支援として、佐呂間保育所内において一時保育事業

を実施しています。を実施しています。

○町内の子育て支援情報を掲載した「子育て支援マップ」の作成や主要公共施設内に○町内の子育て支援情報を掲載した「子育て支援マップ」の作成や主要公共施設内に

ベビーシートの設置を行っています。ベビーシートの設置を行っています。

○児童館は、少子化の影響により利用者数が減少している状況にあります。○児童館は、少子化の影響により利用者数が減少している状況にあります。

○児童館では、就労等で保護者が家庭にいない状況にある児童を対象とした「ランド○児童館では、就労等で保護者が家庭にいない状況にある児童を対象とした「ランド

セル通所」を実施しています。セル通所」を実施しています。
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○保育所は常設１ヶ所、へき地２ヶ所（若佐・浜佐呂間）を運営していますが、浜佐○保育所は常設１ヶ所、へき地２ヶ所（若佐・浜佐呂間）を運営していますが、浜佐

呂間保育所における入所児童の減少が懸念されています。呂間保育所における入所児童の減少が懸念されています。

○社会状況や保護者の子育て環境の変化により、子どもの生活習慣がみだれている状○社会状況や保護者の子育て環境の変化により、子どもの生活習慣がみだれている状

況にあります。況にあります。

○発達障がい児等に対する指導は、関係部署及び「遠軽町母子通園センター」との連○発達障がい児等に対する指導は、関係部署及び「遠軽町母子通園センター」との連

　携により行っています。　携により行っています。

【児童福祉施設（保育所）】【児童福祉施設（保育所）】３－４－２３－４－２

現　　　状現　　　状

○保育体制の充実強化を図る必要があります。○保育体制の充実強化を図る必要があります。

○発達障がい児等に対する保育体制の充実を図る必要があります。○発達障がい児等に対する保育体制の充実を図る必要があります。

○保護者との連携を密にし、家庭における子育て支援を図る必要があります。○保護者との連携を密にし、家庭における子育て支援を図る必要があります。

○入学時対策等、小学校との連携を強化する必要があります。○入学時対策等、小学校との連携を強化する必要があります。

課　　　題課　　　題

○保育体制の充実強化○保育体制の充実強化

○保護者及び小学校との連携強化○保護者及び小学校との連携強化

主主  要要  施施  策策
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【要保護児童対策】【要保護児童対策】３－４－４３－４－４

現　　　状現　　　状

○要保護児童対策協議会では、情報の交換と指導協力により、児童虐待の防止、早期○要保護児童対策協議会では、情報の交換と指導協力により、児童虐待の防止、早期

発見・対応に努めています。発見・対応に努めています。

○「児童ぎゃくたいＳＯＳテレホン」など、緊急時の連絡通報体制を整備していま○「児童ぎゃくたいＳＯＳテレホン」など、緊急時の連絡通報体制を整備していま

す。す。

○学校等を通じ虐待防止の啓発に努めています。○学校等を通じ虐待防止の啓発に努めています。

○要保護児童対策協議会の機能強化を図る必要があります。○要保護児童対策協議会の機能強化を図る必要があります。

○継続的な相談支援の実施と体制強化を図る必要があります。○継続的な相談支援の実施と体制強化を図る必要があります。

課　　　題課　　　題

○相談支援体制の充実○相談支援体制の充実

主主  要要  施施  策策

○困っている子どもや世帯の支援○困っている子どもや世帯の支援

主主  要要  施施  策策

○ひとり親世帯の数は、増加している状況にあります。○ひとり親世帯の数は、増加している状況にあります。

○ひとり親世帯の多くは、就労収入のほか各種手当により、生活費を確保している状○ひとり親世帯の多くは、就労収入のほか各種手当により、生活費を確保している状

況にあります。況にあります。

○子どもの進学や母親の就労に対し、○子どもの進学や母親の就労に対し、 貸付金や給付金など、貸付金や給付金など、 ひとり親を支援する各ひとり親を支援する各

　種制度が活用されています。　種制度が活用されています。

【ひとり親家庭支援】【ひとり親家庭支援】３－４－３３－４－３

現　　　状現　　　状

○ひとり親家庭支援資金等の周知やＰＲに努める必要があります。○ひとり親家庭支援資金等の周知やＰＲに努める必要があります。

○生活や就労等の相談支援体制の充実に努める必要があります。○生活や就労等の相談支援体制の充実に努める必要があります。

課　　　題課　　　題
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（施策の展開方針）（施策の展開方針）

各種健診（検診）や保健事業を推進し、町民が自主的に健康づくりに取り組める環境各種健診（検診）や保健事業を推進し、町民が自主的に健康づくりに取り組める環境

づくりをめざします。づくりをめざします。

　誰もが適切な医療を受けられるよう、地元医療の充実と近隣市町村との連携による地　誰もが適切な医療を受けられるよう、地元医療の充実と近隣市町村との連携による地

域医療の確保に努め、生涯にわたり健康で安心してくらせる医療体制づくりをめざしま域医療の確保に努め、生涯にわたり健康で安心してくらせる医療体制づくりをめざしま

す。す。

○各世代における生活習慣病の予防や、高齢者の介護予防を中心とした各種健康教育○各世代における生活習慣病の予防や、高齢者の介護予防を中心とした各種健康教育

事業を実施しています。事業を実施しています。

○健康づくり行動計画「すげい町サロマ２１」の策定及び見直しを行い、町民の健康○健康づくり行動計画「すげい町サロマ２１」の策定及び見直しを行い、町民の健康

づくりに向けた様々な生活習慣病対策事業を行っています。づくりに向けた様々な生活習慣病対策事業を行っています。

○生活習慣病の予防は、各人の生活習慣の改善を促していますが、個人自らの具体的○生活習慣病の予防は、各人の生活習慣の改善を促していますが、個人自らの具体的

な行動には結びついていない現状です。な行動には結びついていない現状です。

○食生活改善推進員の協力のもと、生活習慣病の予防や子どもの食生活に関する各種○食生活改善推進員の協力のもと、生活習慣病の予防や子どもの食生活に関する各種

事業を行っています。事業を行っています。

○新生児から高齢者までの幅広い分野において、保健師の家庭訪問による指導、助言○新生児から高齢者までの幅広い分野において、保健師の家庭訪問による指導、助言

　を行っています。　を行っています。

○健康教育事業の充実○健康教育事業の充実

○生活習慣病予防事業強化○生活習慣病予防事業強化

○地域の協力体制づくり○地域の協力体制づくり

課　　　題課　　　題

主主  要要  施施  策策

【健康づくり】【健康づくり】３－５－１３－５－１

現　　　状現　　　状

○事業所と連携し、働き盛り世代に対する健康教育を強化する必要があります。○事業所と連携し、働き盛り世代に対する健康教育を強化する必要があります。

○自治会や諸団体との連携により、健康教育の場の拡大を図る必要があります。○自治会や諸団体との連携により、健康教育の場の拡大を図る必要があります。

○特定健診受診率の向上に努める必要があります。○特定健診受診率の向上に努める必要があります。

○計画的な特定保健指導体制を定着させる必要があります。○計画的な特定保健指導体制を定着させる必要があります。

○特定保健指導等の実施に伴い、効率的で効果的な訪問指導に努める必要がありま○特定保健指導等の実施に伴い、効率的で効果的な訪問指導に努める必要がありま

　す。　す。

保健医療保健医療３－５３－５
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○佐呂間厚生病院は、施設老朽化に伴う改築が求められています。○佐呂間厚生病院は、施設老朽化に伴う改築が求められています。

○介護療養型病床の廃止に伴う入院患者の調整を図る必要があります。○介護療養型病床の廃止に伴う入院患者の調整を図る必要があります。

○多様な医療サービス提供のための体制整備に努める必要があります。○多様な医療サービス提供のための体制整備に努める必要があります。

○町内で対応できない診療科受診のため、町外への輸送（交通）体制の整備を図る必○町内で対応できない診療科受診のため、町外への輸送（交通）体制の整備を図る必

要があります。要があります。

○周辺地域との連携により、地域医療の体系化を引き続き推進する必要があります。○周辺地域との連携により、地域医療の体系化を引き続き推進する必要があります。

【医療体制】【医療体制】３－５－２３－５－２

○町内の医療機関は、病院１ヶ所、診療所１ヶ所、歯科医院３ヶ所が運営されていま○町内の医療機関は、病院１ヶ所、診療所１ヶ所、歯科医院３ヶ所が運営されていま

す。す。

○佐呂間厚生病院を公的医療機関と位置付け、経営損失への負担を行いながら医療体○佐呂間厚生病院を公的医療機関と位置付け、経営損失への負担を行いながら医療体

制の確保に努めています。制の確保に努めています。

○佐呂間厚生病院における医療機器等の整備を行い、一次医療としての機能を確保○佐呂間厚生病院における医療機器等の整備を行い、一次医療としての機能を確保

し、良質な医療の提供に努めています。し、良質な医療の提供に努めています。

○佐呂間厚生病院は、必要に応じた施設改修を行ってきましたが、経年により老朽が○佐呂間厚生病院は、必要に応じた施設改修を行ってきましたが、経年により老朽が

著しい状況にあります。著しい状況にあります。

○遠軽地区における輪番制病院運営事業により、第二次医療○遠軽地区における輪番制病院運営事業により、第二次医療※１※１圏における重症救急患圏における重症救急患

者の受入体制を確保しています。者の受入体制を確保しています。

○第三次医療○第三次医療※２※２圏域における医療機関の機能分担と業務の連携を図り、地域医療の体圏域における医療機関の機能分担と業務の連携を図り、地域医療の体

　系化の推進に努めています。　系化の推進に努めています。

現　　　状現　　　状

課　　　題課　　　題

○医療関係施設、機器等の整備充実○医療関係施設、機器等の整備充実

○広域医療体制の充実○広域医療体制の充実

主主  要要  施施  策策

※１※１第二次医療：診療所などで扱えないような病気、入院、手術が必要な患者に対応する医療機関。第二次医療：診療所などで扱えないような病気、入院、手術が必要な患者に対応する医療機関。

※２※２第三次医療：二次医療機関で対応できない、脳卒中、心筋梗塞、頭部損傷等、危篤な患者に対応する医療機関。第三次医療：二次医療機関で対応できない、脳卒中、心筋梗塞、頭部損傷等、危篤な患者に対応する医療機関。

○家庭訪問事業の充実○家庭訪問事業の充実
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（施策の展開方針）（施策の展開方針）

　町民一人ひとりが生涯にわたり自己実現（自分づくり）を実感でき、誰もがいきいき　町民一人ひとりが生涯にわたり自己実現（自分づくり）を実感でき、誰もがいきいき

と学び、その成果が社会に活かされる豊かな生涯学習社会の実現をめざします。と学び、その成果が社会に活かされる豊かな生涯学習社会の実現をめざします。

生涯学習生涯学習４－１４－１

【生涯学習】【生涯学習】４－１－１４－１－１

○講演や教室など各種生涯学習支援事業を実施しています。○講演や教室など各種生涯学習支援事業を実施しています。

○「夢通信」や各種講演会等を通じ、生涯学習理念の普及、啓発に努めていますが、○「夢通信」や各種講演会等を通じ、生涯学習理念の普及、啓発に努めていますが、

住民に対し十分に浸透していない状況にあります。住民に対し十分に浸透していない状況にあります。

○生涯学習の推進が十分でない状況にあります。○生涯学習の推進が十分でない状況にあります。

現　　　状現　　　状

～こころを育む魅力ある教育をめざして～～こころを育む魅力ある教育をめざして～

教育文化教育文化４４

○豊かな生涯学習社会の実現をめざします○豊かな生涯学習社会の実現をめざします

○「生きる力」を育む学校教育の実現をめざします○「生きる力」を育む学校教育の実現をめざします

○「サロマづくり」を担う人材の育成を推進します○「サロマづくり」を担う人材の育成を推進します

○健全な心身を育む健康づくり・スポーツを推進します○健全な心身を育む健康づくり・スポーツを推進します

○創造性を高める芸術文化活動を推進します○創造性を高める芸術文化活動を推進します

基 

本 

目 

標

○生涯学習の理念や必要性について、住民が十分に理解できるような周知が必要で○生涯学習の理念や必要性について、住民が十分に理解できるような周知が必要で

す。す。

○的確な学習情報の提供やアドバイスを行い、住民が自主的な学習を行うための環境○的確な学習情報の提供やアドバイスを行い、住民が自主的な学習を行うための環境

　づくりと支援体制の強化に努める必要があります。　づくりと支援体制の強化に努める必要があります。

課　　　題課　　　題
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1-1-11-1-1　町民憲章　町民憲章
○啓発活動の推進○啓発活動の推進

○情報収集・提供機能の充実○情報収集・提供機能の充実

○学習環境の整備○学習環境の整備

主主  要要  施施  策策
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（施策の展開方針）（施策の展開方針）

「生きる力」を育む基本理念のもと確かな学力を身に付けさせ、豊かな心と健やかで「生きる力」を育む基本理念のもと確かな学力を身に付けさせ、豊かな心と健やかで

たくましい心身を育むため、一人ひとりの個性を尊重したきめ細やかな学校教育の実現たくましい心身を育むため、一人ひとりの個性を尊重したきめ細やかな学校教育の実現

をめざします。をめざします。

学校、家庭、地域との連携のもと、創意工夫による学校運営に努め、地域に開かれた学校、家庭、地域との連携のもと、創意工夫による学校運営に努め、地域に開かれた

学校教育をめざします。学校教育をめざします。

　子ども達が安全に学ぶことができる教育環境の整備と、地域が一体となって子ども達　子ども達が安全に学ぶことができる教育環境の整備と、地域が一体となって子ども達

を守り育てる地域社会の実現をめざします。を守り育てる地域社会の実現をめざします。

○教職員と児童生徒一人ひとりが、「ふれあい」を持つためのゆとりある教育環境の○教職員と児童生徒一人ひとりが、「ふれあい」を持つためのゆとりある教育環境の

整備が求められています。整備が求められています。

○学校と家庭の連携を強化し、より開かれた学校経営に努める必要があります。○学校と家庭の連携を強化し、より開かれた学校経営に努める必要があります。

○「いじめ」や「不登校」への対応と、「学習障がい」や「発達障がい」などの集団○「いじめ」や「不登校」への対応と、「学習障がい」や「発達障がい」などの集団

生活に支障のある児童生徒に対する支援が必要です。生活に支障のある児童生徒に対する支援が必要です。

○町内における小中高の連携強化と学校間の交流を積極的に進める必要があります。○町内における小中高の連携強化と学校間の交流を積極的に進める必要があります。

○校舎、体育館、グラウンドなど、学校施設の計画的な補修、整備を行う必要があり○校舎、体育館、グラウンドなど、学校施設の計画的な補修、整備を行う必要があり

ます。ます。

○新たな教育改革が推進されるなか、学習指導要領の改訂状況を踏まえた児童生徒の○新たな教育改革が推進されるなか、学習指導要領の改訂状況を踏まえた児童生徒の

育成指導に努めています。育成指導に努めています。

○学校評議員制度などにより、地域の意見を幅広く聞き入れ、地域に開かれた特色あ○学校評議員制度などにより、地域の意見を幅広く聞き入れ、地域に開かれた特色あ

る学校経営に努めています。る学校経営に努めています。

○「いじめ」、「不登校」が大きな社会問題となっており、その予防と早期発見に努○「いじめ」、「不登校」が大きな社会問題となっており、その予防と早期発見に努

めています。めています。

○複式の小学校同士による交流事業を行っています。○複式の小学校同士による交流事業を行っています。

○校舎、体育館の耐震補強や老朽化に伴う計画的な補修等を行っています。○校舎、体育館の耐震補強や老朽化に伴う計画的な補修等を行っています。

○学校再編後のスクールバスの運行は充実しています。○学校再編後のスクールバスの運行は充実しています。

○佐呂間中学校は、パーマ地区３中学校と姉妹校提携を結び、短期派遣による相互交○佐呂間中学校は、パーマ地区３中学校と姉妹校提携を結び、短期派遣による相互交

　流を行っています。　流を行っています。

【小中学校】【小中学校】４－２－１４－２－１

現　　　状現　　　状

課　　　題課　　　題

学校学校４－２４－２
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○ゆとりある教育環境の整備○ゆとりある教育環境の整備

○心の教育の充実○心の教育の充実

○学校・家庭・地域が一体となった教育の推進○学校・家庭・地域が一体となった教育の推進

○悩み相談体制の充実強化○悩み相談体制の充実強化

○小中高の連携強化○小中高の連携強化

○学校施設の整備充実○学校施設の整備充実

○通学体制の充実○通学体制の充実

○国際理解教育の推進○国際理解教育の推進

主主  要要  施施  策策

○少子化や町外進学により生徒数が減少しており、同窓会や地域との連携による間口○少子化や町外進学により生徒数が減少しており、同窓会や地域との連携による間口

確保のための取り組みを行っています。確保のための取り組みを行っています。

○地域に開かれた学校として、社会教育との連携による「高校開放講座」を実施して○地域に開かれた学校として、社会教育との連携による「高校開放講座」を実施して

います。います。

○姉妹校を提携しているパーマ高校と、生徒の相互交流を行っています。○姉妹校を提携しているパーマ高校と、生徒の相互交流を行っています。

○東京農業大学網走校と協定を結び、高大連携教育を推進しています。○東京農業大学網走校と協定を結び、高大連携教育を推進しています。

【高等学校】【高等学校】４－２－２４－２－２

現　　　状現　　　状

○高校存続の対策強化と入学者の確保に努める必要があります。○高校存続の対策強化と入学者の確保に努める必要があります。

○佐呂間中学校との連携を強化し、積極的な交流を進める必要があります。○佐呂間中学校との連携を強化し、積極的な交流を進める必要があります。

課　　　題課　　　題

○高校存続の対策強化○高校存続の対策強化

○魅力ある学校づくりへの協力○魅力ある学校づくりへの協力

○中学校との連携強化○中学校との連携強化

○国際交流の推進○国際交流の推進

主主  要要  施施  策策

○児童、生徒の活動に応じた、より充実したスクールバスの運行が求められていま○児童、生徒の活動に応じた、より充実したスクールバスの運行が求められていま

　す。　す。
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○町内産食材の活用に努める必要があります。○町内産食材の活用に努める必要があります。

○学校給食を通じ、食育を推進する必要があります。○学校給食を通じ、食育を推進する必要があります。

○「地産地消○「地産地消※１※１」を基本とした食材活用に努めていますが、町内産の食材は十分に活」を基本とした食材活用に努めていますが、町内産の食材は十分に活

用されていない状況にあります。用されていない状況にあります。

○食育○食育※２※２は、十分機能していない状況にあります。は、十分機能していない状況にあります。

○安全安心な給食の提供○安全安心な給食の提供

○地元食材の活用○地元食材の活用

○食育の推進○食育の推進

【給食】【給食】４－２－３４－２－３

現　　　状現　　　状

課　　　題課　　　題

主主  要要  施施  策策

※１※１地産地消地産地消 ：： 地域の生産物を地域で消費すること。地域の生産物を地域で消費すること。 経済効果だけでなく、経済効果だけでなく、 地域文化への寄与も期待される。地域文化への寄与も期待される。

※２※２食育食育 ：： 単なる調理方法の学習にとどまらない、単なる調理方法の学習にとどまらない、 栄養学や食文化など食についての総合的な教育。栄養学や食文化など食についての総合的な教育。
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○妊娠期からの親として、人としての学習が必要です。○妊娠期からの親として、人としての学習が必要です。

○父親の子育てに関する学習が必要です。○父親の子育てに関する学習が必要です。

○親子一緒の学びの場が必要です。○親子一緒の学びの場が必要です。

○子育て支援センターの有効活用を図る必要があります。○子育て支援センターの有効活用を図る必要があります。

○子育てに関するより多くの情報提供と情報交換の場が求められています。○子育てに関するより多くの情報提供と情報交換の場が求められています。

○食育を推進する必要があります。○食育を推進する必要があります。

○多くの町民が子育てに関わりを持つことが必要です。○多くの町民が子育てに関わりを持つことが必要です。

○行政と民間組織・団体との連携を図る必要があります。○行政と民間組織・団体との連携を図る必要があります。

○乳幼児期から本に親しむ環境づくりを推進する必要があります。○乳幼児期から本に親しむ環境づくりを推進する必要があります。

○少子化、核家族化の進行が顕著であリ、子育て環境が大きく変化しています。○少子化、核家族化の進行が顕著であリ、子育て環境が大きく変化しています。

○生活形態の変化により、乳幼児の夜型生活化や食生活の乱れなど、乳幼児期の心身○生活形態の変化により、乳幼児の夜型生活化や食生活の乱れなど、乳幼児期の心身

の発達への影響が懸念されています。の発達への影響が懸念されています。

○福祉と社会教育連携による子育て関連事業に取り組んでいます。○福祉と社会教育連携による子育て関連事業に取り組んでいます。

○「パパママたまご教室」、「あいあいらんど」など、親子で参加する各種子育て関○「パパママたまご教室」、「あいあいらんど」など、親子で参加する各種子育て関

連事業を実施しています。連事業を実施しています。

○関係団体や行政機関により家庭教育推進会議を組織し、家庭教育に関する情報交換○関係団体や行政機関により家庭教育推進会議を組織し、家庭教育に関する情報交換

　や「子育て講座」などの企画運営を行っています。　や「子育て講座」などの企画運営を行っています。

○子育ての環境整備と事業の充実○子育ての環境整備と事業の充実

○子育て期の学習機会の充実○子育て期の学習機会の充実

【子育て】【子育て】４－３－１４－３－１

現　　　状現　　　状

課　　　題課　　　題

主主  要要  施施  策策

人づくり人づくり４－３４－３

（施策の展開方針）（施策の展開方針）

「いつでも、どこでも、だれでも」楽しく学ぶことができるよう、各世代に対応した「いつでも、どこでも、だれでも」楽しく学ぶことができるよう、各世代に対応した

学習活動を推進し、「サロマづくり」を担う人材の育成をめざします。学習活動を推進し、「サロマづくり」を担う人材の育成をめざします。

　町民が生涯にわたり健康づくりやスポーツ活動に親しみ、健全な心身と豊かな人間関　町民が生涯にわたり健康づくりやスポーツ活動に親しみ、健全な心身と豊かな人間関

係が形成できるよう、スポーツ環境の整備に努め、明るく豊かで活力に満ちた地域づく係が形成できるよう、スポーツ環境の整備に努め、明るく豊かで活力に満ちた地域づく

りをめざします。りをめざします。
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○「育ち」の事業の、より充実した取り組みが必要です。○「育ち」の事業の、より充実した取り組みが必要です。

○「子どもの学習意欲を高め、学習環境を整備する必要があります。○「子どもの学習意欲を高め、学習環境を整備する必要があります。

○社会活動への理解と参加意識の高揚を図る必要があります。○社会活動への理解と参加意識の高揚を図る必要があります。

○命の尊さ・思いやりなど、心の教育を推進する必要があります。○命の尊さ・思いやりなど、心の教育を推進する必要があります。

○多様な人との関わりが必要です。○多様な人との関わりが必要です。

○学校との協働に努める必要があります。○学校との協働に努める必要があります。

○ふるさとへの理解を深めるための学びが必要です。○ふるさとへの理解を深めるための学びが必要です。

○食育を推進する必要があります。○食育を推進する必要があります。

【育ち】【育ち】４－３－２４－３－２

現　　　状現　　　状

○子ども達と大人や地域の関わりが薄れてきています。○子ども達と大人や地域の関わりが薄れてきています。

○インターネットや携帯電話の普及により、人との関わりが希薄になり、コミュニ○インターネットや携帯電話の普及により、人との関わりが希薄になり、コミュニ

ケーション能力が低下しています。ケーション能力が低下しています。

○関係団体や行政機関により家庭教育推進会議を組織し、家庭教育に関する情報交換○関係団体や行政機関により家庭教育推進会議を組織し、家庭教育に関する情報交換

や「子育て講座」などの企画運営を行っています。や「子育て講座」などの企画運営を行っています。

○高校生が企画する「しゃべろ場」など、地域と家庭、子ども達の連携による事業が○高校生が企画する「しゃべろ場」など、地域と家庭、子ども達の連携による事業が

開催されています。開催されています。

課　　　題課　　　題

○家庭教育推進体制の充実○家庭教育推進体制の充実

○団体の育成支援○団体の育成支援

○教育関係機関の連携○教育関係機関の連携

○心の教育の充実○心の教育の充実

○世代間交流の促進○世代間交流の促進

○学校との協働○学校との協働

○ふるさと教育事業の充実○ふるさと教育事業の充実

○食育の推進○食育の推進

主主  要要  施施  策策

○家庭教育推進体制の充実○家庭教育推進体制の充実

○食育の推進○食育の推進

○地域、関係機関との連携強化○地域、関係機関との連携強化
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○啓発活動及び情報提供の充実○啓発活動及び情報提供の充実

○学習環境、事業の充実○学習環境、事業の充実

○女性団体との連携○女性団体との連携

○青年の社会参加の促進○青年の社会参加の促進

主主  要要  施施  策策

○学習ニーズに即した情報と学習機会の提供に努める必要があります。○学習ニーズに即した情報と学習機会の提供に努める必要があります。

○女性の社会参加のための環境づくりを推進する必要があります。○女性の社会参加のための環境づくりを推進する必要があります。

○青年の持っている力を引き出し、社会参加を勧める必要があります。○青年の持っている力を引き出し、社会参加を勧める必要があります。

課　　　題課　　　題

【学び】【学び】４－３－３４－３－３

現　　　状現　　　状

○住民の多様化する学習ニーズへの対応が十分でない状況にあります。○住民の多様化する学習ニーズへの対応が十分でない状況にあります。

○女性の社会参加意識は高く、活動機会も増えていますが、活動環境は十分でない状○女性の社会参加意識は高く、活動機会も増えていますが、活動環境は十分でない状

況にあります。況にあります。

○青年の減少や社会参加意識の低下などにより、青年活動が停滞している状況にあり○青年の減少や社会参加意識の低下などにより、青年活動が停滞している状況にあり

ます。ます。

○成人層の社会活動と学習機会への参加が少ない状況にあります。○成人層の社会活動と学習機会への参加が少ない状況にあります。

【生きがいづくり】【生きがいづくり】４－３－４４－３－４

現　　　状現　　　状

○寿大学など、高齢者の学習機会の場は充実していますが、十分な参加が見られない○寿大学など、高齢者の学習機会の場は充実していますが、十分な参加が見られない

状況にあります。状況にあります。

○高齢者の社会参加活動として、多くのボランティア活動が行われています。○高齢者の社会参加活動として、多くのボランティア活動が行われています。

○社会と関わりを持たない閉じこもりがちな高齢者が多く見られます。○社会と関わりを持たない閉じこもりがちな高齢者が多く見られます。

○豊富な人材を十分に活用した取り組みを展開する必要があります。○豊富な人材を十分に活用した取り組みを展開する必要があります。

○高齢者の地域活動を支援し、社会参加を促進する必要があります。○高齢者の地域活動を支援し、社会参加を促進する必要があります。

○閉じこもりがちな高齢者に対し、学びの機会・情報の提供に努める必要がありま○閉じこもりがちな高齢者に対し、学びの機会・情報の提供に努める必要がありま

　す。　す。

課　　　題課　　　題
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○地域人材の活用○地域人材の活用

○世代間交流の促進○世代間交流の促進

○社会参加の促進○社会参加の促進

主主  要要  施施  策策

【健康づくり・スポーツ】【健康づくり・スポーツ】４－３－５４－３－５

現　　　状現　　　状

○「生涯スポーツの町宣言」が住民に浸透していない状況にあります。○「生涯スポーツの町宣言」が住民に浸透していない状況にあります。

○少子・高齢化や社会状況の変化により、競技スポーツ人口の減少と指導者不足が深○少子・高齢化や社会状況の変化により、競技スポーツ人口の減少と指導者不足が深

刻化しています。刻化しています。

○成人層のスポーツ活動への参加が減少しています。○成人層のスポーツ活動への参加が減少しています。

○健康づくりのために運動する人が増えています。○健康づくりのために運動する人が増えています。

○町民皆スポーツの推進○町民皆スポーツの推進

○指導者の育成支援○指導者の育成支援

○健康づくり推進体制の充実○健康づくり推進体制の充実

主主  要要  施施  策策

○「生涯スポーツの町宣言」に基づく総合的なスポーツ振興を図る必要があります。○「生涯スポーツの町宣言」に基づく総合的なスポーツ振興を図る必要があります。

○指導者の育成、支援を図る必要があります。○指導者の育成、支援を図る必要があります。

○継続した健康づくりのため、各種スポーツの普及、奨励に努める必要があります。○継続した健康づくりのため、各種スポーツの普及、奨励に努める必要があります。

○健康づくり担当部署や団体と連携した事業を展開する必要があります。○健康づくり担当部署や団体と連携した事業を展開する必要があります。

課　　　題課　　　題
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学習支援学習支援４－４４－４

（施策の展開方針）（施策の展開方針）

　多様化、高度化する学習ニーズに対応した施設運営と的確な情報提供や各種団体等の　多様化、高度化する学習ニーズに対応した施設運営と的確な情報提供や各種団体等の

育成に努め、町民の学習意欲を高めるための学習支援を行います。育成に努め、町民の学習意欲を高めるための学習支援を行います。

【施設】【施設】４－４－１４－４－１

○施設の整備充実○施設の整備充実

○管理運営体制の充実○管理運営体制の充実

○学習ボランティアの育成、活用○学習ボランティアの育成、活用

○読書活動の推進と学校図書との連携○読書活動の推進と学校図書との連携

○図書資料の充実○図書資料の充実

主主  要要  施施  策策

○施設の計画的な整備、修繕を図る必要があります。○施設の計画的な整備、修繕を図る必要があります。

○住民のニーズを把握し、利用しやすい施設運営を図る必要があります。○住民のニーズを把握し、利用しやすい施設運営を図る必要があります。

○学習ボランティアの育成、活用を図る必要があります。○学習ボランティアの育成、活用を図る必要があります。

○武道館温水プールをはじめ体育施設は、安全確保と効果的で利用拡大に繋がる事業○武道館温水プールをはじめ体育施設は、安全確保と効果的で利用拡大に繋がる事業

の展開が求められています。の展開が求められています。

○図書館における図書の充実と、読書活動の普及、推進を図る必要があります。○図書館における図書の充実と、読書活動の普及、推進を図る必要があります。

課　　　題課　　　題

現　　　状現　　　状

○施設の有料化に対する利用者の意識は定着しています。○施設の有料化に対する利用者の意識は定着しています。

○施設の老朽化が著しく住民ニーズに応えきれない状況にあります。○施設の老朽化が著しく住民ニーズに応えきれない状況にあります。

○体育施設は、高齢者や障がい者等の利用環境が整っていない状況にあります。○体育施設は、高齢者や障がい者等の利用環境が整っていない状況にあります。

○武道館温水プールでは住民の体力向上のための質の高い指導を行っています。○武道館温水プールでは住民の体力向上のための質の高い指導を行っています。

○図書館は、生涯学習の拠点として図書資料の充実や情報の発信に努めています。○図書館は、生涯学習の拠点として図書資料の充実や情報の発信に努めています。

○図書館では、移動図書館車による巡回サービス、「お話し広場」や「読書感想文・○図書館では、移動図書館車による巡回サービス、「お話し広場」や「読書感想文・

画」など、各種事業を行っています。画」など、各種事業を行っています。

○子ども達の活字離れ、図書離れが深刻化している状況にあります。○子ども達の活字離れ、図書離れが深刻化している状況にあります。



基
本
構
想

施
策
の
体
系

ま
ち
づ
く
り

産
業
振
興

社
会
福
祉

教
育
文
化

資
料
編

4th SAROMA MASTER PLAN4th SAROMA MASTER PLAN8484

○「夢通信」などで情報を提供していますが、周知・ＰＲに関して十分でない状況に○「夢通信」などで情報を提供していますが、周知・ＰＲに関して十分でない状況に

あります。あります。

○「なな・なんと情報」により、近隣町との連携による情報提供に努めています。○「なな・なんと情報」により、近隣町との連携による情報提供に努めています。

○学びに関する制度が充実していない状況にあります。○学びに関する制度が充実していない状況にあります。

【情報【情報 ・・ 制度】制度】４－４－２４－４－２

現　　　状現　　　状

○住民の意見を聞き、施策に反映させる必要があります。○住民の意見を聞き、施策に反映させる必要があります。

○多様な学習ニーズに対応した的確な情報の提供が求められています。○多様な学習ニーズに対応した的確な情報の提供が求められています。

○制度に対する情報提供と、周知・ＰＲを図る必要があります。○制度に対する情報提供と、周知・ＰＲを図る必要があります。

○学習支援制度の充実が求められています。○学習支援制度の充実が求められています。

課　　　題課　　　題

○情報収集・提供機能の充実○情報収集・提供機能の充実

○学習支援制度の充実○学習支援制度の充実

主主  要要  施施  策策

○価値観の多様化、活動の個別化により団体離れが進行しています。○価値観の多様化、活動の個別化により団体離れが進行しています。

○団体未加盟の小グループ活動が増加しています。○団体未加盟の小グループ活動が増加しています。

【団体支援】【団体支援】４－４－３４－４－３

現　　　状現　　　状

○連盟、協会に属さない自主的活動団体やサークルを把握する必要があります。○連盟、協会に属さない自主的活動団体やサークルを把握する必要があります。

○団体、小グループの育成と活動支援を図る必要があります。○団体、小グループの育成と活動支援を図る必要があります。

○リーダーの発掘、育成を推進する必要があります。○リーダーの発掘、育成を推進する必要があります。

課　　　題課　　　題

○情報収集・提供の充実○情報収集・提供の充実

○団体、小グループの活動支援○団体、小グループの活動支援

主主  要要  施施  策策
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【芸術【芸術 ・・ 文化】文化】４－５－１４－５－１

現　　　状現　　　状

○サークル活動を中心に活発な文化活動が展開されています。○サークル活動を中心に活発な文化活動が展開されています。

○芸術文化事業企画委員会「夢創」により住民企画の芸術鑑賞機会が提供されていま○芸術文化事業企画委員会「夢創」により住民企画の芸術鑑賞機会が提供されていま

す。す。

○民間組織の活動が活発化し、町内における芸術鑑賞機会は増加しています。○民間組織の活動が活発化し、町内における芸術鑑賞機会は増加しています。

○幼児から高齢者まで、年代に応じた鑑賞事業を行っています。○幼児から高齢者まで、年代に応じた鑑賞事業を行っています。

○団体、サークル等の芸術文化活動に対する支援が求められています。○団体、サークル等の芸術文化活動に対する支援が求められています。

○鑑賞事業に関する関係機関・団体の情報共有に努め、連携を図る必要があります。○鑑賞事業に関する関係機関・団体の情報共有に努め、連携を図る必要があります。

課　　　題課　　　題

○芸術文化活動の支援○芸術文化活動の支援

○情報収集・提供の充実○情報収集・提供の充実

主主  要要  施施  策策

文化文化４－５４－５

（施策の展開方針）（施策の展開方針）

　町民の主体的な活動を支援し、芸術鑑賞事業や発表機会の充実に努め、潤いや生きが　町民の主体的な活動を支援し、芸術鑑賞事業や発表機会の充実に努め、潤いや生きが

いのあるまちづくりをめざします。いのあるまちづくりをめざします。

【文化財】【文化財】４－５－２４－５－２

現　　　状現　　　状

○本町は開拓の歴史が浅く、文化財に該当するものが少ない状況にあります。○本町は開拓の歴史が浅く、文化財に該当するものが少ない状況にあります。

○開拓資料館の展示物が学習資料として十分に活用されていない状況にあります。○開拓資料館の展示物が学習資料として十分に活用されていない状況にあります。

○開拓資料館の利用促進と文化財の保護に努める必要があります。○開拓資料館の利用促進と文化財の保護に努める必要があります。

課　　　題課　　　題
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○文化財の保護と郷土資料の整理○文化財の保護と郷土資料の整理

○開拓資料館の利用促進○開拓資料館の利用促進

主主  要要  施施  策策
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１　佐呂間町総合計画策定審議会への諮問　・・・・・・・・８８１　佐呂間町総合計画策定審議会への諮問　・・・・・・・・８８

２　佐呂間町総合計画策定審議会からの答申　・・・・・・８９２　佐呂間町総合計画策定審議会からの答申　・・・・・・８９

３　グラフと表でみるサロマ　・・・・・・・・・・・・・・９０～９５３　グラフと表でみるサロマ　・・・・・・・・・・・・・・９０～９５

４　佐呂間町の一年　・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・９６４　佐呂間町の一年　・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・９６

５　策定までの経過　・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・９７～１００５　策定までの経過　・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・９７～１００

６　佐呂間町総合計画策定審議会委員名簿　・・・・・・１０１６　佐呂間町総合計画策定審議会委員名簿　・・・・・・１０１

資資 料料 編編
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１．佐呂間町総合計画策定審議会への諮問１．佐呂間町総合計画策定審議会への諮問
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２．佐呂間町総合計画策定審議会からの答申２．佐呂間町総合計画策定審議会からの答申
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３．グラフと表でみるサロマ３．グラフと表でみるサロマ

  人口と世帯数の推移人口と世帯数の推移

24.0
22.0 21.3 18.4 16.3 13.3

12.1

65.7
65.8 64.2

64.3
62.2 59.9 58.6

10.3
12.2 14.4 17.3

21.5
26.8 29.3

0%

20%

40%

60%

80%

100%
昭和５０年 昭和５５年 昭和６０年 平成２年 平成７年 平成１２年 平成１７年

　０～１４歳 １５～６４歳 ６５歳以上

  年齢３区分別人口の構成比年齢３区分別人口の構成比

資料：国勢調査資料：国勢調査

資料：国勢調査資料：国勢調査

※グラフの数値は「四捨五入」により計算されているため、※グラフの数値は「四捨五入」により計算されているため、

パーセントの合計は必ずしも１００％にはなっていません。パーセントの合計は必ずしも１００％にはなっていません。
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  産業別就業者数の推計産業別就業者数の推計

資料：国勢調査資料：国勢調査

資料：住民基本台帳資料：住民基本台帳
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平成　元年平成　元年
平成　２年平成　２年
平成　３年平成　３年
平成　４年平成　４年
平成　５年平成　５年
平成　６年平成　６年
平成　７年平成　７年
平成　８年平成　８年
平成　９年平成　９年
平成１０年平成１０年
平成１１年平成１１年
平成１２年平成１２年
平成１３年平成１３年
平成１４年平成１４年
平成１５年平成１５年
平成１６年平成１６年
平成１７年平成１７年
平成１８年平成１８年
平成１９年平成１９年
平成２０年平成２０年
平成２１年平成２１年
平成２２年平成２２年

11学年学年
９７９７

１０５１０５
１０１１０１

８０８０
６４６４
８９８９
６６６６
６９６９
７５７５
５９５９
６６６６
６６６６
４９４９
５９５９
５０５０
５４５４
４７４７
３５３５
５８５８
５３５３
４４４４
４２４２

22学年学年
９８９８
９６９６

１０２１０２
９７９７
８１８１
６３６３
８６８６
６８６８
７１７１
７２７２
５９５９
６５６５
６９６９
４８４８
６１６１
４９４９
５３５３
４７４７
３４３４
５８５８
５１５１
４４４４

44学年学年
１１４１１４
１０２１０２

９８９８
９５９５
９６９６
９６９６
７９７９
６３６３
８７８７
６１６１
６８６８
７５７５
６２６２
６４６４
６６６６
４６４６
６０６０
４８４８
５２５２
４６４６
３３３３
５４５４

55学年学年
１１５１１５
１１２１１２
１０３１０３

９６９６
９３９３
９５９５
９６９６
７８７８
６０６０
８５８５
６１６１
６５６５
７４７４
５８５８
６３６３
６６６６
４７４７
５９５９
４８４８
５５５５
４５４５
３４３４

66学年学年
１１２１１２
１１７１１７
１１２１１２
１００１００

９６９６
９３９３
９５９５
９６９６
７５７５
６０６０
８３８３
６０６０
６８６８
７２７２
５７５７
６２６２
６４６４
４７４７
６２６２
４７４７
５４５４
４７４７

合　計合　計
６３８６３８
６２９６２９
６１３６１３
５６６５６６
５２５５２５
５１４５１４
４８７４８７
４６２４６２
４３１４３１
４０４４０４
４１２４１２
３９０３９０
３８７３８７
３６７３６７
３４５３４５
３３７３３７
３１９３１９
２８８２８８
３０１３０１
２９３２９３
２８２２８２
２７２２７２

22学年学年
１１３１１３
１２２１２２
１１１１１１
１１２１１２
１０９１０９

９４９４
９３９３
９６９６
９３９３
８８８８
７２７２
６０６０
８０８０
５８５８
６４６４
７０７０
５６５６
５６５６
６５６５
４７４７
５８５８
４６４６

33学年学年
１３１１３１
１１５１１５
１１９１１９
１１１１１１
１１２１１２
１１０１１０

９３９３
９６９６
９３９３
９４９４
９１９１
７２７２
５９５９
８２８２
６０６０
６５６５
７０７０
５６５６
５７５７
６６６６
４７４７
５９５９

１１,,００２００２
９７７９７７
９５７９５７
９０１９０１
８４４８４４
８１４８１４
７６９７６９
７５０７５０
７０８７０８
６６２６６２
６３４６３４
６０２６０２
５８４５８４
５７２５７２
５３９５３９
５２８５２８
５０３５０３
４６４４６４
４７０４７０
４６５４６５
４３４４３４
４３３４３３

小　　学　　校小　　学　　校 中　　学　　校中　　学　　校
33学年学年

１０２１０２
９７９７
９７９７
９８９８
９５９５
７８７８
６５６５
８８８８
６３６３
６７６７
７５７５
５９５９
６５６５
６６６６
４８４８
６０６０
４８４８
５２５２
４７４７
３４３４
５５５５
５１５１

11学年学年
１２０１２０
１１１１１１
１１４１１４
１１２１１２

９８９８
９６９６
９６９６
９６９６
９１９１
７６７６
５９５９
８０８０
５８５８
６５６５
７０７０
５６５６
５８５８
６４６４
４７４７
５９５９
４７４７
５６５６

合　計合　計
３６４３６４
３４８３４８
３４４３４４
３３５３３５
３１９３１９
３００３００
２８２２８２
２８８２８８
２７７２７７
２５８２５８
２２２２２２
２１２２１２
１９７１９７
２０５２０５
１９４１９４
１９１１９１
１８４１８４
１７６１７６
１６９１６９
１７２１７２
１５２１５２
１６１１６１

合　計合　計区　分区　分

  小中学校児童・生徒数の推移小中学校児童・生徒数の推移

  土地利用状況の推移土地利用状況の推移

　区　分　区　分
平成　元年平成　元年
平成　２年平成　２年
平成　３年平成　３年
平成　４年平成　４年
平成　５年平成　５年
平成　６年平成　６年
平成　７年平成　７年
平成　８年平成　８年
平成　９年平成　９年
平成１０年平成１０年
平成１１年平成１１年
平成１２年平成１２年
平成１３年平成１３年
平成１４年平成１４年
平成１５年平成１５年
平成１６年平成１６年
平成１７年平成１７年
平成１８年平成１８年
平成１９年平成１９年
平成２０年平成２０年
平成２１年平成２１年
平成２２年平成２２年

総面積総面積

40,451.040,451.0
40,566.040,566.0
35,122.035,122.0
35,122.035,122.0
40,501.040,501.0
40,499.040,499.0
40,499.040,499.0
40,499.040,499.0
40,499.040,499.0
40,499.040,499.0
40,499.040,499.0
40,499.040,499.0
40,499.040,499.0
40,499.040,499.0
40,499.040,499.0
40,499.040,499.0
40,499.040,499.0
40,499.040,499.0
40,499.040,499.0
40,499.040,499.0
40,499.040,499.0
40,499.040,499.0

田田

193.9193.9
193.9193.9
192.0192.0
185.1185.1
183.2183.2
179.9179.9
179.2179.2
177.6177.6
175.1175.1
175.4175.4
174.6174.6
172.9172.9

－－
－－
－－
－－
－－
－－
－－
－－
－－
－－

宅地宅地

368.4368.4
370.0370.0
370.3370.3
373.6373.6
378.5378.5
386.4386.4
387.7387.7
389.3389.3
389.2389.2
390.7390.7
391.6391.6
391.4391.4
391.8391.8
392.0392.0
393.0393.0
398.3398.3
400.0400.0
403.6403.6
404.3404.3
430.3430.3
433.2433.2
441.9441.9

山林山林

18,184.218,184.2
18,183.218,183.2
18,181.518,181.5
18,164.718,164.7
18,154.518,154.5
18,141.818,141.8
18,123.118,123.1
18,106.918,106.9
18,102.718,102.7
18,096.118,096.1
18,099.618,099.6
18,082.118,082.1
18,077.518,077.5
18,069.318,069.3
18,066.118,066.1
18,064.518,064.5
18,063.418,063.4
18,073.518,073.5
18,066.418,066.4
22,903.222,903.2
22,846.522,846.5
22,929.922,929.9

池沼池沼

6.36.3
6.56.5
6.56.5
6.46.4
6.36.3
6.36.3
6.36.3
6.26.2
6.26.2
6.26.2
6.86.8
6.86.8
6.86.8
6.86.8
6.46.4
6.46.4
6.46.4
6.36.3
7.67.6
7.67.6
7.67.6
7.57.5

牧場牧場

1,815.41,815.4
1,814.81,814.8
1,813.51,813.5
1,804.21,804.2
1,802.51,802.5
1,796.71,796.7
1,784.81,784.8
1,778.91,778.9
1,759.81,759.8
1,756.51,756.5
1,755.71,755.7
1,753.11,753.1
1,751.01,751.0
1,748.71,748.7
1,750.41,750.4
1,747.11,747.1
1,740.91,740.9
1,733.61,733.6
1,620.71,620.7
1,726.81,726.8
1,723.41,723.4
1,644.51,644.5

雑種地雑種地

102.6102.6
106.1106.1
108.9108.9
108.5108.5
131.3131.3
135.2135.2
134.7134.7
135.1135.1
135.4135.4
130.2130.2
130.0130.0
132.4132.4
133.8133.8
135.0135.0
135.7135.7
138.2138.2
139.6139.6
142.8142.8
147.8147.8
298.8298.8
296.5296.5
457.2457.2

その他その他
12,493.012,493.0
12,607.612,607.6
7,180.57,180.5
7,236.17,236.1

12,631.412,631.4
12,652.912,652.9
12,683.112,683.1
12,721.612,721.6
12,735.212,735.2
12,760.212,760.2
12,766.912,766.9
12,773.312,773.3
12,787.212,787.2
12,799.912,799.9
12,804.312,804.3
12,809.212,809.2
12,829.712,829.7
12,825.112,825.1
12,877.412,877.4
7,757.87,757.8
7,818.27,818.2
7,832.47,832.4

畑畑

6,702.46,702.4
6,700.66,700.6
6,688.96,688.9
6,665.06,665.0
6,640.76,640.7
6,631.86,631.8
6,632.46,632.4
6,617.16,617.1
6,630.86,630.8
6,620.06,620.0
6,612.76,612.7
6,629.06,629.0
6,793.96,793.9
6,790.76,790.7
6,788.36,788.3
6,783.36,783.3
6,767.36,767.3
6,763.46,763.4
6,821.16,821.1
6,991.26,991.2
6,989.06,989.0
6,830.26,830.2

原野原野

584.8584.8
583.3583.3
579.9579.9
578.4578.4
572.6572.6
568.0568.0
567.7567.7
566.3566.3
564.6564.6
563.7563.7
561.1561.1
558.0558.0
557.0557.0
556.6556.6
554.8554.8
552.0552.0
551.7551.7
550.7550.7
553.7553.7
383.3383.3
384.6384.6
355.4355.4

単位：ｈａ単位：ｈａ

資料：固定資産概要調書資料：固定資産概要調書

資料：学校基本調査資料：学校基本調査
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  佐呂間町のイメージについて佐呂間町のイメージについて

8.58

9.21

7.96

41.03

37.26

33.75

42.01

34.67

40.98

37.91

32.05

36.52

35.06

30.02

16.42

15.70

7.35

2.96

5.11

29.60

15.95

21.99

15.55

10.72

5.49

5.00

5.05

4.97

5.06

6.07

0% 20% 40% 60% 80% 100%

明るいまち

清潔なまち

活気のあるまち

個性（特色）のあるまち

ふれいあいや連帯感のあるまち

住民として誇りや郷土愛があるまち

そう思う やや思う さほど思わない 思わない どちらでもない

資料：町民意向調査資料：町民意向調査

  まちのよさまちのよさ

豊かな自然環境豊かな自然環境

２８．４３％２８．４３％

（４２３）（４２３）

住みよい生活環境住みよい生活環境

２７．８２％２７．８２％

（４１４）（４１４）

人々のやさしさ人々のやさしさ

１３．９８％１３．９８％

（２０８）（２０８）

地場産業活動地場産業活動

１１．６３％１１．６３％

（１７３）（１７３）

田舎らしさ田舎らしさ

９．４１％９．４１％

（１４０）（１４０）

わからないわからない

８．０６％８．０６％

（１２０）（１２０）

その他その他

０．６７％０．６７％

（１０）（１０）

資料：町民意向調査資料：町民意向調査

全回答数：全回答数：1,4881,488

（　）内は回答数（　）内は回答数

全回答数全回答数

1,4021,402

1,3991,399

1,3861,386

1,3691,369

1,4011,401

1,3691,369
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  定住の意向定住の意向

今の場所に住み今の場所に住み

続けたい続けたい

64.72%64.72%（（976976））

他市町村に移りたい。他市町村に移りたい。

又移ることになる又移ることになる

10.15%10.15%（（153153））

町内の別の場所町内の別の場所

に移りたい。に移りたい。

3.78%3.78%（（5757））

わからないわからない

21.35%21.35%（（322322））

資料：町民意向調査資料：町民意向調査

全回答数：全回答数：1,5081,508

（　）内は回答数（　）内は回答数

  住みよさについて住みよさについて

どちらかと言うとどちらかと言うと

住みよい住みよい

48.51%48.51%（（735735））

住みよい住みよい

18.42%18.42%（（279279））

どちらでもないどちらでもない

14.92%14.92%（（226226））

どちらかと言うとどちらかと言うと

住みにくい住みにくい

13.66%13.66%（（207207））

住みにくい住みにくい

4.49%4.49%（（6868））

資料：町民意向調査資料：町民意向調査

全回答数：全回答数：1,5151,515

（　）内は回答数（　）内は回答数
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  地域活性化について地域活性化について

働く場所を増やすため働く場所を増やすため

の、企業誘致・創設の、企業誘致・創設

24.03%24.03%（（815815））

地場産業の生産力を高め、地場産業の生産力を高め、

加工製造の促進加工製造の促進

21.94%21.94%（（744744））
地域の人々が助け合い、地域の人々が助け合い、

協力しあって活動協力しあって活動

18.99%18.99%（（644644））

佐呂間町の特色を活か佐呂間町の特色を活か

したイベント開催したイベント開催

10.47%10.47%（（355355））

町並み整備を図り、町並み整備を図り、

活気ある商店街の促進活気ある商店街の促進

8.82%8.82%（（299299））

いまの自然を活かして、いまの自然を活かして、

観光客の誘致観光客の誘致

8.70%8.70%（（295295））

各種の文化・スポーツ各種の文化・スポーツ

のできる環境の整備のできる環境の整備

3.98%3.98%（（135135））

わからないわからない

2.30%2.30%

（（7878））

その他その他

0.77%0.77%

（（2626））

資料：町民意向調査資料：町民意向調査

全回答数：全回答数：3,3913,391

（　）内は回答数（　）内は回答数

  まちづくりについてまちづくりについて

行政、住民が一緒行政、住民が一緒

になって進めるになって進める

46.97%46.97%

（（697697））

住民の声を聞き、住民の声を聞き、

行政主体で進める行政主体で進める

32.14%32.14%（（477477））

行政主体で進める行政主体で進める

1.75%1.75%（（2626））

わからないわからない

7.28%7.28%（（108108））

住民が主体となり、住民が主体となり、

行政がそれを支援行政がそれを支援

11.46%11.46%（（170170））

その他その他

0.40%0.40%（（66））

資料：町民意向調査資料：町民意向調査

全回答数：全回答数：1,4841,484

（　）内は回答数（　）内は回答数
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４．佐呂間町の一年４．佐呂間町の一年（平成２１年）（平成２１年）

４６人４６人

出　　生出　　生

6161人人

死　　亡死　　亡

139139人人

転転  入入  者者

200200人人

転転  出出  者者

3434組組

結　　婚結　　婚

88組組

離　　婚離　　婚

769,456769,456��

水水  道道  水水

使使  用用  量量

2,501t2,501t

ごみ収集ごみ収集

搬搬  入入  量量

1,0071,007㌔㍑㌔㍑

し　　尿し　　尿

排排  泄泄  量量

265,563265,563㍑㍑

酒　　類酒　　類

消消  費費  量量

10,26210,262人人

図　　書図　　書

貸出人数貸出人数

56,22456,224冊冊

図　　書図　　書

貸出冊数貸出冊数

10,37110,371人人

温水温水ﾌﾟｰﾙﾌﾟｰﾙ

利用者数利用者数

4,8734,873人人

武武  道道  館館

利用者数利用者数

11,78011,780人人

バ　　スバ　　ス

乗車人員乗車人員

22件件

火　　災火　　災

発生件数発生件数

4040件件

犯　　罪犯　　罪

発生件数発生件数

1414件件

交通事故交通事故

発生件数発生件数

216216回回

救救  急急  車車

出動回数出動回数
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５．第４期佐呂間町総合計画策定までの経過５．第４期佐呂間町総合計画策定までの経過

●　●　審議会・部会開催状況審議会・部会開催状況

・策定審議会（全体会議）　　　４回・策定審議会（全体会議）　　　４回

・基本構想・調整部会　　　　　８回・基本構想・調整部会　　　　　８回

・まちづくり部会　　　　　　１２回・まちづくり部会　　　　　　１２回

・産業振興部会　　　　　　　１３回・産業振興部会　　　　　　　１３回

・社会福祉分科会　　　　　　１２回・社会福祉分科会　　　　　　１２回

・教育分科会　　　　　　　　１２回・教育分科会　　　　　　　　１２回

●　町民懇談会等の開催状況●　町民懇談会等の開催状況

・まちづくり講演会・まちづくり講演会

●　審議会委員視察調査●　審議会委員視察調査

まちづくり部会　　・新十津川町（行財政改革の取組み状況について）まちづくり部会　　・新十津川町（行財政改革の取組み状況について）

　　　　　　　　　・奈井江町（行財政改革の取組み状況について）　　　　　　　　　・奈井江町（行財政改革の取組み状況について）

産業振興部会　　　・町内観光施設（ピラオロ展望台、湖畔遊歩道、サロマ湖展望台、産業振興部会　　　・町内観光施設（ピラオロ展望台、湖畔遊歩道、サロマ湖展望台、

幌岩山、道の駅、悠林館、キムアネップ岬、サンゴ草群生地、キ幌岩山、道の駅、悠林館、キムアネップ岬、サンゴ草群生地、キ

ムアネップキャンプ場）ムアネップキャンプ場）

　　　　　　　　　・遠軽町生田原、　　　　　　　　　・遠軽町生田原、((有有))リゲルファーム（施設の概要及び先進的な農リゲルファーム（施設の概要及び先進的な農

業の取組状況）業の取組状況）

　　　　　　　　　・訓子府町（まちなみ整備事業を軸とした商店街の活性化）　　　　　　　　　・訓子府町（まちなみ整備事業を軸とした商店街の活性化）

社会福祉分科会　　・北見市、社会福祉法人相内光央会（施設視察、運営状況）社会福祉分科会　　・北見市、社会福祉法人相内光央会（施設視察、運営状況）

教育分科会　　　　・上湧別町、社会福祉法人上湧別福祉会（経営移譲の経緯、運営状教育分科会　　　　・上湧別町、社会福祉法人上湧別福祉会（経営移譲の経緯、運営状

況、施設増床計画、施設視察）況、施設増床計画、施設視察）

　　　　　　　　　・置戸町、置戸町学校給食センター（地産地消、食育の視点からの　　　　　　　　　・置戸町、置戸町学校給食センター（地産地消、食育の視点からの

学校給食の取組み）学校給食の取組み）

　　　　　　　　　・津別町教育委員会（放課後児童プラン、放課後子どもプランの実　　　　　　　　　・津別町教育委員会（放課後児童プラン、放課後子どもプランの実

践）践）

●　その他●　その他

・町民意向調査・町民意向調査

・総合計画策定課長会議　　　４回・総合計画策定課長会議　　　４回
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  年　　月　　日　　　　　事　　　　項　　　　　　　　　備　　　　考年　　月　　日　　　　　事　　　　項　　　　　　　　　備　　　　考

平成２０．　５．２３平成２０．　５．２３

　　　　　１０．２４　　　　　１０．２４

　　　　　１１．　５　　　　　１１．　５

　　　　　１１．２７　　　　　１１．２７

　　　　　　　　　　

　　　　　１２．　５　　　　　１２．　５

平成２１．　１．２７平成２１．　１．２７

　　　　　　１．２８　　　　　　１．２８

　　　　　　１．２９　　　　　　１．２９

　　　　　　２．　３　　　　　　２．　３

　　　　　　２．　９　　　　　　２．　９

　　　　　　２．１２　　　　　　２．１２

　　　　　　２．１９　　　　　　２．１９

　　　　　　２．２５　　　　　　２．２５

　　　　　　２．２７　　　　　　２．２７

　　　　　　３．　２　　　　　　３．　２

　　　　　　３．１１　　　　　　３．１１

　　　　　　３．１２　　　　　　３．１２

　　　　　　３．１６　　　　　　３．１６

　　　　　　３．２３　　　　　　３．２３

　　　　　　３．２４　　　　　　３．２４

　　　　　　３．２５　　　　　　３．２５

　　　　　　　　　　　　

第１回総合計画策定課長会議第１回総合計画策定課長会議

第２回総合計画策定課長会議第２回総合計画策定課長会議

第１回佐呂間町総合計画策定第１回佐呂間町総合計画策定

審議会審議会

第２回佐呂間町総合計画策定第２回佐呂間町総合計画策定

審議会審議会

第１回まちづくり部会第１回まちづくり部会

第１回産業振興部会第１回産業振興部会

第１回社会福祉分科会第１回社会福祉分科会

第１回教育分科会第１回教育分科会

第１回基本構想・調整部会第１回基本構想・調整部会

第２回産業振興部会第２回産業振興部会

第２回社会福祉分科会第２回社会福祉分科会

第２回まちづくり部会第２回まちづくり部会

第２回教育分科会第２回教育分科会

第３回産業振興部会第３回産業振興部会

第３回教育分科会第３回教育分科会

第３回まちづくり部会第３回まちづくり部会

第３回社会福祉分科会第３回社会福祉分科会

第４回産業振興部会第４回産業振興部会

第４回教育分科会第４回教育分科会

第４回まちづくり部会第４回まちづくり部会

第４回社会福祉分科会第４回社会福祉分科会

第５回産業振興部会第５回産業振興部会

第５回まちづくり部会第５回まちづくり部会

第５回教育分科会第５回教育分科会

第５回社会福祉分科会第５回社会福祉分科会

第６回産業振興部会第６回産業振興部会

第６回まちづくり部会第６回まちづくり部会

第６回教育分科会第６回教育分科会

総合計画策定要領、総合計画策定課長会総合計画策定要領、総合計画策定課長会

議設置要領、総合計画策定の流れ議設置要領、総合計画策定の流れ

第１回審議会の流れ、現状と課題審議第１回審議会の流れ、現状と課題審議

総合計画策定審議会委員任命、正副会長総合計画策定審議会委員任命、正副会長

互選、審議会部会の設置、策定要領要旨互選、審議会部会の設置、策定要領要旨

説明、佐呂間町総合計画に関する諮問説明、佐呂間町総合計画に関する諮問

部会委員の指名、正副部会長選出（各部部会委員の指名、正副部会長選出（各部

会開催）、町民意向調査等設問検討会開催）、町民意向調査等設問検討

正副部会長選出、町民意向調査等設問検正副部会長選出、町民意向調査等設問検

討討

　　　　　　　　〃　　　　　　　　〃

　　　　　　　　〃　　　　　　　　〃

　　　　　　　　〃　　　　　　　　〃

町民意向調査等設問調整町民意向調査等設問調整

現状と課題審議現状と課題審議

　　　　　　　　〃　　　　　　　　〃

　　　　　　　　〃　　　　　　　　〃

　　　　　　　　〃　　　　　　　　〃

現状と課題審議、３期計画進捗状況総括現状と課題審議、３期計画進捗状況総括

　　　　　　　　〃　　　　　　　　〃

　　　　　　　　〃　　　　　　　　〃

　　　　　　　　〃　　　　　　　　〃

現状と課題審議現状と課題審議

　　　　　　　　〃　　　　　　　　〃

　　　　　　　　〃　　　　　　　　〃

　　　　　　　　〃　　　　　　　　〃

　　　　　　　　〃　　　　　　　　〃

　　　　　　　　〃　　　　　　　　〃

　　　　　　　　〃　　　　　　　　〃

　　　　　　　　〃　　　　　　　　〃

　　　　　　　　〃　　　　　　　　〃

　　　　　　　　〃　　　　　　　　〃

　　　　　　　　〃　　　　　　　　〃
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  年　　月　　日　　　　　事　　　　項　　　　　　　　　備　　　　考年　　月　　日　　　　　事　　　　項　　　　　　　　　備　　　　考

平成２１．　４．　２平成２１．　４．　２

　　　　　　４．　６　　　　　　４．　６

　　　　　　４．１４　　　　　　４．１４

　　　　　　４．１５　　　　　　４．１５

　　　　　　４．１７　　　　　　４．１７

　　　　　　４．２０　　　　　　４．２０

　　　　　　４．２８　　　　　　４．２８

　　　　　　４．３０　　　　　　４．３０

　　　　　　５．１１　　　　　　５．１１

　　　　　　５．２９　　　　　　５．２９

　　　　　　６．２３　　　　　　６．２３

　　　　　　７．　　　　　　７．1515

　　　　　　７．２１　　　　　　７．２１

　　　　　　７．２７　　　　　　７．２７

　　　　　　　～２８　　　　　　　～２８

　　　　　　９．　４　　　　　　９．　４

　　　　　　９．１５　　　　　　９．１５

　　　　　１０．２６　　　　　１０．２６

　　　　　１１．１６　　　　　１１．１６

　　　　　１１．１７　　　　　１１．１７

　　　　　１１．１８　　　　　１１．１８

　　　　　　　　　　

　　　　　１１．２４　　　　　１１．２４

　　　　　　　　　　　　

第６回社会福祉分科会第６回社会福祉分科会

第７回教育分科会第７回教育分科会

第２回基本構想・調整部会第２回基本構想・調整部会

第７回まちづくり部会第７回まちづくり部会

第７回産業振興部会第７回産業振興部会

第７回社会福祉分科会第７回社会福祉分科会

第８回教育分科会第８回教育分科会

第８回産業振興部会第８回産業振興部会

第８回まちづくり部会第８回まちづくり部会

第３回基本構想・調整部会第３回基本構想・調整部会

まちづくり講演会まちづくり講演会

まちづくり交流会まちづくり交流会

第３回総合計画策定課長会議第３回総合計画策定課長会議

社会福祉分科会・教育分科会社会福祉分科会・教育分科会

合同町外視察合同町外視察

社会福祉分科会・教育分科会社会福祉分科会・教育分科会

合同町外視察合同町外視察

まちづくり部会町外視察まちづくり部会町外視察

産業振興部会町内視察産業振興部会町内視察

産業振興部会町外視察産業振興部会町外視察

第４回基本構想・調整部会第４回基本構想・調整部会

第９回教育分科会第９回教育分科会

第９回まちづくり部会第９回まちづくり部会

第９回産業振興部会第９回産業振興部会

第８回社会福祉分科会第８回社会福祉分科会

第１０回まちづくり部会第１０回まちづくり部会

現状と課題審議現状と課題審議

　　　　　　　　〃　　　　　　　　〃

まちづくり講演会審議、タイトル審議まちづくり講演会審議、タイトル審議

現状と課題審議現状と課題審議

現状と課題審議現状と課題審議

現状と課題審議、「計画素案」施策の体現状と課題審議、「計画素案」施策の体

系審議系審議

　　　　　　　　〃　　　　　　　　〃

　　　　　　　　〃　　　　　　　　〃

　　　　　　　　〃　　　　　　　　〃

町民意向調査集計、人口推計、まちづく町民意向調査集計、人口推計、まちづく

り講演会審議り講演会審議

講師：前山口県柳井市長　河内山講師：前山口県柳井市長　河内山  哲朗氏哲朗氏

現状と課題審議、施策の体系審議現状と課題審議、施策の体系審議

置戸町、津別町置戸町、津別町

北見市、上湧別町北見市、上湧別町

新十津川町、奈井江町新十津川町、奈井江町

町内観光施設（ピラオロ展望台など）町内観光施設（ピラオロ展望台など）

遠軽町生田原、訓子府町遠軽町生田原、訓子府町

現況と課題審議、タイトル審議、町民意現況と課題審議、タイトル審議、町民意

向調査集計結果審議、基本構想構成審議向調査集計結果審議、基本構想構成審議

現状と課題審議、主要施策審議、タイト現状と課題審議、主要施策審議、タイト

ル審議ル審議

現状と課題審議、主要施策審議現状と課題審議、主要施策審議

現状と課題審議、主要施策審議、タイト現状と課題審議、主要施策審議、タイト

ル審議ル審議

　　　　　　　　〃　　　　　　　　〃

　　　　　　　　〃　　　　　　　　〃
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  年　　月　　日　　　　　事　　　　項　　　　　　　　　備　　　　考年　　月　　日　　　　　事　　　　項　　　　　　　　　備　　　　考

　　　　　１１．２６　　　　　１１．２６

　　　　　１１．２７　　　　　１１．２７

　　　　　１２．　４　　　　　１２．　４

　　　　　１２．　７　　　　　１２．　７

　　　　　１２．１５　　　　　１２．１５

平成２２．　１．１２平成２２．　１．１２

　　　　　　１．１３　　　　　　１．１３

　　　　　　１．１４　　　　　　１．１４

　　　　　　１．２７　　　　　　１．２７

　　　　　　２．２６　　　　　　２．２６

　　　　　　３．１１　　　　　　３．１１

　　　　　　３．２９　　　　　　３．２９

　　　　　　４．２８　　　　　　４．２８

　　　　　　５．２７　　　　　　５．２７

　　　　　　５．３１　　　　　　５．３１

　　　　　　６．　１　　　　　　６．　１

　　　　　　６．　２　　　　　　６．　２

　　　　　　６．２９　　　　　　６．２９

　　　　　　　　　　　　

　　　　　　８．２３　　　　　　８．２３

　　　　　　９．１５　　　　　　９．１５

　　　　　１１．２５　　　　　１１．２５

　　　　　１２．１６　　　　　１２．１６

第１０回産業振興部会第１０回産業振興部会

第１０回教育分科会第１０回教育分科会

第９回社会福祉分科会第９回社会福祉分科会

第１１回産業振興部会第１１回産業振興部会

第５回基本構想・調整部会第５回基本構想・調整部会

第１１回教育文科会第１１回教育文科会

第１０回社会福祉分科会第１０回社会福祉分科会

第１１回まちづくり部会第１１回まちづくり部会

第１２回産業振興部会第１２回産業振興部会

第６回基本構想・調整部会第６回基本構想・調整部会

第３回佐呂間町総合計画策定第３回佐呂間町総合計画策定

審議会審議会

第１１回社会福祉分科会第１１回社会福祉分科会

第７回基本構想・調整部会第７回基本構想・調整部会

第４回総合計画策定課長会議第４回総合計画策定課長会議

第１２回社会福祉分科会第１２回社会福祉分科会

第１２回まちづくり部会第１２回まちづくり部会

第１２回教育分科会第１２回教育分科会

第１３回産業振興部会第１３回産業振興部会

第８回基本構想・調整部会第８回基本構想・調整部会

第４回佐呂間町総合計画策定第４回佐呂間町総合計画策定

審議会審議会

平成２２年町議会第３回定例平成２２年町議会第３回定例

会提案会提案

議会総合計画策定審議特別委議会総合計画策定審議特別委

員会開催員会開催

平成２２年町議会第４回定例平成２２年町議会第４回定例

会にて可決会にて可決

現状と課題審議、主要施策審議、タイト現状と課題審議、主要施策審議、タイト

ル審議ル審議

　　　　　　　　〃　　　　　　　　〃

　　　　　　　　〃　　　　　　　　〃

主要施策審議主要施策審議

タイトル審議、基本構想審議タイトル審議、基本構想審議

基本目標審議、施策の展開方針審議基本目標審議、施策の展開方針審議

　　　　　　　　〃　　　　　　　　〃

　　　　　　　　〃　　　　　　　　〃

　　　　　　　　〃　　　　　　　　〃

タイトル審議、基本構想審議、中間答申タイトル審議、基本構想審議、中間答申

審議審議

基本構想・現況と課題の確認、第４期佐基本構想・現況と課題の確認、第４期佐

呂間町総合計画中間答申呂間町総合計画中間答申

主要施策審議主要施策審議

施策の展開方針審議施策の展開方針審議

前期実施計画審議前期実施計画審議

前期実施計画案前期実施計画案

　　　　　　　　〃　　　　　　　　〃

　　　　　　　　〃　　　　　　　　〃

　　　　　　　　〃　　　　　　　　〃

前期実施計画審議、基本構想審議、基本前期実施計画審議、基本構想審議、基本

計画審議計画審議

基本構想・基本計画の最終確認、第４期基本構想・基本計画の最終確認、第４期

佐呂間町総合計画最終答申佐呂間町総合計画最終答申

町総合計画審査特別委員会付託町総合計画審査特別委員会付託
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６．佐呂間町総合計画策定審議会委員名簿６．佐呂間町総合計画策定審議会委員名簿
（順不同、敬称略）（順不同、敬称略）

　　◎部会長　　◎部会長

　　○副部会長　　○副部会長

氏　　　名氏　　　名
　関東　　俊彦　関東　　俊彦
　船木　　耕二　船木　　耕二
◎井上　　孝一◎井上　　孝一
○谷川　　哲也○谷川　　哲也
　室井　　久志　室井　　久志
　今　　　眞智子　今　　　眞智子
　高橋　　光貴　高橋　　光貴
　斉藤　　登久代　斉藤　　登久代
　吉野　　厚志　吉野　　厚志
　坂本　　竣一　坂本　　竣一
　面　　　ひとみ　面　　　ひとみ
　岸本　　伸治　岸本　　伸治
　柴田　　恭宏　柴田　　恭宏
◎北原　　弘司◎北原　　弘司
○杉本　　武雄○杉本　　武雄
　為広　　裕司　為広　　裕司
　川上　　邦夫　川上　　邦夫
　長谷部　泰裕　長谷部　泰裕
　渡部　　和子　渡部　　和子
　浜野　　徹　浜野　　徹
　船木　　満寛　船木　　満寛
　渡辺　　勝彦　渡辺　　勝彦
　鈴木　　浩子　鈴木　　浩子
　中村　　嘉宏　中村　　嘉宏
　村岡　　忠　村岡　　忠
◎尾﨑　　実◎尾﨑　　実
○宇佐美　不二夫○宇佐美　不二夫
　八島　　寛　八島　　寛
　小池　　榮　小池　　榮
　増子　　政信　増子　　政信
　佐伯　　育子　佐伯　　育子
○清水　　律子○清水　　律子
　渡辺　　幸栄　渡辺　　幸栄
　安斉　　忠　安斉　　忠
　田宮　　京子　田宮　　京子

区　　　分区　　　分
会　　　長会　　　長
副　会　長副　会　長
まちづくり部会まちづくり部会

産業振興部会産業振興部会

社会福祉・教育部会社会福祉・教育部会
　◆社会福祉分科会　◆社会福祉分科会

　◆教育分科会　◆教育分科会

備　　　　　考備　　　　　考
商工会会長商工会会長
社会教育委員委員長社会教育委員委員長
自治会連合会会長自治会連合会会長
公募公募
体育指導委員委員長体育指導委員委員長
文化連盟事務局会計文化連盟事務局会計
商工会青年部部長商工会青年部部長
商工会女性部部長商工会女性部部長
観光物産協会理事観光物産協会理事
建設業協会会長建設業協会会長
公募公募
公募公募
公募公募
森林組合理事・総務委員長森林組合理事・総務委員長
公募公募
ＰＴＡ連合会会長ＰＴＡ連合会会長
農協参事農協参事
農協青年部部長農協青年部部長
農協女性部部長農協女性部部長
漁組総務部長漁組総務部長
漁組青年部部長漁組青年部部長
遠軽信金佐呂間支店長遠軽信金佐呂間支店長
公募公募
公募公募
公募公募
体育協会副会長体育協会副会長
社会福祉協議会会長社会福祉協議会会長
老人クラブ連合会会長老人クラブ連合会会長
ボランティア連絡協議会会長ボランティア連絡協議会会長
民生児童委員協議会会長民生児童委員協議会会長
公募公募
公募公募
漁組女性部部長漁組女性部部長
森永乳業㈱佐呂間工場事務課長代理森永乳業㈱佐呂間工場事務課長代理
公募公募

※備考は委員委嘱時現在※備考は委員委嘱時現在
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